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 本モ ノグラフに掲載 されている研究成果は，多 くの方々の協 力によって得 られ たもので

す。データを提 供 して下 さった被験者の方とデータ収 集に御協 力いただいた方 々に心 よ り

御礼 申し上げます。特に，データ収集においては，多 くの学校 の先生方 ，企業 の方 々，様

々な団体の方 々，槇田ゼ ミナールのOB，OGの 方 々に御協 力をいただきま した。 これ ら

の方々に対 し，この場 を借 りて，心 よ り感調 の意 を表 する次第 です。

 本 モ ノグラフに掲載 されている 「最 終版基準書」 は，慶應義 塾大学文学部人間科学専攻

の槇田ゼ ミナールの第14期 生(1984年 卒)か ら22期 生(1992年 卒)の ，お よそ10年 に も及

ぶ研 究努力の結果得 られ たもので す。ゼ ミ生の皆 さんには，数千に も及ぶ膨大なデータの

整理 ，分類評価 ，集計 を して いただ きました。 これ らの皆 さんに心よ り御礼を申 し上げる

とともに，その永年に わた る努力に対 し敬意を表 したい と思います。特に，21期 生と22

期生の皆 さんには，基準書の最後の改訂作業 と最終的な集計に携わ っていただきま した。

ゼ ミ長の竹内直規君(1991年 卒)を は じめ，ゼ ミ員の皆 さんに対 し感謝の意を表 します。

また，大学院のパー ソナ リテ ィ実習の受講生の皆 さんにも，データの評定をお手伝いいた

だ きま した。心 よ り御礼 申し上げ ます。

 第3章 の達成動機に関する分析では，当時，放送 大学 の学 生であ った大塚光枝 さん(1991

年卒)に ，データの収集と評定において御協 力いただきま した。 ここに記 して深 く感謝の

意を表す るものです。また， この研 究の過程でいろいろとお世 話にな った放送大学の星薫

先生に心よ り御礼 申し上げます。

 最後にな りま したが，この研究プ ロジ ェク ト全般 にわた って，御 支援，御協 力をいただ

いた伊藤隆一氏，小林和久氏，弘田直人氏，兼 高聖雄氏に深 く感謝 いた します。
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 本 モ ノ グラ フは ， わ れ わ れ が 行 な って きた 研 究

プ ロジ ェ ク ト，rWAI技 法 を 用 い た 自我 の 実 証 的

研 究 」の成 果 を ま とめ た もの で あ る。特 に 本 稿 は ，

WAI技 法 の一搬 的 な 特 性 に 関 す る分 析 の 一 応 の

ま とめ とな る 。これ は，1983年 よ りは じめ られ た

もので あ るが ，9年 目に して1つ の 区 切 りが 得 ら

れ た こ とに な る.こ の プ ロジ ェ ク トに 関 して の 中

間 的 な ま とめ は ， 「組 織 行 動 研 究 」 のNo.16(槇

田 ・岩 熊 ，1990)，No.19(岩 熊 ・槇 田 ，1991b)

に 掲 載 した が ， 本 章 で は ， 全 体 的 な 流 れ と本 モ ノ

グラ フ の位 置 づ け を 明 確 に す るた め に ， まず ， プ

ロジ ェ ク トの 目的 と研 究 経 過 に つ い て 述 べ る こ と

に す る 。

1.プ ロ ジ ェ ク トの 目 的

 WAI技 法 とは， 被 験 者 が 「私 は誰 で し ょ う?

(Whoam I?)」 とい う問 に 自問 ，自答 して ，20通

りの 回 答 を 自分 自身 の 言葉 で記 述 す る とい うも の

で あ る。 これ は，KuhnとMcParland(1954)に

よ って考 案 され た もの で あ るが， 研 究 者 の分 析 視

点 に 制 約 され ず に ，被 験 者 の 自発 的 な反 応 が 得 ら

れ る とい う利 点 を持 っ て い る 。そ の た め ，社 会 学 ，

社 会 心理 学 ，発 達 心理 学 ， 臨床 心 理 学 ， パ ー ソナ

リテ ィ研 究 な どの 様 々な 領域 で利 用 され て き た。

こ の技 法 で 得 られ る反 応 は， 被 験 者 が 自 分 の 言

葉 で 記 述 した 被験 者 自身 の 姿 ， 即 ち ， 被 験 者 の

self・imageと い うこ とが で ぎ る 。そ こで ，わ れ わ

れ は ， こ の技 法 を用 い て パ ー ソナ リテ ィ研 究 に お

け る重 要 な テ ーマ の1つ で あ る 「自我」 あ るいは

「自己」 を ， 実 証 的 に 分 析 す る試 み を 行 な う こ と

に した 。

 わ れ わ れ の 目的 を 具 体 的 に述 べ る と， 以下 の5

つ に ま とめ る こ とが で き る。

 第1の 目的 は ，WAI技 法 を用 い る こ とに よ り

個 人 のself・imageを 具 体 的 に捉 え， それ が どの

よ うな 範 囲 に 及 ぶ か を把 握 す る こ とで あ る。ひ と

りひ と りの個 人 は ， 様 々なself・imageを 持 っ て

い る 。そ して ， そ れ はす べ て， 個 人 の “私 ” あ る

い は “自分 ”を 表 して い る。 こ の よ うなself-im・

ageを 具 体 的 に 集 め て 分 析 す る こ とに よ っ て，

self・imageに どの よ うな バ リエ ー シ ョン が あ る

の か が 明 らか に な る。 しか も， この よ うに して集

め られ たself・imageの 全 体 は， 自我 あ るいは 自

己 の 内 容 や 領域 を も反 映 す る こ とに な る。 もち ろ

ん ，self・imageに 自我 ・自 己 の あ らゆ る 側 面
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現 れ る とい う わ け で は な いが ，self・imageに 現

れ る もの はす べ て， 自我 ・自 己 の領 域 に 含 まれ る

 もの で あ り， しか も， そ の主 要 な 側 面 を 反映 す る

もの と考 え られ る 。従 っ て，self-imageを 具 体 的

に 収 集 し， 分 析 す る こ とは ， 自我 ・自己 の理 解 に

お い て 大 きな 意 味 が あ る もの と思 わ れ る。

 第2の 目的 は ，様 々なself・imageが ど の よ う

な頻 度 で現 れ るのか を分 析 す る こ とで あ る。 具 体

的 に集 め られ たself・imageの 中 に は ， 多 くの個

人 に 共 通 して 現 れ る もの もあ れ ば ，非 常 に稀 に し

か 現 れ な い もの もあ る 。 こ の よ うなself-image

の 分 布 を 調 べ る こ とに よ って ，self・imageの 一 般

的 な傾 向 が理 解 され る 。しか も，self-imageの 中

に は， あ る集 団 で は一 般 的 で あ っ て も， 他 の 集 団

で は そ うで な い もの もあ る。 集 団 に分 け てself.

imageの 頻 度 を 分 析 す る こ とに よ り， 集 団 の特

徴 も明 らか に な る。特 に， 性 別 や 年 齢 に よっ て集

団 を 分 け る こ とに よ って ，self・imageに 現 れ る

性 差 や，self・imageの 発 達 的 な 変 化 も捉 え られ

るで あ ろ う。

 第3の 目的 は，WAI技 法 に 現 れ るself.image

間 の相 関 関 係 あ るい は 共 変 関 係 を分 析 し， それ に

基 づ きself・imageの 分 類 や被 験 者 の分 析 を行 な

うこ とで あ る。WAI技 法 を 用 い る こ とに よ って

多 様 なself・imageが 得 られ るが ， そ れ ら の中 に

は，1人 の被 験 者 の反 応 の中 に 同 時 に 出 現 しや す

い もの・ あ るい は ，1人 の 被験 者 の 反 応 の 中 に 同

時 に 現 れ る こ と のあ ま りな い もの が あ る。 この よ

うなself・image間 の 相 関 関 係 を体 系 的 に分 析 す

る こ とに よ って ，self-imageの 全 体 的 な 構 造 を

知 る こ とが で き る。 こ の構 造 に は， 多様 なself.

imageが それ らの間 の 相 関 関 係 を 反 映 す る よ う

に位 置 づ け られ ， これ に基 づ い てself・imageを

分 類 す る こ と も可 能 とな る。 た だ し， この場 合 の

構 造 とは ， 個 人 内に 想 定 され る構 造 と い う よ り

も， む しろ ，個 人 を そ の 中 に位 置 づ け る よ うな 構

造 とな る。 と言 うの も， こ の構 造 に は ， 多 くの 個

人 の 多様 なself・imageが 含 まれ て お り， 各 個 人

のself・imageは ， こ の構 造 の 一・部 分 に 位 置 づ け

られ る こ とに な るか らで あ る。結 果 と して ， この

よ うな 構 造 か ら， 自我 ・自己 の 領域 や範 囲 の問 題

や ，self・imageの 個 人 差 に つ い て も 体 系 的 な理

解 が進 む もの と思 われ る。

 第4の 目的 は，self・imageが 個 人 内で 相 互 に

どの よ うな 関 連 を 持 って い るか を 分 析 す る こ とで

あ る。個 人 の持 つ hなself-imageは ，個 々に

独 立 して 存 在 して い るの で は な く，相 互 に 関連 し

合 い ，1人 の 個 人 の “私 ” を構 成 して い る。つ ま

 り， この よ うな 関連 性 か ら， 個 人 のself-image

の構 造 を捉 え よ う とい う もの で あ る 。 こ の場 合 の

構 造 とは，Rogers(1951)の 言 う自己 の構 造 に近

い もの で， 個 人 が それ ぞれ のself-imageを どの

よ うに 認 知 的 に 関連 づ け て い るか とい う もの で あ

る 。 この よ うな構 造 の把 握 は， 個 人 の パ ー ソナ リ

テ ィを理 解 す る上 で も有 効 な もの と な る で あ ろ

う。 一・方 ，個 人が 持 つself-imageの 内容 は 人 様

々で あ り， 従 って ， そ れ らか ら構 成 され る構 造 も

多 様 な も の と考 え られ る。 しか し， この よ うな構

造 を 個 人 間 で 比 較 す る こ とに よ り， 多 くの個 人 に

共 通 す る 特 徴 が 抽 出 で きれ ば ，self-imageが ど

の よ うに構 造 化 され て い る のか に つ い て の， 一 般

的 な理 解 も進 む も の と思 わ れ る 。

 そ して，第5の 目的 は ，WAI技 法 を パ ー ソナ

リテ ィ診 断 を 行 な うた め の 技 法 と して 確立 す る こ

とで あ る 。 これ は ，上 に挙 げ た 目的 の達 成 と も大

き く関 わ って い る。 まず ，WAI技 法 に よっ て個

人 の 何 を 知 り得 るのか とい うこ と を 明確 に してお

か な けれ ば な らな いが ， これ は ，WAI技 法 に ど

の よ うな範 囲 のself・imageが 現 れ るか を 知 る こ

とに よ っ て， 自ず と 明 らか に な るで あ ろ う。 そ し

て，WAI技 法 を用 い て 個 人 を理 解 し よ う とす る

場 合 ， そ の個 人 の 反 応が 一・般 的 な もの で あ る の

か ， そ れ と も， 特 異 な反 応 で あ るのか とい うこ と

を 判 断 で きな けれ ば な らな い 。 これ は ， 性 別 や 年

齢 も考 慮 した 反 応 の一 般 的 な 傾 向 を 把 握 す る こ と

に よっ て， あ る程 度 可 能 に な る もの と思 わ れ る
。

しか し， この よ うな こ とだ け か らで は，WAI技

法 を パ ー ソナ リテ ィ診 断 に利 用 す る上 で の十 分 な

情報 は 得 られ な い 。 そ のた め に は ，WAI技 法 を

実 際 に個 人 に施 行 し， そ れ に 基 づ い て パ ー ソナ リ

テ ィ診 断 を行 な うと と もに ， 他 の技 法 で 得 られ た

情 報 も含 め て 比 較 検 討 して，WAI技 法 の特 性 を

よ く理 解 す る こ とが 必 要 で あ ろ う。



2.プ ロジ ェク トの研 究経 過

 以上 の よ うな 目的 に 基 づ き研 究 が 進 め られ て き

たが ， 次 に ， これ ら の 目的 に 対 す る研 究 経 過 に つ

い て述 べ る 。 まず ， 第1の 目的 で あ るself-im・

ageの 内容 と範 囲 の把 握 は ， “基準 書 ” の作 成 を

通 じて行 な って きた 。 基 準 書 とは，WAI技 法 で

得 られ た 具 体 的 な 反 応 を 内 容 分 析 し， 意 味 内 容 の

類 似 した 反 応 を 集 め て ， 具 体 的 に 列挙 した もの で

あ る 。これ を 反 応 カテ ゴ リー と して，個hのWAI

反 応 を 分 類 す る こ とに よ り， 第2の 目的 で あ る

self・imageの 頻度 分 布 の 把 握 も可 能 とな る 。 基

準 書 は ，1983年 度 に そ の 最 初 の 版 が 作 成 され て

以 来 ， 改 訂 が 重 ね られ ，精 緻 化 が進 め られ て き た

(岩熊 ・槇 田，1991b； 槇 田 ・岩 熊 ，1988a； 槇 田 ・

岩 熊 ，1988b； 愼 田 ・岩 熊 ，1990)。 改 訂 の手 続 き

は ，基 準 書 に 基 づ きWAI反 応 の分 類 評 定 を行 な

い ， そ の 集 計結 果 や分 類 評 定 の際 の問 題 点 等 を検

討 して ，新 た な 基準 書 を作 成 す る と い うも ので あ

る。 これ に 平 行 して デ ー タ の拡 充 も行 なわ れ ， 改

訂 され た 基 準 書 は ， さ らに 多 くの デ ー タ の分 類9

集 計 に用 い られ る こ とに よ り検 討 され る 。 こ の よ

うな 手続 きを数 年 にわ た っ て繰 り返 す こ とに よ っ

て ，WAI反 応 の 多 様 な 内 容 を， 可 能 な 限 り少 数

の カテ ゴ リー に よっ て表 現 で き る よ うに 基 準 書 を

改 訂 し て きた 。1983年 度 版 基準 書 は 約1，800

の カテ ゴ リーで 構i成 され て い たが ，1989年 度 版

は197の カ テ ゴ リーで で きて い る。 デ ー タ数 も

1989年 度 に は ， 約14，000名 のWAI反 応 が

分 析 され た (岩熊 ・槇 田 ，1991b； 槇 田 ・星 ・岩

熊 ，1991)。1989年 度 版 基 準 書 は ， ほ ぼ 完 成 に 近

い もの と考 え て い るが ， 最 終 的 な 基 準 書 とす るた

め に は若 干 の調 整 が 必 要 で あ る 。そ こで ，第2章

に お い て最 終 的 な基 準 書 で あ る1991年 度 版 の作

成 と それ に 基 づ くself・imageの 頻 度 分 析 に つ い

て述 べ る 。

 第3の 目的 で あ るself・imageの 相 関 関 係 の 分

析 に つ い ては ，WAI反 応 の 反 応 パ タ ー ンを 分 析

す る試 み が 為 され て い る 。 これ は ， 各 被 験 者 の

WAI反 応 を 基 準 書 に よ って 分 類 評 定 し， 各 被 験

者 の20の 反 応 が どの よ うな カテ ゴ リー の組 合 せ
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に よ って 構成 され て い るか を数 量 化III類 で分 析

す る とい うもの で あ る。 こ の よ う な 分 析 に よ っ

て ，WAI反 応 に 現 れ る 個 人差 を反 映 す る次 元 を

得 る こ とが で き， こ の次 元 に 基 づ い て ，WAI反

応 を 分 類 す る こ とや 被験 者 を比 較 分 析 す る こ と も

可 能 とな る。小学 生 か ら高 校 生 まで の約5，000名

を 対 象 と した分 析 で は ，数 量 化III類 に よっ て，

1.性 格 一デ モ グ ラ フ ィ ック，II.自 己 に 対 す る 意

識 ，III.欲 求 ・希望 ・願 望 の3っ の 次 元 が 得 ら

れ ，そ れ に 基 づ く カテ ゴ リー の分 類 に よっ て，A.

社 会 ・生物 的 基礎 ，B.性 格 ， C.欲 求 と 自己 評 価

の3つ の ク ラス ター が 得 られ た 。さ らに ， これ ら

の ク ラス タ ー に基 づ き被 験 者 を 比 較 分 析 し た 結

果 ， 小 学 生 のself・imageが 社 会 ・生 物 的 基 礎 を

中心 に構 成 され て い る のに 対 し， 年 齢 の上 昇 に 伴

い性 格 や欲 求 ・自 己評 価 の反 応 が 含 まれ る よ うに

分 化 す るこ と も示 され た(岩 熊 ，1991； 岩 熊 ・槇

田，1991a； 岩 熊 ・槇 田，1991b)。 小 学 生 か ら老 人

ま で の約14，000名 を 対 象 と した 分 析 で は ，1.内

容的 把 握 一形 式 的 把握 ，II.自 己に 対 す る 意 識 ，

III.実 存 的 意 識 ・非 日常 的 意識 ， IV.欲 求 ・希

望 ・願 望 ，V.家 系 ・家 族 の5つ の次 元 が得 られ ，

これ ら の次 元 に 基 づ き カ テ ゴ リー を 分 類 し た 結

果 ，A.性 格(気 質)， B.性 格(力 動)， C.身 体 ・

能 力 ・日常 生 活 ，D.希 望 ・願 望 ， E.祖 父 母 ・

父母 ，F.職 業 ・家 庭 ， G.自 己実 現 的 欲 求 ， H.学

校 生 活 ，1.基 本 属 性 ，J.実 存 的 自己意 識 とい う

10の ク ラス ター が 得 られ た 。 この 分 析 で も 高校

生 ま で の分 析 で 得 られ た よ うなself・imageが 発

達 的 に 分 化 す る傾 向が 認 め られ ，ま た，10の ク ラ

ス タ ーは ，高校 生 ま で の分 析 で得 られ た3っ の ク

ラ ス タ ー と対 応 して い る こ と も確 認 され た.さ ら

に ，30代 か ら50代 のself・imageに お い て職

業 ・家 庭 が 大 きな 意 味 を持 つ こ とや 老 人 のself-

imageに お い て 自己 実 現 的 欲 求 が 顕 著 に な る こ

とな どが 示 さ れ た(岩 熊 ，1991； 岩 熊 ・槇 田，

1991b)o

 第4の 目的 で あ る個 人 内 に お け るself-image

の相 互 関 連性 の 分 析 は ，WAI技 法 に よ って 個 人

を理 解 す る上 で の 重要 な視 点 とな る。 これ に つ い

て は ，大 学 生50名 を被 験 者 と した実 験 が 行 な わ

れ て い る(岩 熊 ，1986； 岩 熊 ・槇 田 ，1989)。 こ の



8

実験 で は ，被 験 者 にWAI技 法 を施 行 し， 自分 自

身 が 書 い た20の 回 答 間 の関 連 の 強 さを2種 類 の

手続 き で評 定 させ て い る 。1つ は ，20の 回 答 を な

るべ く自然 に 感 じる よ うに 分 類 させ る とい う もの

で， も う1つ は， 回答 を2答 ず つ 対 呈示 し， 関

連 の強 さを 評 定 させ る とい う もの で あ る。 そ の結

果 ，2つ の 手 続 きで 得 られ た デ ー タ は， 相 互 に 整

合 性 を 持 ち ， これ らの デ ー タ を解 析 した 結 果 得 ら

れ た 回 答 の構 造 に対 して， 多 くの被 験 老 が 納 得 で

き る もの で あ る と述 べ た 。

 第5の 目的 で あ るWAI技 法 の パ ー ソナ リテ

ィ診 断 へ の適 用 に つ い て は ， 先 に も述 べ た通 り，

他 の 目的 の達 成 と も大 き く関 わ って い る。特 に ，

第1， 第2の 目的 で あ るWAI反 応 の 内 容 の

範 囲 と頻 度 の把 握 は ，WAI技 法 を 個 人 理 解 に 適

用 す る時 の前 提 とな る。また ，第4の 目的 で あ る

個 人 内 に お け るself・imageの 相 互 関 連 性 の分 析

は，WAI技 法 に よ って 個 人 を 理 解 す る上 で の 重

要 な視 点 とな る 。そ の一 方 で わ れ わ れ は ，個 人 の

具 体 的 なWAI反 応 を 知 るた め に ， rWAI事 例

集 」 を作 成 して きた 。 これ は ，WAI技 法 で得 ら

れ る典 型 的 な事 例 や特 殊 事 例 を性 別 ・年 齢 別 に 集

め ， な るべ くそ の ま ま の形 で 掲載 し た も の で あ

る。「組 織 行 動 研 究 」のNo.16に は ，小 学 生 か ら

高 校 生 まで の48事 例 ，No.19に は 大 学 生 か ら

40代 まで の47事 例 が そ れ ぞ れ 巻 末 資料 と して掲

載 され てい る 。そ して，本 モ ノ グ ラ フの 巻末 に も，

最 後 に 残 され た50代 以 上 の38事 例 を 掲 載 した 。

こ の よ うな ， 基礎 的 な研 究 の積 み 重 ね と事 例 収 集

は ，WAI技 法 を パ ー ソナ リテ ィ診 断 へ 適 用 す る

際 の基 礎 資 料 とな るが ， わ れ わ れ は ， これ ら と平

行 して，WAI技 法 を 含め た テ ス ト ・バ ッテ リー

を構 成 し， 実 際 に 個 人 のパ ー ソナ リテ ィを総 合 的

に 分 析 す る試 み も続 け て い る。

 以 上 が わ れ わ れ の プ ロ ジ ェ ク トの 目的 と研 究 経

過 で あ る。本 モ ノ グ ラフ は， プ ロジ ェ ク トの第1

の 目的 で あ るself-imageの 内容 と範 囲 の 把 握

と，第2の 目的 で あ るself・imageの 頻 度 分 布 の

把 握 に対 す る一一応 の最 終 的 な 報 告 とな る 。先 に も

述 べ た よ うに ， これ らは 「基 準 書 」 の 作成 とそれ

に 基 づ く反 応 頻 度 の分 析 を 通 じて 行 な われ て き た

が ，第2章 で は，最 終 版 基 準 書 の作 成 過 程 と， こ

の基 準 書 に よ る反 応頻 度 の分 析 結 果 に つ い て述 べ

る。 さ らに ， 第3章 で は，WAI技 法 を 特 殊 な

視 点 か ら用 い た もの と して， 達 成 動 機 の 分 析 に

WAI技 法 を 適用 した研 究 に つ い て も述 べ る。
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1.目 的

 前 章 で も述 べ た よ うに ，わ れ わ れ の 第1の 目的

は ，self-imageの 内容 が ど の よ うな 範 囲に 及 ぶ

か とい うこ とを 具 体 的 に把 握 す る こ とで あ る 。 こ

の 目的 の た め に ， わ れ わ れ は ，WAI技 法 で 得 ら

れ た 反 応 を “基準 書 ” とい う形 に ま とめ る試 み を

続 け て きた 。 基 準 書 は ，WAI反 応 の 内容 分 析 を

行 な い ，類 似 した反 応 を ま とめ て列 挙 した もの で

あ る。わ れ わ れ は， こ の基 準 書 を 反 応 カ テ ゴ リー

と して反 応 頻 度 の分 析 に 用 い る こ とに よ って ， 第

2の 目的 で あ るself・imageの 一 般 的 な 分 布 の把

握 を 行 な って きた 。そ して， こ の よ うなWAI反

応 の具 体 的 な 内容 を 示 した 基 準 書 とそ の頻 度 分 析

の結 果 は ，WAI技 法 を パ ー ソナ リテ ィ診 断 に用

い る際 の 基 礎 的 な 資 料 とな る。

 基 準 書 は ，1983年 度 以来 数 回 の 改 訂 が 重 ね ら

れ ，1989年 度 に は ほ ぼ 完成 に 近 い もの が 得 られ

て い る。 しか し， パ ー ソナ リテ ィ診 断 も含 め て 一

般 的 に使 用 す るに は， 若 干 の問 題 点 も残 され て い

る。そ こ で，わ れ わ れ は ，1989年 度 版 基 準 書 の 改

訂 を行 な い， 最 終 的 な 基 準 書 を 完 成 す る こ とに し

た。本章では，基準書の改訂の過程と，この基準

書を用いたWAI反 応の頻度分析の結果について

述べ る。

2.方 法

[WAI用 紙]

 WAI技 法 を施 行す る際 に必 要 とな るWAI用

紙 は ， 中学 生 以 上 の被 験 者 を 対 象 と し た 「一 般

用WAI用 紙 」， 小 学 生 を 対 象 と した 「小 学 生 用

WAI用 紙 」，老 人 を対 象 と した 「老 人 用WAI用

紙 」， そ して， 施 行状 況 に よ り記 名 させ る こ とが

難 しい場 合 の ため の 「無 記 名WAI用 紙 」の4種

類 が 用 意 され て い る 。「一 般 用WAI用 紙」 に は ，

B4版 の紙 が 用 い られ ， 左 半 分 に は フ ェイ ス ・シ

ー トと被 験 者 へ の教 示 が 印 刷 され
，右 半 分 に 被験

者 が 反 応 を 記 入 す る スペ ー ス が設 け られ て い る。

左 半 分 の フ ェイ ス ・シー トに は ，氏 名 ， 性 別 ， 調

査 日時 ， 生 年 月 日，年 齢 ，現 住 所 ， 未 婚 ・既 婚 ，

職 業 ， 学歴 を記 入す る欄 が あ り， そ の下 に は ， 以

下 の よ うな 被験 者 へ の教 示 が 印刷 され てい る 。

「私 は 誰 で し ょう?」 とい う問 い に 対 し，あ な
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た の こ と に つ い て ，20通 りの 異 な る 答 え を右

の ペ ー ジの1番 か ら 順 に 書 い て い っ て くだ さ

い 。 思 いつ くま まに ， 自由 に 書 い て い って くだ

さい 。書 き終 った ら，1か ら20ま で の 答 え を

見 て， 特 に 自分 ら しい と思 わ れ る答 え の番 号 を

○ で 囲ん で くだ さい 。○ は い くつ つ け て もか ま

い ませ ん 。も し， ど う して も最 後(20番)ま で

答 えを 思 い つ か な い場 合 は ， 思 い つ く と ころ ま

で で 結 構 で す ので ， そ こ まで の 内 容 で， 自分 ら

しい と思 わ れ る答 え の番 号 を○ で 囲 ん で くだ さ

いo

 用 紙 の 右 半 分 の 反 応 を記 入す る 欄 は ，20本 の

罫 線 が 引 かれ ，各行 の先 頭 に1か ら20の 番 号 が

付 け られ た だ け の もの で あ る。被 験 者 は ， これ ら

の 各 行 に1答 ず つ 反 応 を 記 入 して い き，最 終 的 に

20の 回 答 を 記 入 す る こ とに な る。

 「小 学 生 用WAI用 紙 」 は ， 一 般 用 と同 じ大 き

さの紙 を用 い， 形 式 もフ ェイ ス ・シ ー トと教 示 を

除 い て 同 じに な って い る 。小 学 生 用 の フ ェイ ス ・

シー トの項 目は ， 氏 名 ， 性 別 ， 調 査 日時 ， 生年 月

日， 年 齢 ， 現 住 所 ， 親 の 職 業 ， 学校 名 ，学 年 で あ

る 。教 示 は ， 以 下 の よ うに ，一 般月亅よ りも平 易 な

も の とな って い る。

 「私 はだ れ で し ょ う?」 とい う 問 い を 自 分 に

して み て くだ さい 。そ して ，そ の問 いに 対 す る，

20通 りの そ れ ぞれ ち が う 答 え を ，右 の ペ ー ジ

の1番 か ら順 番 に 書 い て い って くだ さい 。思 い

っ くま ま に， 自由 に 書 い て い って下 さい 。も し，

20番 まで 答 え を 思 い つ か な い とき は， 思 い つ

く とこ ろ ま でで か まい ませ ん 。答 え を 書 きお え

た ら， あな た が か い た 答 え を 見 て ， 特 に 自分 ら

し い と 思 う答 え の 番 号 を ○ で か こん で くだ さ

い 。○ は ， い くつ つ け て もか まい ませ ん 。

 「老 人 用WAI月 亅紙 」 は， 字 を大 き く して縦 書

きに 印 刷 した もの で ，大 き さはB4版 で あ るが ，

フ ェイ ス ・シ ー トと 反 応 の 記 入欄 の2枚 綴 りに

な って い る。ま た，厂無 記名WAI用 紙 」 は， フ ェ

イ ス ・シー トの記 入欄 を年 齢 と性 別 だ け に 限 っ て

あ る。

【施行の手続き]

 施行に際 しては，原則として，被験者や施行状

況に合わせ，上のWAI用 紙の中から適切なもの

を選択 した。小学生の被験者(3年 生以上)に 対

しては小学生用を用い，それ以上の被験者に対 し

ては一般用を用いたが，老人の一部には老人用を

用いた。また，記名式のWAI用 紙では施行がむ

ずか しい場合に限 り，無記名のWAI用 紙を使用

した。データの収集は，3つ の手続きのいずれか

で行なわれた。その1つ は集団施行によるもので

ある。この手続きは，学生を対象とする場合の大

部分や老人クラブ等の会合において施行する場合

に用いられた。この場合，用紙を配布 し，被験者

全員に対 し口頭で教示を行ない，その後，被験者

からの質問を受けつけた。反応に要する時間には

個人差があるため，各自が自分のペースで反応す

るよう教示 し，特に時間制限は設けなかった。20

分から40分 程度の時間をとって施行したが，時

間内に書き終えなかった被験者については，可能

な限 り， 自宅で記入して後日提出するよ う求め

た。2つ めの手続 ぎでは，個人的に被験者に依頼

してWAIへ の反応を求めた。その場合，用紙を

手渡して口頭で教示を行ない，自宅で記入 して提

出するよう求めた。そして，3つ めの手続きは，

大学の教員，企業の人事担当者，大学の学生 ・卒

業生などの調査協力者に，データの収集を依頼す

るというものである。この場合，調査協力者は上

の2つ の手続きのいずれかに従ってデータを収集

した。                .

[基準 書]

 基 準 書 は ，WAI技 法 で 得 られ た 反 応 を ま とめ

て ， 具 体 的 に 列 挙 した もの で あ る。 これ は ， 反 応

カ テ ゴ リー と して用 い られ ， 反 応 の頻 度 分 析 が 行

な わ れ て い る。 基 準 書 は ， 「小項 目」 と呼 ぼ れ る

カテ ゴ リー に よっ て構 成 され てい る 。各 小 項 目に

は， そ の カ テ ゴ リーを 代 表 す る よ うな 名 前 と して

「小 項 目名 」 が 付 け られ て お り， そ の カテ ゴ リー

に分 類 され る具 体 的 な 反 応 例 が 「例 示 」 と して 数

個 ず つ 挙 げ られ てい る 。そ して ， 分 類 や 分 析 を 行

な うため の コー ドと して 「小 項 目番 号 」 が そ れ ぞ

れ に 与 え られ てい る 。意 内容 味 の 類 似 す る小 項 目
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鴛

内 容

名前，性別，年齢，現住所，出身地.生 年月日

職業，齎風団体，学廬などについての記述。

友人関係，対人関係についての記述。

血縁的役割，象族，家庭についての記述.

 勧

ゴ                 ア

・1情意

容喪 ・体格，健療 ・体質，身体嶺鮑 ・身体的能

についての記述.

知的能力，専門的能力，対人的能力などについ

ての記述。

一■ 雛趨 聯 一
自分の性絡についての記述のうち，情意的側面

について記述したもの.

6

；.齣

 その億8

自己に対する感惰 ・1p価など十：ついての紀述.

欲求，頓望，希鍖などについての記述。

鞁 ・*tセ クJbン 熔 について刎 己述・

「私は私」， r私 は誰J， 輿存的な記述。

上位蟹念，葡嶮的な表現など。

詳個でtな いもの，WAIに 対する批判，無効

回答など。

・
.鯲 一_』 酪

計 199

・は ま とめ られ て 「大項 目」 が構 成 され
， 各 大 項 目

に も 「大 項 目名」 が 付 け られ て い る 。

 墓準 書 は ，1983年 度 以 来 改 訂 が重 ね られ ，1989

年 度 に は ほぼ 完 成 に 近 い1989年 度 版 基 準 書 が 得

られ て い る 。 この基 準 書 は ， 「組 織 行 動 研 究 ，：No.

19」(岩 熊 ・槇 田，1991b)に 掲 載 され て い るが ，

そ の概 要 は 表2-1の 通 りで あ る 。しか し， この基

準 書 に もい くつ か の 問題 点 が あ る。 そ の1つ は ，

小項 目が200近 くあ り，一 般 的 に 用 い るに は 若 干

多す ぎ る とい う こ とで あ る 。小 項 目数 が 多 け れ ば

多 い ほ ど， よ り詳 細 な 反 応 の 分 類 が 可 能 と な る

が ， そ の一 方 で ， 反 応 の 分 類 作 業 が 困難 に な る。

また ， 必 要 以 上 に 細 か い 分 類 をす る こ とは， あ ま

り実 際 的 とは 言 え な い 。適 切 な 小項 目数 が い くつ

ぐらい な の か は 簡 単 に は 決定 で き な いが ， 分 析 を

通 じて 得 られ た 経 験 で は150項 目前 後 で は な い

か と思 わ れ る。 も う1っ の 問題 は ， 小 項 目の 中

に ，他 の 小項 目 との判 別 が 難 しい も のや ， 包 含 す

る意 味 内容 が 多 様 で 曖 昧 な 小 項 目が あ る とい う こ

とで あ る 。 わ れ われ は基 準 書 を使 用 す る に 先 駆

け ・1～3ケ 月程 度 の 分類 評 定 トレー ニ ン グを 行

一基準書に よる反 応頻度 の分析一 …一 11

なって，評定者全員が同一の基準で反応を分類で

きるようにしている。しかし，個人が一般的に使

用する場合は，このような トレーニングを実施す

ることは難 しい。少なくとも，個人が1人 で習得

できるような基準書にする必要がある。そ うい う

意味では，各小項 目の意味内容は明確にしておく

必要がある。

 以上のような問題点を解決するために1989年

度版基準書の改訂を行なうことにした。従来の改

訂手続きは，前回の分類評定における問題点と頻

度分析の結果を考慮して，新たな基準書を構成す

るというものであるが，今回の改訂では，最終的

な基準書を完成するとい うこともあ り，より慎重

な手続きを取ることに した。それは，従来のよう

な手続きでまず基準書の試作版を構成 し，それを

用いて反応の分類評定を行なった後に，再び評定

上の問題点や集計結果を考慮して最終的な調整を

行な うというものである。

 まず，1989年 度版基準書から試作版の基準書

を作成する過程では，次のような手続 きで基準書

を構成 した。第1に ，反応頻度の少ない小項 目を

意味内容の近い他の小項 目に併合 した。第2に ，

区別の判然としない小項 目につ い ては併合を行

な うか，あるいは，例示(基 準書に掲載される具

体的な反応例)の 移動や小項 目名の変更 を行 な

い，各小項 目が明確な ものになるように した。第

3に ，包含する意味内容が多様で全体としてのま

とまりに欠けるような小項目は，例示を分割 し，

他の小項 目を新設するか，あるいは，分割された

例示を他の小項目に併合した。その他に，各小項

目の意味内容がわか りやす くなるように，例示の

追加も行なった。また，この改訂においては，小

項 目を併合 して小項 目数を減らすことよりも，各

小項 目の意味内容を明確にするこどに重点を置い

た。その結果，197の 小項 目を持つ基準書の試作

版が作られ， この基準書を用いて，WAI反 応の

分類評定が行なわれた。

 試作版によるWAI反 応の分類評定と反応頻度

の集計を行なった後に，試作版の調整を行なっ

た。ここでは，反応の少ない小項目や区別の判然

としない小項 目の併合が行なわれた。そして，最

終的な基準書としての形を整えるために，小項 目
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表2-2 最終版基準書の概要

璽⊥ ・
 社会1

審 項

数

小

目

 療寵2

3

4

織 黜』霍膿 濫 享纏31.17
・友臨 鰍 厭 つい・のpC.]lye ⊥

舜

能力

 情意5

6 力噛

 措向7

一鋤 臨 瓢 鵜・ついて嚇 1

一靆 靂哩 竺堕巨
  知的な鮨力，儲別の億力，適応力.一 般的な能  9

  カ，資椿 ・免瀞などについての記述.

  1飜 鬣 鼎 述嚇 備 側面卜2
・一 」_一 一一一  一   一_     .↓

  白会の性格についての記述の うち，力動的側面127

  .塑 て謎・璽 ・ 一
                55

      r

；劃 一

自己に対する嘯檜 ・押価などについての記述.

欲求，顧望，希望などについての記述.

態度，キヤセクシロンなどisついての記述.

「徹は瓢亅， 「犠は膳亅，実存的な記述.

生物学的 ・文化的規定.鱈 喩的な表現など.

WAIに 封する枇覇，熱効回瞥など.

麟当す る小項目のない回讐.

無回警。

3

i

計 168

名 の変 更 ， 小 項 目 の配 置 の調整 ， 例示 の 削除 や順

序 の変 更 な どが 行 な わ れ た 。そ の結 果 ，168の 小

項 目が9つ の 大 項 目に 分 類 され た 最 終 基準 書 が

完 成 され た 。最 終 版 基 準 書 は 巻 末 に 資料 と して掲

載 して あ るが ， そ の概 要 は表2-2の 通 りで あ る 。

これ を 見 て もわ か る よ うに ，大 項 目名 は1989年

度 版 と同 一 で ， 〈情 意〉 と く力 動〉 の小 項 目数 が

少 な くな って い る 。 そ の 理 由 の1つ は ， この2

つ の大 項 目に お い て， 反 応 数 の 少 な い 小項 目の

併 合 が 行 なわ れ た た め で あ る。 も う1っ の 理 由

は ， い わ ゆ る性 格 に つ い て の 記述 の 中 の， 能 力的

な ニ ュア ン スの 強 い もの や(e.g.， 「適 応 性 が あ

る」)態 度 的 な ニ ュ ア ン スの 強 い もの(e.g.， 「楽

観 的 」，「悲 観 的 」)を，〈能 力〉 や く指 向〉に 移 動 し

た た め で あ る。 な お， 試 作 版 か ら最 終 版 へ の変 更

点 は ，小 項 目の併 合 と配 置 の併 合 で あ る。従 っ て，

試 作版 の 小項 目は， 最：終 版 に お い て分 解 され る こ

とは な い 。 そ の ため ， 試 作 版 に 基 づ いた 反 応 の分

類 評 定 の結 果 は， 最 終 版 に 対 応 す る形 で 集 計 し直

す こ とが で き る。 そ こで 本 章 で は ， 最 終 版 の基 準

書 に基 づ いた 反 応 頻 度 の分 析 結 果 を 示 す 。

表2-3性 ・年齢別のデー タ数

齢

4年 生

6年 生

2年 生

年生

21才

27オ

36才

46才

56才

62才

66才

72才

1・性.

η

鰌

50

娼

41

08

06

15

妬

妬

60

女性  計

「唖

[分析 デ ー タ]

 WAI反 応 は ，1980年 前 後 か ら収 集 が 始 め ら

れ ，既 に約14，000名 分 収 集 され て い る。 しか し，

これ らす べ て の デ ー タの 分 類 評 定 を1度 に 行 な

うこ とは 難 しい 。そ こで ， 全 デ ー タの 中 か ら特 定

の年 齢 の デ ー タを 抽 出 し， そ れ らに つ い て の み 反

応 の分 類 評 定 を 行 な うこ とに した 。』ライ フ ・サ イ

クル を 考 慮 して 特 徴 的 と思 わ れ る年 齢 と して ， 小

学 校4年 生 と6年 生 ， 中学 校2年 生 ，高 校2年

生 ，20才 ，26才 ，35才 ，45才 ，55才 ，60才 ，

65才 ，70才 の12の 年 齢 を選 択 した 。 そ して，

小 学 校4年 生 か ら26才 まで は 男 女 各250名 ，

35才 か ら55才 まで は 男 女 各100名 ，60才 か ら

70才 ま で は 男 女 各60名 の 計3，960名 の デ ー タ を

ラ ン ダ ムに 抽 出 す る こ とを考 え た 。 しか し， 実 際

に は ， 各年 齢 だ け で は これ だ け の デ ー タ数 を確 保

で きな い場 合 もあ り， 新 た な デ ー タ の収 集 を 行 な

った り，年 齢 に1～2才 の幅 を持 た せ た り した 。

実 際 に分 析 に用 い られ た デ ー タ数 は 表2-3に 示 さ

れ て い る。実 際 の デ ー タ数 は， 目標 値 とは 完 全 に

一 致 して い な いが
，か な り近 い数 値 とな っ て い る。

[反応の分類評定と集計]

 WAI技 法で得られた 反応は，反応カテゴリー

である基準書で分類されてから，集 計分 析 され

る。この分類作業においては，評定者が回答の内

容を見て，等価あるいは最も内容的に近い小項 目

の番号を各回答に割 り当ててい く。分類は，原則

として回答単位で行なわれる。つまり，被験者の

20の 回答をそれぞれ独立に分類するのである。



ただ し，1っ の同答だけからでは分類ができない

場合，その被験者の前後の回答を参考に して分類

する。また，1つ の回答の中に，複数の内容が含

まれている場合は，それぞれの内容を1つ の反応

として分類を行なう。そのため1人 の被験者の反

応数が20を 越える場合もある。

 反応の分類には試作版の基準書が用いられた。

分類評定は，大学生21人 のグループと大学院 レ

ベルの6人 の グループによって行なわれた。30

代までの データについては大学生，40代 以上の

データについては大学院 レベルの者が分類 した。

評定者は，分類に先立って数 ケースのWAI反 応

を用いた トレーニングを行なった。 トレ…ニング

では，同一の反応を グループ全員がそれぞれ分類

し，その結果についてグループで討議を行な う。

このような討議を通 じて，評定者全員が同一の基

準で反応を分類できるように した。実際 の分類

は，評定者が分担 して行なったが，評定者が1人

で判断できないものについては，グル～プで討議

して判断するようにした。

 試作版基準書の小項目番号で分類評定 されたデ

ータは，被験者の属性(年 齢，性別，職業など)，

各回答に “自分らしさの ○”が付けられているか

どうかなどとともに大型計算機に入力され，集計

された。集計結果は，最終版基準書を作成する際

の資料として用いられた。そして，最終版基準書

が完成した後，最終版 に基 づいて 集計し直 され

た。具体的には，試作版に基づいて入力 されてい

る小項目番号を，大型計算機上で最終版基準書の

小項目番号に変換 してか ら，集計を行なった。試

作版から最終版への改訂は，小項目の移動と併合

なので，古い小項 目番号を対応する新しい小項目

番号に変換することが可能である。

 最終版基準書は，168の 小項 目が9つ の大項 目

にまとめられたものである。従って，分析の単位

として，大項 目と小項目の2種 類が考えられる。

大項 目単位の分析は，反応の全体的傾向をつかむ

のに適 しているが，細かい反応の二sア ンスを読

み取 りに くい。…方，小項 目単位の分析は，大項

目より細かいニュアンスを読み取 ることが可能で

あるが，168と い う項目数のため，全体像が捉え

に くい。このように2っ の集計方法は，それぞれ

一 一基準書に よる反応頻度の分析一  13

短所と長所を合わせ持っている。そ こでこの2種

類の分析方法を併用す ることにした。また，反応

頻度の指標 としても2っ のものが考えられる。1

つは，各カテゴリーの被験者1人 あた りの平均反

応数である。もう1つ は，言及率と呼ばれるもの

で，各カテゴリーの反応を少なくとも1反 応以上

している被験老のパーセンテージを算出するもの

である。平均反応数は，1人 の被験者がそのカテ

ゴリーの反応を数反応以上している場合は意味あ

る数値 となるが，そうでない場合には，言及率の

方が理解 し易い数値となる。そこで，大項 目を分

析単位 とする場合には，平均反応数と言及率を分

析指標とし，小項 目単位の分析では言及率を分析

指標として用いることにした。

3.結 果 と考 察

[大項 目単 位 の 分 析]

 基 準 書 の168の 小 項 「1は，9っ の大 項 日に 分 け

られ て い る。 表2-4は 各 大 項 目の 平 均 反 応 数 を

性 ・年 齢 別 に示 した もの で，表2-5は 各 大 項 目の

言 及 率 を性 ・年 齢 別 に示 した もので あ る 。 まず ，

大 項 目 く社 会 〉 か ら見 て い くこ とに す る 。 この 大

項 目に は ，名 前 ， 性 別 ， 年 齢 な ど の個 人 の 基 本 的

な属 性 や ， 学 校 ， 会 社 ， 交 友 関 係 な ど の社 会 関 係

に つ い て の 記述 が 分 類 され る 。 こ の大 項 目の 平 均

反 応 数 は 被 験 者 全 体 で 約4.1で ， 〈指 向〉 に 次 い

で 反 応 の 多 い大 項 目 とな っ てい る 。言 及 率 も， 全

体 で88.396と か な り高 い 数 値 とな って い る。 年

齢 に よ る違 い を見 る と， 平 均 反 応 数 は ， 小 学 生 か

ら 高 校 生 に か け て は4.5～5.0反 応 程 度 で あ るの

に 対 し，20代 の後 半 以 降 で は3反 応 以 下 とな っ

てい る 。性 差 を 見 る と， 全 体 的 に は 男性 の方 が 多

く， 特 に ，20代 後 半 か ら60代 半 ば まで の間 で ，

明確 な 反 応 数 の 違 い が 認 め られ る。た だ し，70才

以 上 に な る と， 女 性 が 男 性 を上 回 って い る。年 少

者 に お い て 名 前 や 性 別 な どの 基本 属 性 につ い て の

言 及 が 多 い とい うこ とは ， 他 の研 究 で も指 摘 され

て お り(e.9.，Montemayor&Eisen，1977)，

self・imageの 一般 的 な発 達 傾 向 の1つ と考 え ら

れ る。 一 方 ， 性 差 に つ い て は ， 男 女 の社 会 参 加 の

仕 方 の違 い を 反 映 して い る と思わ れ るが ， 社 会 と
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表2-4大 項 目の平均反応数
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の 関 わ り方 は年 齢 と と もに変 化 す る。特 に， こ こ

で 得 られ た結 果 は， 就 職 ， 結 婚 ， 子 供 の養 育 ， 退

職 とい った ライ フ ・イ ベ ン トが ， 個 人 と社 会 と の

関 係 に大 き く影 響 す る こ とを 示 唆 して い る 。

 〈家 庭〉 は ，家 庭 内 の役 割(e.g.， 父 ，長 男 ，主

婦)， 家 族 の他 の 構 成 員 に つ い て の記 述 ， 家 族 や

家 庭 全 般 に つ い て の記 述 な どが 分類 され る大 項 目

で あ る 。全 体 の 平 均 反 応数 は約1.2と 少 な いが ，

言 及 率 は 約50%あ る。〈家 庭〉 の平 均 反 応 数 と言

及 率 を 性 ・年 齢 別 に グ ラ フ化 す る と， 図2-1， 図

2-2の よ うに な る。 図2-1を 見 る と， す べ て の

年 齢層 で 男性 よ りも女 性 の方 が 反 応 数 が 多 い 。女

性 で は ，30代 か ら60代 前 半 にか け て の平 均 反 応

数 は3反 応 近 くあ り， 性 差 も大 きい 。 図2-2の

言及率を見ると，すべての年齢層で女性の方が高

くなっているが，男性 も30代 以降で上昇 してい

る。これは，女性，特に，子供の養育にあたって

いる女性にとって家庭が大きな意味を持っている

ことを示唆 しているが，男性にとっても自分の築

いた家庭が大きな意味を持つことを示唆 してい

る。ライフ ・サイクルを通じての家族や家庭の意

味を考えると，子供時代は，両親や他の養育者に

依存 している時期であ り，家族や家庭は生存の条

件として重要性を持 っている。それにも関 わ ら

ず，大人のself-imageの 方が子供のそれよりも，

家族や家庭を反映 している。これは，自我 ・自己

が個人の主体的な対象への関与 と関連 していると

見 ることもできる。
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    図2-1 〈家庭〉の平均反応数

下回っている。しかし，それ以外の年齢層では明

確な発達的変化は認め られない。性差につ い て

は，小学校4年 から20代 前半までは，女性の方

が反応数が多いとい う傾向があるが，それ以降50

 〈個体〉には，身体に 関する記述全般が分類さ

れ る。発達的に見ると，小学校6年 生から中学校

2年 生にかけて反応数が多 く，平均が2を 超えて

いる。…方，60代 半ばでは，平均反応数が1を
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  図2-4 〈力 動 〉 の 平 均 反 応 数

代 まで 平 均 反 応 数 に ほ とん ど差 が 認 め られ な い 。

発 達 の 初 期 の段 階 で， 身 体 がself・imageの 重

要：な要 素 とな る とい う指 摘 も あ るが(e.g.， All・

port，1961)， こ の結 果 で も， 小 学 生 か ら中 学 生 に

か け て の反 応 数 は ， 高 校 生 以 降 よ りも多 くな って

い る。 しか し， こ の よ うな … 般 的 な 発 達 傾 向 以 外

に も，self・imageに お け る 身 体 の 意 味 に 影 響 す

る要 因 を考 え る こ とが で き る 。例 え ば ， 自分 の 容

姿 は ， 思 春 期 か ら 青 年 期 に か け て ， 特 に 女 性 の

self・imageに お い て顕 在 的 に な る と考 え られ る 。

また ， 加 齢 に よ る身 体 の衰 え は ， 中高 年 のself-

imageに お い て 顕 在 的 に な る と 思 わ れ る 。 従 っ

て，〈身 体 〉の反 応数 の変 化 も， この よ うな 様 々な

要 因 が 複 雑 に 影 響 しあ った結 果 と見 るべ きで あ ろ

う。 よ り詳 細 な 検 討 は ， 小 項 目単 位 の分 析 に お い

て 行 な う。

 〈能 力〉 に は， 自分 の 能 力 に つ い て の 記述 が 含

まれ る 。この大 項 目は ，〈そ の 他 〉 と く無 回 答 〉 を

除 い て ， 平 均 反 応 数 が 最：も少 な い大 項 目で ， い ず

れ の性 ・年 齢 集 団 で も1反 応 に 満 たな い 。言及 率

を 見 る と，全 体 で38.1%で あ るが ，1989年 度 版

に よ る結 果 で は25.3%で あ った 。 こ の よ うな 違

い の原 因 を考 え る と， 分 析 対 象 とな った 被 験 者 の

違 い よ りも， 基 準 書 の違 いが 大 き く影 響 して い る

よ うに 思 わ れ る 。1989年 度 版 か ら 最 終 版 へ 至 る

基 準 書 の 改 訂 で は， 〈能 力〉 の 小項 目数 は ほ とん

ど変 わ っ て い な いが ， い くつ か の小 項 目 の 内容 に

は変 更 が 加 え られ て い る 。そ の1つ は ，1989年

度 版 で は く情 意 〉 に 含 め られ てい た 小 項 目が ， 最

終 版 で は く能 力〉 の小 項 目に 併 合 され て い る とい

う こ とで あ る。 これ は ， い わ ゆ る性 格 の記 述 と見

られ る もの の 中に も， よ く検 討 す る と能 力 的 な ニ

ュァ ンス の強 い ものが あ り， そ れ らを く能 力〉 に

含め た ため で あ る 。換 言 す れ ば ， 能 力 に つ い て の

記 述 が性 格 的 な表 現 を と る場 合 が あ り， 能 力 と性

格 との 間 に 明確 な境 界 が あ るわ け で は な い とい う

こと に な る 。1989年 度 版 基 準 書 で の 分 析 結 果 と

ア メ リカ で の研 究 結 果(Montemayor&Eisen，

1977)を 比 較 す る と， ア メ リカ の方 が 能 力 的 な 側

面 に つ い て言 及 が 多 く， これ は 文 化 差 を 反 映 した

もの で は な いか とい うこ とが 示 され た(岩 熊 ・槇

田，1991b)。 と ころ が ， 今 回 の分 析結 果 と ア メ リ

カ で の研 究 結 果 と の間 に は 大 きな違 い が な い 。 っ

ま り， 日米 の文 化 差 は，self・imageに お け る能 力

的 側 面 の重 要 性 の違 い とい うよ りも， 言 語 的 な表

現 方 法 の違 い とい う可 能 性 もあ る 。

 〈情 意〉 と く力動 〉は ，い わ ゆ る性 格 に つ い て の

記 述 が 分 類 され る 大 項 目 で あ る 。〈情 意〉 に は ，

気 質 な ど の比 較 的 固 定 的 な 性 格 記 述 が 分類 され ，

〈力 動〉 に は ， ヒス テ リー 傾 向 や 神 経 質 な どの 力

動 的 な も のが 分 類 され る 。図2-3は く情 意 〉， 図

2-4は く力 動〉 の平 均 反 応数 と性 ・年 齢 との 関 係

を 示 した も ので あ る 。 これ を見 る と，両 者 と もに

小 学 校4年 生 か ら20代 まで 平 均反 応 数 が 増 加 し

て い る 。 これ は ，発 達 に 伴 って 自分 の性 格 へ の関

心 が 高 ま り， それ がself・imageの 中 に反 映 され

る こ とを 示 して い る。〈情 意 〉 は ，50代 以降 の女

性 に お い て 減 少 傾 向 が 認 め られ るが ，30代 以降

も比 較 的 安 定 して い る。一 方 ，〈力 動〉 で は30代

以 降 減 少 傾 向 が 認 め られ る。特 に， 女 性 は20代

前 半 か ら50代 まで 明 確 な減 少 傾 向 を示 して お り，

20代 前 半 で は っ き りと した ピー クを 描 い て い る 。

〈力 動〉 に分 類 され る 反 応 の 内容 を 全 体 的 に見 る
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と， 感 情 の不 安 定 さを 意 味 す る記述 が 多 く含 まれ

て い る 。 〈力 動 〉 の反 応 数 が 心 理 的 な 不 安 定 さ を

反 映 して い る とす れ ば ， 思春 期 か ら青 年 期 にか け

て の女 性 が ， 心理 的 に不 安定 性 を示 す と考 え る こ

と も可 能 で あ る。

 〈指 向〉 は ， 個 人 の 指 向 的 な 側 面 に つ い て の記

述 ， 例 え ば ，欲 求 ・希 望 ・願 望 ， 好 み や 態 度 ， キ

ャセ ク シ ョン， 自己評 価 な ど， 多 様 な 反 応 が 分 類

され る大 項 冂で あ る。 こ の大 項 目は ， 最 も反 応 の

多 い大 項 目で，全 体 で の 平 均 反 応数 は約7.2と な

っ て い る 。 ま た， この 大 項 目に分 類 され る反 応 は

全 反 応 の39%に あ た る。 この大 項 目に は，53も

の小 項 目が あ り， 最 も小 項 目数 の 多 い大 項 目で も

あ る 。一 方 ， 言 及 率 を見 る と， いず れ の性 ・年 齢

集 団 で も95%以 上 の 言及 率 が あ り， ほ ぼ す べ て

の被 験 者が 指 向 的 側面 に 言及 して い るこ とを 示 し

てい る 。こ の よ うにWAI反 応 に く指 向〉 の反 応

が 多 い とい うこ とは ，self・imageや 自我 ・自己'

と指 向 的 な側 面 との間 に 強 い関 連 が あ る こ とを 示

唆 して い る。〈指 向〉 の反 応 の特 徴 の1つ は ， 欲

求 や態 度 の よ うに個 人 の感 情 的 な 体 験 を 直 接 的 に

反 映 す る もの を多 く含 む とい うこ とで あ る。 自我

あ るい は 自己は ， こ の よ うな 主 観 的 な 体験 に 基 礎

づ け られ て い る と も 考 え られ る。 〈指 向〉 の 反 応

の も う1つ の特 徴 は ，様 々な 対 象 に つ い て の 記述

を含 ん で い る こ とで あ る 。好 み や趣 味 の よ うに具

体 的 な もの もあ れ ば ， 価 値 観 の よ うな 抽 象的 な観

念 が 対 象 とな る こ と もあ る。 ま た ， 自 己評 価 や 実

存 的 な 意 識 の よ うに ， 外 的 な対 象 ばか りで な く，

自己 そ の もの が 対 象 とな る こ と もあ る 。つ ま り，

〈指 向〉 に は ， 自分 自身 を も 含 め た， そ の個 人 に

と って の世 界 と， それ に対 す る個 人 の態 度 や 感 情

が 反 映 され る こ とに な る 。お そ ら く， 自我 ・自己

を理 解 す る上 で・ こ の よ うな 指 向 的 な 性 質 が 重 要

と言 え る で あ ろ う。

 〈そ の 他〉 に は ， 「私 は 誰 で し ょう」 とい う問 い

に 対 して不 適 切 な 反 応 ， あ るい は ， 基準 書 に よる

分 析 が 不 可 能 な 反 応 が 分類 され る。平 均 反 応 数 を

見 る と，20代 以下 ， 特 に 高 校 生 男 子 で 多 く，30

代 以 降 は ほ とん どな い 。

 大 項 目 く無 回答 〉 に は 〈901無 回 答 〉 とい う小

項 目が あ るだ け で， しか も， こ の カ テ ゴ リーに 分

類 され る のは ，全 く書 かれ て いな い回 答 ， も し く

は ，不 完 全 で 意 味 を な さな い回 答 で あ る 。そ のた

め ， 平 均 反 応 数 は 算 出 され て お らず ， 言 及 率 のみ

が 示 され て い る。〈無 回答 〉の 言 及iXlと は，回 答 数

が20答 に満 た な い者 の割 合 を示 す こ とに な る
。

これ を見 る と， 小 学 校4年 生 の 言及 率 は約70io

と最 も高 いが ，小 学 校6年 生 か ら60代 前 半 まで

は，20～30%程 度 で 比 較 的安 定 して い る 。 そ し

て・60代 の 後 半 か ら40～so/代 に 上 昇 して い

る 。小 学 校4年 生 の総 反 応 数 を見 て も14～15反

応 で ， こ の年 齢 の 者 の 反 応 数 は少 な い 。反 応 数 は

施 行 状 況 な どの 様!zな 外 的 な要 因 に も影 響 され る

が ， 自分 自身 を ど の くらい 多面 的 に 捉 え ら れ る

か ， あ るい は ，self・imageが ど の程 度 分 化 して

い るか を 示 す 指 標 と も考 え られ る
。 そ う 考/Vる

と・self・imageの 分 化 は ， 小 学 校4年 生 か ら小

学 校6年 生 に か け て 飛躍 的 に進 むが ，老 年 期 に お

い て は反 対 に，self・imageの 広 が りが 失 わ れ る

傾 向 が あ ると見 る こ と もで き る。

[小項 目単 位 の 分 析]

 最 終 版 基 準 書 に は168の 小 項 目が あ る 。こ こで

は， す べ て の小 項 目に つ い て 言 及 す る こ とは で き

な い た め ・ 言 及 率 の 高 か った 小項 目を 中心 に述 べ

る こ とに す る 。表2-6は ，被 験 者 を性 と年 齢 で分

け た24の 集 団 の いず れ か で，20%以 上 の言 及 率

のあ った51の 小 項 目の 言及 率 を性 ・年 齢 別 に 示

した もの で あ る。 この表 で は， 言 及 率 を数 字 で は

な く， 言 及 率10%に つ き1っ の ア ス タ リ ス ク

で 示 して あ る。 例 え ぼ ， 小 学 校4年 生 の 男 性 の

〈101名 前 〉 の言 及 率 に は6つ の ア ス タ リス クが

示 され て お り， 言 及 率 が60%以 上70/未 満 で

あ る こ とが わ か る 。 また ， 小 項 目名 の 前 に あ る数

字 は 小項 目番 号 を示 してお り，そ の最 初 の1桁 は

大 項 目の番：号 と 対 応 して い る 。 〈名 前 〉 の例 で言

えば ， 小 項 目番・号 が “101” で ， 大 項 目は1番 目

の く社 会〉 とい うこ とに な る。

 大 項 目 く社会 〉 に は， 名 前 ， 性 別 ， 年 齢 とい っ

た 基 本 的 な 属性 に つ い て の 小項 目が 多 く含 まれ て

い る 。 これ らの 小項 目の言 及 率 は ， 類 似 した 発 達

的 変化 を示 して い る。 それ は ， 年 齢 が 高 くな るに

従 って ， 言 及率 が 低 くな る とい う傾 向 で あ る 。例
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表2-6 小項 目の言及率(性 ×年齢のいずれかの集団 で20%以 上の言及率のあ るもの)
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※アスタリスク1つ が言及串10%を 示す.各 セルの上段は男性 ，下段は女性である.

え ば，〈103性 別 〉の言 及 率 の変 化 を グ ラ フ化 す る

と， 図2-5の よ うに な る 。 同様 の傾 向 は ，〈101

名 前 〉，〈104年 齢 ・世 代 〉， 〈106人 種 ・国籍 〉 な

どに も見 られ る 。 これ らの 基 本 的 な属 性 は， 個 人

に よ って 獲 得 され た 属 性 とい うよ りも， 生 物 学 的

に 決 定 され て い る属性 ， あ るい は， 文 化 的 に 規 定

され て い る属 性 と言 え るで あ ろ う。 これ ら の属 性

がself-imageの 発 達 の初 期 の段 階 で顕 著 で あ る

とい うこ とは ，self-imageが この よ うな 基 本 的

な 属性 に 基礎 づ け られ て発 達 す る こ とを 示 唆 して

い る。〈社会 〉 に は， そ の他 に ，対 人 関 係 や 個 人 を

取 り巻 く社 会 環 境 に つ い て の記 述 も 含 ま れ て い

る 。図2-6は 〈112職 場 ・職 業 〉 の 言 及 率 を示 し

た もので あ る 。 これ を 見 る と，20代 後 半 か ら60

代 前 半 に か け て ， 男 性 の 言 及 率 は50%以 上 に な

っ てい る 。特 に ，50代 の男 性 で は87.o/aと い う

非 常 に 高 い 言 及 率 を 示 して い る。 しか し， 女 性 で

は い ず れ の 年 齢 で も50%に 満 た な い 。 これ は，
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男性 に とっ て 職 業 生 活 が，self-imageの 構i成要

素 と して も重 要 な意 味 を 持 つ こ とを 示 して い る と

言 え るで あ ろ う。… 方 ， 図2-7の 〈113学 校 〉 の

言 及 率 を見 る と，小 学 生 か ら20代 前 半 に か け て，

男 女 と もに50%以 上 の言 及 率 に な って い る。 こ

れ らの年 齢 層 の者 の多 くは 職 業 を 持 た ず ，学 校 が

社 会 生 活 の中 心 とな る。 そ うい う意 味 で は ，self.

1mageに お け る 社 会 生 活 の 重 要 性 を 示 唆 して い

る と言 え るで あ ろ う。

 〈家 庭 〉 の中 の 〈201家 庭 内 の 役 割 〉 は ， 「父 」，

「母 」，「長 男」，「主 婦 」と い った 記 述 が 分 類 され る

小項 目で あ る。 こ の小 項 目の言 及 率 の変 化 を 見 る

と， 図2-8の よ うに ，30代 か ら50代 の 女 性 に

お い て50%以 上 に な って い る 。 また ， 平 均 反 応

数 を算 出す る と，他 の年 齢 ・性 別 では す べ て1反

応 未 満 で あ るが ，30代 の 女性 は1.59，40代 の女

性 は1・43，50代 の女 性 は1.09と な っ てい る 。こ

れ らの 年 齢 層 の 女性 に つ い て は， 〈社 会 〉 の中 に

言 及 率 が50%を 超 え る小 項 目は な く，お そ ら く，

職 業 生 活 を 代表 とす る社 会 生 活 よ りも， 家 庭 に お

け る 自己 の位 置 づ け を重 視 す る者 が 多 い とい うこ

とで あ ろ う。次 に 〈206子 供 〉 の言 及 率 を 見 る と，

30代 以 降 の 女性 で37～51%と 比 較 的 高 い が ，男

性 で も30代 か ら60代 前 半 に か け て は37～45%

とな って い る 。 もち ろ ん ， この年 齢 層 の者 す べ て

が 子 供 を 持 って い るわ け で は な い が ， こ の 結 果

は ， 子 供 を持 つ者 に とっ て， 子 供 がself-image

の 重要 な要 素 とな る こ とを 示 して い る。

 〈個 体 〉 に は3っ の小 項 目が あ るが ， そ の うち

〈301容 姿 ・体 格 〉 と 〈302健 康 ・体 質 〉 は， 異 な

る 発 達 的 変化 を 示 して い る。 図2-9は 〈301容

姿 ・体 格 〉，図2-10は 〈302健 康 ・体 質 〉 の 言及
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図2-10〈302健 康 ・体質〉の言及率

率 の 変 化 を 図示 した もの で あ る。〈301容 姿 ・体

格 〉 は， 小 学 校4年 生 か ら高校2年 生 まで は 言

及 率 が 上 昇 して い るが ， そ れ 以 降 は 下 降 し て い

る。一 方 ，〈302健 康 ・体 質 〉 は ，上 昇 と下 降 を繰

り返 しなが ら も， 全 般 的 に は 上 昇傾 向 を示 して い

る 。 また ， 小 学 生 か ら20代 前半 まで は， 女 性 の

言 及 率 が 男 性 を 上 回 って い る。身 体 につ い て は，

self-imageの 初 期 の 要 素 と して の 重 要 性 が 指 摘

され て い る 。 と ころ が ， この結 果 を見 る と， 初 期

の要 素 と して 重要 性 を持 つ の は， 容 姿 や 体 格 な ど

の身 体 の 外観 で あ る とい う こ とが 理 解 され る 。そ

して ， この よ うな身 体 の外 観 を重 視 す る傾 向 は ，

児 童期 か ら思春 期 にか け て強 くな る こ とが 示 され

て い る。 それ に対 し， 健 康 状 態 や 体 質 な どの 身 体

内部 につ い て のself・imageは ， 年 齢 の 上 昇 と と

もに顕 著 に な っ て い る 。 これ に は ， 加 齢 に 伴 う身

体 的 な衰 えや 疾 病 が 大 き く影 響 して い る と考 え ら

れ るが ， 身体 の 内部 に関 す るself・imageが 形 成

され るま でに ， あ る程 度 の期 間 を 要 す る と も見 る

こ とが で き よ う。

 〈能 力〉，〈情 意 〉，〈力 動 〉 の小 項 目は ，全 般 的 に

言 及 率 が 低 い 。〈能 力〉 に お い て，性 ・年 齢 で分 け

た い ず れ か の集 団 で20%以 上 の言 及 率 が あ る の

は ，〈405適 応 力 が あ る〉だ け で あ る。こ の小 項 目

の言 及 率 が 最 も高 い の は50代 の 男性 で あ るが ，

言 及 率 は27%で そ れ ほ ど高 い数 値 で は な い 。<情

意〉 で は ，〈503明 るい 〉， 〈509世 話 好 き〉， 〈527

ま じめ ・誠 実〉， 〈530几 帳 面 〉 に お い て， 〈力 動〉

で は，〈601自 己 中心 的 〉，〈606短 気〉に お い て，あ

る程 度 の言 及 率 が 認 め られ た 。〈情 意 〉は，大 項 目

の平 均 反 応 数 を見 る と， 小 学 生 か ら20代 まで 増

加 し， そ の 後 安 定 す る傾 向 を示 して い る (図2-4

参 照)が ， 小 項 目単 位 で見 る と，発 達 的 変 化 や 性

差 の パ ター とに 多 様 性 が あ る。 例1`ば ， 図2-11

の よ うに，〈503明 るい〉 は20代 を ピー クとす る

逆U字 形 の パ タ ー ンを示 してお り，60代 半 ば を

除 い て 女性 の言 及 率 が 男性 を 上 回 っ て い る。 一

方 ， 図2-12を 見 る と， 〈527ま じめ ・誠 実 〉 は，

20代 以 降 の男 性 の言 及 率 が 高 く な っ て い る。

WAIへ の反 応 が そ の個 人 の “現 実 の姿 ” を 反 映

して い る とい う保 証 は な く， む しろ ，個 人 の “理

想 像 ”を 反 映 してい る可 能 性 もあ る。 も しそ うで

あ る とす れ ば ，これ らの結 果 は “社 会 的 望 ま しさ”

を 反 映 した もの と して理 解 しやす い 。 しか し，個

人 の現 実 の 姿 を あ る程 度 反映 して い る とす れ ば，

社 会 生 活 を 通 じて ，個 人 の属 性 が 社 会 的 に適 応 的

な もの へ と変化 す る 可能 性 も考 え られ る 。 いず れ

に せ よ， 社 会 はself-imageに 対 し大 き な影 響 力

を 持 つ と言 え るで あ ろ う。

 〈指 向 〉に は，言 及 率 の 高 い 小項 目が 多 く，全 部

で20の 小 項 目が 表2-6に 示 され て い る。 これ ら

の小 項 目の 内容 は 多 様 で あ るが ， お お まか に 言 え

ば ， 欲 求 ， 自己 評 価 ， 日常 生 活 に つ い て の 記 述 ，
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 図2-11〈503明 るい〉の言及率
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キ ャセ クシ ョン， 実 存 的 自己 意識 な どに 分 け る こ

とが で き る 。 こ こで の欲 求 は ， 希 望 や願 望 とい っ

た方 が よい も のを 含 ん で い た り， 容姿 ， 身 体 ， 年

齢 な どに 対 す る意 識 の よ うに ， 自己評 価 に近 い ニ

ュア ン スを 持 つ もの を 含 む場 合 もあ る。 これ らの

小 項 目 の言 及 率 は ，性 別 や年 齢 に よっ て異 な り，

例 え ば ，〈704容 姿 に 対 す る意 識 〉は 女 性 の言 及 率

が 高 く，〈705健 康 に 対す る意 識 〉 と 〈706年 齢 に

対 す る意 識 〉 は年 齢 が 上 が るに つ れ て 言 及 率 も上

昇す る。特 に興 味 深 い のは 〈701成 長 欲 求 〉 で あ

る。 この小 項 目に は ， 自己 全 体 を 高 め た い とい う

欲 求 を記 述 した 反 応 が 分 類 され ， 達 成 動機 や 自己

実 現 欲 求 な ど も含 まれ る こ とに な る。 この 小項 目

の言 及 率 の変 化 を 示 した もの が 図2-13で あ るが ，

年 齢 と の関 連 を 見 る と， い くつ か の 由 を持 つ波 を

描 い て 推 移 して い る 。 まず ， 小 学 校4年 生 か ら

20代 半ば まで上 昇 し，40代 半 ば ま で下 降 して い

る。次 に ，50代 か ら60代 前半 に か け て再 び ピー

クを描 き，60代 半 ば に再 び下 降す る。そ して，70

代 に な る とま た上 昇 して い る 。そ して ， これ ら3

つ の ピー クは， 年 齢 が 上 が るに 従 って 高 くな って

い る 。 これ に つ い ては ， ライ フ ・サ イ クル との 対

応 関 係 も 理 解 可能 で あ る 。 まず ，20代 半 ば ま で

は ， 自 己 同 一性 の確 立を 目指 す 欲 求 の 上 昇 と見 る

こ とが 可能 で あ ろ う。 つ ま り， “自分 が何 者 な の

か ” とい うこ とを 意 味 づ け た とい う欲 求 の現 れ と

考 え られ る。25～27才 に お い て は ，多 くの個 人 が

職 業 生 活 に 入 り，結 婚 に よっ て家 庭 生 活 に 入 っ て

い る者 もい る。 しか し， 職 業 選 択 や 結 婚 に よ っ て

自己 同一・性 が直 ち に確 立 す るわ け では な く， む し

ろ ，職 業 生活 や 家 庭 生 活 を通 じて， 漸 進 的 に 確立

され て い く と考 え るべ きで あ ろ う。そ うい う意 味
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 図2-13 〈701成 長欲求〉 の言及率
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 図2-14 〈717私 は幸福〉 の言及率

で は ，20代 半 ば に 自己 同一性 確 立 の欲 求 が 最 も

強 くな り， そ の 後 ， 自己 同 一性 が確 立 して い くと

見 る こ と も可 能 で あ ろ う。50代 か ら60代 前 半 に

は ， 職 業 生 活 の 最 終段 階 を迎 え る者 が 多 く， 子 供

の 養 育 とい う面 で も最 終 段 階 と言 え るで あ ろ う。

この 時 期 に は ，職 業 生 活 や 家 庭 生 活 に お け る最 終

的 な 達成 に対 す る欲 求 が 強 くな る と考 え られ る。

また ，職 業 生 活 か ら の引 退 や 子 供 の 自立 後 の 生 活

設 計 につ い て の希 望 も強 くな る で あ ろ う。そ し

て，70代 以 降 は 人生 の最 終 段 階 に あた り， “自分

の人 生 を 意 味 づ け た い ” とい う欲 求 が 強 い と 考

え ら れ る。 これ は ， 自己 実 現 あ るい はErikson

(1959)の 自我 の 完全 性(ego integrity)を 目指 す

欲 求 と見 る こ と もで き るで あ ろ う。

 自己 評価 とい う と， 一搬 的 に 「自信 が あ る， な

い」 とい った 反 応 が 代 表 的 と見 られ るが ， 「自分

は幸 福 だ」 とい った 反 応 の よ うに 自己 を 取 り巻 く

環 境 を 含め た評 価 や ，「個 性 的 」や 「平 凡 」の よ う

に質 的 な 自 己評 価 もあ る 。 言 及率 は 全 般 的 に 低

く，表2-6に は 〈717私 は 幸福 〉 だ け が示 され て

い る 。これ と，「自信 が あ る」 とい う反 応 が分 類 さ

れ る 〈715自 分 に 満 足 〉 を 全 被験 者 で の言 及 率 で

比 較 す る と， 〈717私 は 幸 福 〉 が5.5%で ， 〈715

自分 に 満 足 〉が2・6%0で あ る 。否 定 的 な 自 己評 価

に あ た る 〈716自 分 に 不 満 〉 と 〈718私 は不 幸 〉

を比 較 す る と，前 者 が4.5%で ，後者 が1.3%で

あ る。 自己評 価 に関 して， 肯 定 的 な も のを 外 的 に

帰 属 し， 否 定 的 な もの を 内的 に 帰 属 す る とい う現

象 は， ア メ リヵで 行 な わ れ た 帰 属 過 程 の 研 究 とは

逆 の結 果 の よ うに 見 え る(e.g.， Kingdon，1967)。

これ は ， 研 究 の方 法 や 手続 きの違 い に よ る と ころ

もあ ろ うが ， 日米 の 文化 の違 い を反 映 し とい る と
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も考 え られ る 。つ ま り， 日本 に お い て は， 良 い こ

とが あれ ば まわ りに 感 謝 し， 悪 い こ とが あれ ば 自

分 を責 め る とい う傾 向 が ，個 人 の性 質 や社 会 的 な

規 範 と して存 在 す る と も考 え られ る。 と ころで ，

〈717私 は幸 福 〉 の 言 及 率 の 年 齢 に よ る 変 化 を 見

る と (図2-14参 照)，60代 以降 で特 に 上 昇 す る

傾 向が 認 め られ る。 つ ま り， 高 齢 者 は ， 自分 自身

を そ の環 境 を 含 め て肯 定 的 に捉 え て い る と見 る こ

とが で き る。 これ は， 先 に 述 べ た 自己 実 現 や 自我

の統 合 の結 果 と見 る こ と もで き るが ， 自己 を 肯 定

的 に 捉 え る こ とで心 理 的 な 安 定 を 得 て い る と も考

え られ る。

 日常 生 活 に関 す る小 項 目は ， 〈712現 在 の気 分 ・

状 態 〉， 〈713日 課 ・習 慣 〉，〈714生 活 目標 ・心 掛

け〉 で あ る。 これ ら の小 項 目は ， 言 及 率 が 比 較 的

高 く， 特 に ， 〈712現 在 の ：気分 ・状 態 〉 は ， 小 学

校4年 生 と70代 の 女性 を除 くす べ て の集 団 で ，

20%以 上 の言 及 率 が あ る 。お そ ら く， 日常 的 で 身

辺 的 な も のが ，self・imageの 要 素 と して 大 き な

意 味 を 持 つ こ とを 示 唆 して い る と 言 え る で あ ろ

う。

 キ ャセ クシ ョンに つ い て 小 項 目 に は ，Spran-

ger(1919)の 価 値 の6類 型 に 関す る 項 目や 様>r

な 趣 味 ・好 み に つ い て の ものが あ る 。 これ ら の言

及 率 は ，年 齢 や性 別 に よっ て異 な るが ， 全 般 的 に

高 い 。特 に言 及 率 が 高 い のは 〈742趣 味 〉 と 〈743

好 み〉で あ る 。キ ャセ クシ ョ ンに つ い て の記 述 は ，

指 向 の対 象 に よっ て様 々 な小 項 目 に 分 類 さ れ る

が ，該 当 す る小 項 目の な い場 合 は この2つ の 小項

目に分 類 され る 。 これ ら の言 及 率 が 高 い とい うこ

とは， そ れ だ け キ ャセ クシ ョンに つ い て の記 述 が

多様 で あ る こ とを 示 して い る。〈743好 み 〉の言 及

率 を 図 示 した も のが 図2-15で あ るが ， あ らゆ る

年 齢 で 一 貫 して 言 及 率 が 高 く，また ，70代 を除 い

て ， 女 性 の言 及 率 が 男性 を上 回 って い る。指 向 の

対 象 で あ るキ ャセ ク シ ョンは， 自己に とっ て外 的

な もの と考 え られ るが ， これ らの結 果 を 見 る と，

self-imageに キ ャセ ク シ ョンが 多 く 含 まれ てい

る。 これ は 自我 あ るいは 自 己 の領 域 の問 題 を 考 え

る上 で重 要 な意 味 を もっ てい る 。つ ま り， 自我 ・

自己 の領 域 は身 体 の 内側 だ け に 限 定 され る もの で

は な く， 外 的 な 対 象 と の関 係 を も含 む もの と言 う
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  図2-15〈743好 み〉の言及率

こ とが で き る 。 あ る いは ， こ の よ うな 外 的 な 対 象

を 含 んだ 個 人 の心 理 的 な 世 界 全 体 ， つ ま り， 自我

関与(ego involvement)の 同 心FJを ， 自我 ・自

己 の領 域 と考 え るべ きで あ ろ う。

 実 存 的 自己 意 識 を 反 映 した 小 項 目 と し て は ，

〈750私 は 私〉， 〈751私 は誰 〉， 〈752実 存 的 記述 〉

な どが 代 表 と して 挙 げ られ る 。 これ らの 小項 目に

分 類 され る 反 応 は， 「私 は 誰 で し ょ う」 とい う問

に 対 して ，例 えば ，「私 は 私 で あ る」，「自分 で も よ

くわ か らな い 」，「自分 は 世 界 に た った1人 しか い

な い 」 と答 え た もの な どで あ る。 これ らは ， 自分

の 属性 や性 格 な どの よ うに， 自己 の あ る側 面 に 注

目 した もの で は な く， 自己 を包 括 的 に 意 味 づ け よ

う とい う姿 勢 が うか が え る もので あ る 。 これ ら の

小項 目の 言及 率 は， 全 年 齢 を通 して見 る と比 較 的

低 い が， 高 校 生 を 中心 と した 思 春 期 の男 子 で 最 も

高 くな っ て い る。 自己 を 包 括 的 に 意 味 づ け た い と

い う欲 求 が ， 自我 同 一 性 の確 立 の過 程 に あ た る思

春 期 に 強 くな る と考 え る こ と も可 能 で あ ろ う。 そ

の他 に ， 厳 密 に は 実存 的 自己意 識 と は 言 え な い

が ，〈753生 物 学 的 ・文 化 的 規 定 〉，〈754隠 喩 的 な

表 現 〉 とい う小 項 目 もあ る。 前 者 に は ， 「人 間 」，

「生 物 」， 「地 球 人 」 な ど とい った 反 応 が 分 類 され ，

後 者 は ， 自分 を 何 か に た とえ て表 現 した反 応 が 分

類 され る。〈753生 物 学 的 ・文 化 的 規 定 〉の言 及 率

は 高 く， 図2-16に もあ る よ うに， 年 齢 と の 明確

な 相 関 関 係 を示 して い る 。 この よ う な 傾 向 は ，

〈社 会 〉 の中 の 基 本 的 な 属 性 に つ い て の 小 項 目に

も見 られ るが ， こ の小 項 目 も基 本 的 な 属性 の1っ

と考 え る こ とが で き る。 つ ま り， 「人 間 で あ る」

あ る い は 「生 物 で あ る」 とい った認 識 が ，self-

imageの 基 礎 的 な 要 素 と して 重 要 な 意 味 を 持 っ
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 図2-16 〈753生 物学的 ・文化的規定〉の言及率

ていると考えられる。

 〈その他〉の小項 目では，〈802無 効回答〉の言

及率が， 高校2年 生の男子で20%を 超えてい

る。 この小項 目には， 「私は誰で しょう」 という

問に対 し不適切な反応や，WAI技 法に対する拒

否 と見 られ る反 応が分類 され る。高校生男子の

WAI反 応の多くが集団施行によるものであるこ

とが，〈802無効回答〉の言及率に影響 していると

も考えられ る。しか し，小学生から大学生までの

データの多くは，集団施行で得られたものである

ことを考慮すると，高校生の男子では，WAI技

法のような，自己を直視する課題に対し不快感を

覚える者が多いとも考えられる。実存的 自己意識

に関する小項 目の言及率も思春期の男子で高 くな

ってお り，以前行なわれた反応パターンの分析で

は，実存的な反応と無効回答との相関関係が強い

とい う結果も得られている(岩 熊 ・槇田，1991b)。

思春期の男子では，自己を包括的に意味づけよう

とする欲求と自己を直視 した くないとい う気持ち

が並存 した，自己に対す るアンビバ レントな感情

があると見 ることも可能であろう。

4. ま と め

 本章では，WAI反 応の反応カテゴリーである

基準書の作成の過程と，それを用いた反応頻度の

分析結果について述べた。基準書は，1983年 に初

版が作成されて以来，数回の改訂 が施 され て き

た。今回作成された基準出：は，1989年 度版基準書

を改訂 した結果得られたもので，基準書の最終版

にあたる。改訂の手続 きは，1989年 度版基準書の

199の 小項 目の分割と併合を行ない197の 小項 目
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を持つ試作版を作成した。そして，この試作版に

よる反応の分類評定と集計を行なった結果を考慮

して，小項 目の併合と配置の検討を行ない最終版

の基準書とした。この基準書は，168の 小項 目が

9つ の大項 目のもとに整理 されたものである。

 反応頻度の分析に用いられたデータは， これま

でに収集された約14，000のWAI反 応から12

の年齢層のデータを抽出したもので，データ数が

不足している年齢層では新たなデータ収集も行な

った。これ らのデータは，初めに試作版の基準書

によって分類評定 と集計が行なわれ，最終版の墓

準書の完成後，最終版基準書に基づいて再び集計

された。集計は，全体的な傾向を捉えるのに有効

な大項 目単位と，細かいニュアンスをつかむのに

適 した小項 目単位の2種 類が行なわれた。また，

分析指標として，該当項 目に対する1人 当 りの反

応数，即ち，平均反応数と，集団内で該当項 目に

反応 している人の割合，即ち，言及率が用いられ

た。大項目単位の集計では，平均反応数と言及率

が併用され，小項 目単位の集計では言及率が用い

られた。

 大項 目単位の頻度分析の結果，〈指向〉は平均

反応数が約7.2で 最も多く，言及率も95%以 上

であった。これは，self・imageや 自我 ・自己と指

向的側面との問に強い関連があることを示唆して

いる。次に，反応が多かったのは く社会〉であっ

た。これは，小学校4年 生か ら高校2年 生にか

けて特に多 く，年少者で基本的な属性についての

反応が多いとい う他の研究結果 とも一致す る。名

前，性別，年齢 といった基本的な属性が，self・

imageの 発達的な基礎に あるとも考えられる。

発達的な変化が顕著なのは，〈家庭〉，〈情意〉，<力

動〉である。〈家庭〉は，30代 以上で平均反応数：

が多くなっており，自分の築いた家庭が個人にと

って大きな：意味を持つことを示唆している。<情

意〉と く力動〉には，いわゆる性格についての記

述が 分類される。両者ともに小学校4年 生から

20代 前半にかけて反応数が増加 しているが， そ

れ以降 く情意〉は比較的緩やか減少 しているのに

対 し，〈力動〉は急激：に減少している。これは，思

春期の心理的な不安定さを反映 したものとも考え

られう・
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 小 項 目単 位 の 分 析 で は ，20代 後半 以 降 の 男 性

の 〈112職 場 ・職 業 〉 と20代 前 半 ま で の 〈113学

校 〉 の 言及 率 が 特 に 高 か った 。 また ，30代 か ら

50代 に か け て の 女 性 で は ， 〈201家 庭 内 の役 割 〉

も高 い言 及 率 を示 してい る 。職 業 を 持 つ 者 に と っ

て の職 場 ， 学 生 に と って の学 校 ，主 婦 に と って の

家 庭 は， 生 活 や 人 間 関 係 の 場 の 中 心 で あ り， これ

らがself・imageの 要 素 と して 重要 な 位 置 を 占め

て い る こ とが うかが え る 。 〈301容 姿 ・体 格 〉 と

〈302健 康 ・体 質 〉は ， と もに く個 体 〉 の 小項 目で

あ るが ， 言 及 率 を 見 る と異 な る発 達 的 な変 化 を示

して い る。〈301容 姿 ・体 格〉は 年 齢 と と もに 言 及

率 が 下 降 す る 傾 向 を 示 して い るが ，〈302健 康 ・

体 質〉 は上 昇傾 向 を示 して い る 。 こ の結果 は ，年

齢 に よ る身 体 の捉 え方 の違 い や 加 齢 に よ る身 体 の

衰 え な どを 反 映 した もの と考 え られ る。〈能 力 〉，

〈情 意 〉， 〈力動 〉 の 小項 目の 言及 率 は ， 比 較 的低

く， 性 別 や年 齢 に よ る変化 の パ ター ン も多様 で あ

る 。そ して， そ れ らの 中 に は ，社 会 的 望 ま し さを

反 映 してい る と 考 え られ る もの も 多 い 。 〈指 向〉

で は ・ 〈701成 長 欲 求 〉 の言 及 率 は ，20代 半 ば ，

50代 か ら60代 前 半 に か け て ， そ して
，70代 で

ピ ー クを描 い て い る。 これ ら の ピ ー ク は
， ラ イ

フ ・サ イ クル との 対応 関 係 か ら見 る と， 自己 同 一・

性 の確 立 を 目指 す 欲 求 の上 昇 ， 職 業 生 活 や 家 庭 生

活 に お け る最 終 的 な達 成 に対 す る欲 求 ， 自己 実 現

あ るい は 自我 の完 全 性 を 目指 す 欲 求 と理 解 す る こ

と も 可能 で あ ろ う。 肯 定 的 な 自己 評価 に 関 す る

〈717私 は 幸 福 〉 は ，〈715自 分 に 満 足 〉 よ りも言

及 率 が 高 く， 否 定 的 な 自己 評 価 に あ た る<718私

は不 幸 〉は ，〈716自 分 に不 満 〉 よ りも低 い 。〈717

私 は 幸 福 〉 と 〈718私 は 不 幸 〉 は ， 自分 を取 り巻

く環 境 を 含 め て の 評 価 で あ り， 外 的 な 帰属 と見 る

こ とが で き る 。 この結 果 は ，肯 定 的 な 自己評 価 を

外 的 に 帰 属 し， 否 定 的 な 自己 評価 を 内的 に帰 属 す

る とい う傾 向 を示 唆 して お り， ア メ リカ で の研 究

とは 逆 の結 果 とな っ て い る。 これ は， 日米 の文 化

差 の 一 面 を示 して い る と も考 え られ る 。 日常 生 活

や キ ャセ ク シ ョンに関 す る小 項 目は ， 比 較 的 言 及

率 が1爵い 。 これ らがself・imageに 多 く含 まれ る

とい う こ とは， こ の よ うな 外 的 な 対 象 を 含 め た 個

人 の心 理 的 な世 界 全 体 が ， 自我 ・自己 の領 域 で あ

る こ とを示 唆 してい る 。実 存 的 自己 意 識 は ，全 般

的 に言 及 率 が 低 い が ， 思 春 期 の 男 子 で 最 も高 くな

っ て い る 。 自己 を 包 括 的 に 意 味 づ け た い とい う欲

求 が ， こ の時 期 に 強 くな る と考 え られ る。
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1.目 的

 第1章 で も述 べ た よ うに， わ れ わ れ のWAI

技 法 に つ い て の 研 究 の 目的 の1つ は，WAIを パ

ー ソナ リテ ィ診 断 を 行 な うため の技 法 と して確 立

す る こ とに あ る。 パ ー ソナ リテ ィ診 断 の 目的 は ，

トー タル な 人 間 像 の把 握 で あ るが ， わ れ わ れ は ，

WAI技 法 で 得 られ る1っ1っ の反 応 を 読 む とい

う経 験 を 重ね る うち に， それ ら の反 応 が 被験 老 の

主 観 的 な パ ー ソナ リテ ィ像 のあ る面 に あ た るの で

は な い か と考 え る よ うに な った 。そ して ， パ ー ソ

ナ リテ ィの あ る特 定 の側 面 に つ い て 注 目 し，WAI

反応 の評 価 を 行 な うこ と も可 能 で あ る と判 断す る

に 至 った 。 本 章 で は ，WAI技 法 の 応用 と して，

パ ー ソナ リテ ィの特 定 の 側 面 に つ い て注 目 し， 分

析 を 行 な った 結果 に つ い て述 べ る。

 WAI技 法 は 自 由 回答 法 で あ り，「私 は誰 で し ょ

う?(Whoam I?)」 とい う質 問 が 与 え られ るだ

け な の で ，施 行 した時 点 で は研 究 者 の分 析 視 点 に

余 り制約 され な い反 応 が 得 られ る 。 こ の よ うに し

て 得 られ る反 応 に対 しては ， 様 々な 反 応 カ テ ゴ リ

ー に よ る頻 度 分 析 や ， 多 変 ：量解 析 技 法 を 用 い た 相

関 分 析 な ど， 多 様 な 分 析 が 可能 とな る。 ま た， 反

応 カ テ ゴ リーに つ い て は ， 反 応 の 内 容分 析 か ら帰

納 的 に 作 成 され た もの か ら，研 究 目的 に従 っ て，

あ る特 定 の側 面 に 焦 点 を 当 て た もの まで， 多 様 な

カ テ ゴ リーを用 い る こ とが 可能 で あ る。つ ま り，

WAI技 法 は ， 得 られ た 反 応 に 対 し， 分 析 者 が 多

様 な 視 点 か ら分 析 を 行 な う こ とが で き る の で あ

る。

 第2章 で も示 した よ うに ，わ れ わ れ のWAI技

法 に つ い て の一・連 の 研 究 に お い て は ，WAI反 応

を数 量 的 に扱 う方 法 と して， 反 応 カ テ ゴ リーで あ

る 「基 準 書 」 を 作 成 し， そ れ に 基 づ く頻 度 分 析 な

どを行 な っ て きた 。基 準 書 は ， ア ・プ リナ リな 分

析 枠 組 み を 導 入 せ ず に ，WAI技 法 で 得 られ た 反

応 そ の ものか ら， 帰 納 的 に カテ ゴ リー を 作成 す る

た め に ，KJ法 に よる 内 容 分 析 を進 め た結 果 完 成

され た もの で あ る 。 基 準 書 の 作成 の過 程 で， これ

と槇 田 ・佐 野(1965)の パ ー・ソナ リテ ィの概 要 の

スキ ー ム との 間 に 対 応 関 係 が認 め られ ， パ ー ソナ

リテ ィの ほ とん どす べ て の側 面 につ い て の記 述 が

WAI技 法 に お い て 出現 し得 る こ とが 示 され た 。

また ， 帰納 的 に作 成 され た カ テ ゴ リー のバ リエ ー

シ ョンか ら，わ れ わ れ の 研 究 目的 の1つ で あ る と
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ころ のself・imageの 一般 的 な分 布 に つ い て の知

見 が 得 られ ，self-imageの 内容 が 広 範 囲 にわ た

る こ とが確 認 され た(槇 田 ・岩 熊 ，1988a； 槇 田 ・

岩 熊 ，1988b； 槇 田 ・岩 熊 ，1990； 岩 熊 ・槇 田，

1991b)。 これ らの結 果 か ら， WAI技 法 が パ ー ソ

ナ リテ ィ ・テ ス トと して の大 きな 可 能 性 を 持 ち ，

WAI反 応 を 分 析 す る こ とに よ り， 個 人 の 様 々な

側 面 を うか が い 知 る こ とが で き る と考 え られ た 。

 WAI反 応 の分 析 を 行 な う際 には ， 以上 の よ う

に 帰 納 的 な 方 法 を用 い ， ア ・プ リオ リな分 析 枠 組

み を 導 入 しな い方 法 が あ る一 方 で， 予 め 研 究 者 の

狙 った 側 面 に つ い て の枠 組 み を決 め ， そ れ に 基 づ

きWAI反 応 の評 定 を行 な うと い う方 法 もあ る 。

例 え ば，KuhnとMcPartland(1954)の 厂個 人 の

社 会 シス テ ム と のつ な が り」 とい う視 点 に 基 づ い

た ， 「consensua1な 言 及 とsubconsensua1な 言

及 」 とい う分 類 方 法 や ，Gordon(1968)の 厂社会

的 同 … 性 」 とい う視 点 か ら作成 され た 反 応 カテ ゴ

リーな どが あ る。 この よ うに特 定 の側 面 を狙 っ た

研 究 に お い て も，WAI技 法 は大 き な 利 点 を 持 っ

て い る。 そ の1つ は，WAI技 法 で は 被 験 者 の 自

発 的 な 反 応が 得 られ る と い うこ とで あ る 。そ のた

め ，研 究 者 の分 析 視 点 の影 響 を ほ とん ど受 け ず ，

よ り自然 な形 で デ ー タを 収 集 す る こ とが で き る。

も う1っ の利 点 は ， 被験 者 の “生 ” に近 い 言葉 が

得 られ る こ とで あ る 。 この こ とに よ って， 実 際 に

被 験 者 が 何 を 考 え ， どの よ うに 感 じて い るか を知

る こ とが で き， そ こか ら新 た な知 見 が 得 られ る可

能 性 もあ る。 この よ うにWAI技 法 は ， パ ー ソナ

リテ ィの特 定 の側 面 の分 析 に 対 して も有 効 性 を 持

ち， な お か つ 研 究 者 の枠 組 み に 制 約 され ず に 多 く

の 情 報 を 提 供 し得 る とい う利 点 も持 って い る と考

え られ る 。

 と ころ で，わ れ われ は 「基 準 諱 」を用 いたWAI

反 応 の 評 定 を 行 な う過 程 で ，経 験 的 に ，WAI反 応

の 中 に 「達成 動機 」 に つ い て の表 現 が 出現 す る こ

とを知 っ た 。例 え ば，最 終 版 基 準 書 で は ，〈701成

長 欲 求 〉， 〈702就 職 の 希望 〉，〈707能 力 に 関 す る

願 望 〉，〈711将 来 〉，〈714生 活 目標 ・心 掛 け〉な ど

の カ テ ゴ リー の中 に 達 成 動 機 を 示 す 反 応 が 含 まれ

る こ とが あ る。Murray(1938)に よれ ば ，達 成 動

機 は 次 の よ うに定 義 され る。達 成 動 機 は 「む ず か

しい こ とを成 し遂 げ るこ と 。 自然 ， 人 間 ， 思 想 を

支 配 し， あ やつ り， 組 織 す る こ と 。で き るだ け 迅

速 に， で き るだ け 人 手 を 借 りず に す る こ と。妨 害

を克 服 し高 い標 準 に 達 す る こ と。 自己 を超 克す る

こ と 。他 人 と競 争 し， ぬ きん で る こ と。 才能 を有

効 に 使 って 自尊 心 を増 す こ と」 を 口的 と し， 「困

難 な こ とを 成 し遂 げ るた め に， 烈 しい， なが い反

復 的 努 力 を す る こ と。高 くそ して遠 い 目標 に 向か

って ， た だ一 つ の 目標 を持 っ て働 くこ と 。勝 と う

とす る決心 を持 つ こ と 。何 事 も うま くや ろ うとす

る こ と。他 人 の存 在 に よ って 卓 越 す る よ う刺 激 さ

れ る こ と 。競 争 を 楽 しむ こ と。 意 志 の 力 を働 かす

こ と 。 倦 怠 と疲 労 を 克 服す る こ と。」 とい った行

為 に 表 れ る 。Murrayは ， TAT(Thematic Ap・

perception Test)に よ っ て 個 人 の動 機 内容 の分

析 を試 み ，達 成 動 機 を 含む20数 個 の社 会 的 動 機

の リス トを作 成 して い る。一 方 ，McClellandら

は，達 成 動 機 な らび にTATに よ る測 定 方 法 に 注

目 し，TATに よっ て個 人 の達 成 動 機 の 高 低 の 測

定 が 可 能 で あ る こ と， 実 験 状 況 を 操 作 す る こ とに

よ り，TATの 物 語 内 容 に表 れ る達 成 動機 に 変化

が あ る こ と を 明 らか に した(McClelland， Ato・

kinson， Clarak，&Lowel1，1953)。 彼 らは， テ ス

トが 彼 らの 一・般 的 な能 力 や リー ダー シ ップ を 明 ら

か に す る もの で あ る とい う説 明 を予 め 行 な っ て達

成 動機 を 高 め た 被験 者 と， そ の よ うな 操 作 を 行 わ

な か っ た 被験 者 とに分 け て，TATを 施 行 した 。

そ して， 「優 れ た 基 準 の設 定 」， 「ユ ニ ー ク な や り

方 で の遂 行 」， 「長 期 に わ た る達 成 」 とい った達 成

動 機 の基 準 を 設 け て被 験 者 の物 語 内 容 を評 定 し，

達 成 動 機 を 高 め た 被験 者 に お い て， よ り高 い達 成

動 機 点 が 得 られ る とい う結 果 を 得 て い る。

 TATは あ い まい な刺 激 で あ る絵 画 を被 験 者 に

見 せ て物 語 を つ く らせ ， そ こに 投 射 され る被 験 者

自身 の欲 求 や 動 機 な ど を分 析 す る とい う技 法 で あ

る。被 験 者 が 自発 的 に 自由 に 言 語 表 現 を 行 な い ，

自己 を 投 射 した もの を 分 析 対 象 と す る 点 に お い

て ，TATとWAI技 法 は類 似 して い る。 ま た，

WAI技 法 が 「私 は 誰 で し ょ う?(Who am'1?)」

とい う教 示 を与 え ， 被験 者 自身 の こ とを語 る よ う

に要 求 して い る点 を 考 え る と，WAI反 応 に 表 れ

た達 成 動 機 につ い て の表 現 を 被 験 者 自身 の達 成 動



機の強さとして分析することが可能と思われる。

 近年 日本においては，生涯学習についての議論

が盛んである。成人 した後も学習を続け，自分を

高めていこうとする姿勢には，その個人の達成動

機が強 く反映 しているように思われる。そこでわ

れわれは，WAI技 法を用いて， このような個人

の達成動機の分析を試みることにした。その際，

生涯学習を実践 している人々として，放送大学の

学生を被験者として用いることにした。放送大学

は，わが国の生涯教育のための中核的な存在とし

て，昭和58年4月 に設置 された高等教育機関で

ある。昭和60年4月 より学生の受け入れを開始

し，平成元年3月 には第1期 の卒業生が誕生 し

ている。放送大学に在籍：している学生の構成を見

ると，年齢的には30才 以上が全体の約2/3を 占

め，教員，公務員，会社員，個人 ・自由業，農業と

いった有職者が 過半数 を占めている(「平成元年

度 放送大学学園要覧」 より)。放送大学卒業 の

ためには，4年 以上在籍 し，テレビ・ラジオでの

放送授業を視聴 してレポー トを提出すること，各

地域にある学習センターでの面接授業に出席 し，

単位認定試験を受けること，最終年度には卒業研

究を行な うことが必要とされている。実際，放送

大学で卒業を 目指 している学生にとって，放送大

学は物理的な時間 にお いて も， 精神的な自己関

与度においても生活の中で大きな比重を占めてい

るようである。このように，放送大学在学生の多

数を占める社会人，中 ・高年齢者にとって，放送

大学に在学 し，なおかつ卒業を目指す ことは容易

なことではな く，単に知的欲求があるという以上

の強い意欲が必要である。つま り，放送大学に在

学する学生は，一般の人々に比 して強い達成動機

を特性 として持っていることが予測される。そ し

て，WAI技 法が達成動機を測 る道具として有効

であるなら，放送大学に在籍する学生の集団は，

そうでない人/1の 集団に対 して，高い達成動機の

強 さを示 すことになる。このような 仮説に 基づ

き，放送大学に在籍する学生にWAI技 法を施行

し，放送大学以外の人々と反応を比較す ることに

した。

 以上のように，われわれは，WAI技 法を用いて
“達成動機”についての分析を試みることにした

。
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そ して， こ の試 み を 通 じて，WAI技 法 が ， パ ー

ソナ リテ ィの特 定 の側 面 を 評 価 す る道 具 と して有

用 性 を 持 つ か ど うか を 検 討 して い く こ とに した 。

2.方 法

[被験者とWAI施 行の手続き]

 放送大学の学生に対するWAI技 法の施行に際

しては，次の2つ の手続きのいずれかがとられ

た。その1つ は，放送大学の学習センターにおい

て，面接授業の時間中に集団施行す るというもの

である。教室でWAI用 紙を配布し，被験者全員

に口頭でWAI技 法についての教示を与え，その

後で被験者からの質問を受けた。記入に要する時

間には個人差が あるため，20～30分 の時間を与

えたが，時間内に書き終わらなかった被験者に対

しては，授業終了後の休憩時間や自宅での記入を

求め，後日回収 した。2つ めの手続きは，放送大

学在学中の学生に個人的に依頼するものである。

被験者にWAI用 紙を手渡して 口頭で教示を与

え，自宅で記入して後 日提出するよう求めた。今

回のデータ収集においては，氏名，年齢，現住所，

学歴，職業などをフェイス ・シー トに記入する通

常のWAI用 紙での施行が難 しいため，年齢と性

別のみを記入する無記名WAI用 紙を使用 した。

また，いずれの手続きにおいても，WAI記 入の

教示では今回の研究の目的については触れず，一

般的なWAI技 法の教示のみを与えた。

 以上のような手続きを経て収集された放送大学

生の有効データ数は，30才 以上の男性82名 ，女

性186名 ，計268名 分であった。一一方，放：送大

学の学生に 対す る比較対照群は，1989年 度 まで

表3-1 被験老 の内訳

年 齢

30代
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60墾
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驫 ㌧
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に収 集 され て いた30才 以 上 の 有 効 デ ー タ， 男性

2，549名 ，女 性2，875名 ，計5，424名 の中 か ら放

送 大 学 の学 生 以外 の男 性112名 ， 女性210名 ，

計322名 を ラ ン ダ ムに 抽 出 した 。表3-1は ， 放

送 大 学 と対 照 群 の被 験 者 の構成 を 示 した もの で あ

る 。

基 準 作 成 が 進 め られ た 。 また ， そ れ に 基 づ く評価

も，_，t.；_cの基 準 で 評 価 が 行 な わ れ る よ うに な る ま

で ， 上 記3名 の合 議 に よっ て行 な わ れ た 。な お ，

被 験 者 の属 性 に よ って ，評 価 に バ イ ア スが か か ら

な い よ うに す るた め ， 被験 者 の属 性 は評 価 者 に ふ

せ て 評 価 を 行 な った 。

[達成 動 機 の 評価 と集 計]

 達 成 動機 の 評価 に際 して は， 上 記 の全 被 験 者 の

WAIの 各 反 応 に 対 し， そ こに 表 現 され てい る達

成 動機 の 強 さを 弱 い方 か ら “± ”，“+”，“幵 ” の3

段 階 で評 価 した 。そ して ， これ ら の評 価 に 対 応 さ

せ て， それ ぞれ0点 ，1点 ，2点 の達 成 動機 得 点

を 与xた 。手 続 きの 第1段 階 で は ，達 成 動機 に 対

す る評 価 基 準 を 作 成 した 。全 被 験 者 のWAI反 応

の中 か らい くつ か を 任 意 に取 り出 し， それ ぞれ の

反 応 を 読 み ，達 成 動機 が よ り強 く表 現 され て い る

と思 わ れ る 反 応 か ら順 に 並 べ て い き， そ れ ら を

“升 ”
，“+”，“± ”の3っ の グル ー プに わ け た 。次

の段 階 で は， こ の よ うに して得 られ た 反 応 を 基 準

例 と して，590名 の 被験 者 す べ て のWAI反 応 に

つ い て の評 価 を行 な い ， 被 験 者 ご とに 達 成 動 機 点

を算 出 した 。表3-2は ，実 際 に 達 成 動 機 評 価 に お

い て “十ド'，“+”，“± ”と され た 反 応 例 を示 した も

の で あ る。 達 成 動 機 の 評 価 は ，最 終 的 に は， 放 送

大 学 の 学 生1名 が お こな った が 評 価 基 準 の作 成

の段 階 で は ，心 理 学 を専 攻 す る大 学 院 レベ ル の者

と教 員 が各1名 ず つ 加 わ り，3老 の 合議 に よ っ て

表3-2WAI反 応の達成動機についての評価例

3.結 果

 以 上 の手 続 きに 従 い ， 各 被 験 者 ご とに 達 成 動機

得 点 を 算 出 した 結 果 ， 達 成 動 機 得 点 は ， 最低 が0

点 ，最 高 が8点 で あ った 。次 に，達 成 動機 点 の 平

均 を 所 属 集 団(i.e.， 放 送 大 学 の学 生 ；対照 群)，性

別 ，年 齢(i.e.，30代 ；40代 ；50代 ；60才 以 上)

で 分 け て 算 出 した 。そ の結 果 が 表3-3で あ る。さ

らに ，所 属 集 団 ，性 別 ， 年 齢 を要 因 と して， 達 成

動 機 得 点 に対 す る分 散分 析 を行 な った 。

 分 散分 析 の結 果 は， 所 属 集 団 の 主 効 果 の み が

0.1%水 準 で 有 意 で あ った(表3-4)。 こ の結果 も

示 す とお り， 所 属 集 団 間 で ， 平 均 得 点 に 大 きな差

表3-3 達成動機得点の平均と標準

偏差

評個 点

一

2

樽

…

                                                               ロ

LL.. 反   応   倒

    やる気 搬気 勇気 元気人一倍あり十十

    まだまだこれからだと思 う。ファイ トはいつも湧く.

    私はOO(会 社名》の益々の発展に努力します。

    4年 で必ず卒業するつもりである。

    何かに挑戦している暗がつらいけれ どとても楽しい。

  1 ・私は仕事が好譽です。十

   ・本をたくさん競みたい。

   ・私は1っ くらい習い事をしたいと思っている.

   ・現在ワープロに挑戦 しています。

1_・ わか・な・・と蝴 べ・・が好・である・ ・百鰍 などで・

t。.。 、、主娼です.

   ・東京都民である。

   ・簾行が趣味である。
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表3-4 達成動機得点の分散分析

 璽   因     dJ  F  値

所属(放 送大 ・対照群)  1  117.09rrr

性別           1   0。16

年代          3   2.OO

所属 ×性別         1   0.82

所属 ×年代         3   3.14

性別X年 代        3   0.9】

所属x性 別 ×年代     3   2。16

          **r♪ くO.001
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O一一〇 対照群(女 性)

        〆'x

津ン・・/2幅 鞠《㌔

x

覗

Rj.......：SIL'NYga...y..ad
'

30代

         6     △             o

  へ ぬ       て し ア       ア しア   コ   40代     
50代     60～

      年 齢

図3-1 達 成 動 機 得 点 の 平 均

が 認 め られ る 。放 送 大 学 で は1.54で あ るの に 対

し， 対 照 群 は0.44と ， 放 送 大 学 の方 が か な り高

くな って い る。性 別 に つ い て は， 分 散分 析 で は有

意 な 効 果 が 認 め られ ず ，所 属 集 団 ご とに見 て も，

放送 大 学 で は ， 男 性 の 平均 得 点 が1.44， 女 性 が

1.59で ， 対 照 群 で は， 男 性0.46， 女性0.42と

な っ て い る。 こ の よ うに， 各 所 属 集 団 内で は 性 別

に よっ て平 均 得 点 で差 は生 まれ ず ， そ の差 は 所 属

集 団 問 に生 じて い る こ とが わ か る 。

 年 齢 につ い て も， 分 散分 析 で有 意 な 効 果 が 認 め

られ て い な い 。 しか し， 所 属 集 団 と性 別 ご とに ，

年 齢 に よ る平 均 得 点 の推 移 を グ ラ フ化 す る と， 図

3-1の よ うに な る 。 まず ， 対照 群 で は ，平 均 得 点

は0.3か ら0.6ま で の 値 を 推 移 し，年 代 や性 別 に

よ る差 異 は ほ とん ど認 め られ な い 。放 送 大 学 では

男 女 と もにす べ て の年 代 で対 照 群 を大 き く上 回 っ

て い るが， 男性 で は年 代 に よ る変 化 は あ ま りな い

の に対 し， 女 性 で は ，40代 以 降 年 齢 が 高 くな る

に 従 い平 均 得 点 は 高 くな る傾 向 を 示 して い る 。特

に ，60才 以 上 で は2.54と ， す べ て の 年 代 ・性

別 ・所 属 グル ー プを 通 じて 最 も高 い 得 点 を 示 して

い る 。対 照 群 の女 性 で は，60才 以 上 の 平 均 が 他 の

年 代 とあ ま り異 な らな：い た め ， 放 送 大 学 との 差 異
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表3-5達 球動機の反応を示した被験
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が非常に大きなものになっている。

 ところで，達成動機得点の全体平均を見ると，

0.94と なっている。これは，WAI反 応の中の20

の回答の中に，達成動機を示すと評価された回答

が1つ もない被験者が 多数いることを示唆 して

いる。そこで，達成動機を示す反応をした者の数

を実際に算出 してみることに した。具体的には，

1点 以上の達成動機点を持つ被験者，つまり，何

らかの達成動機を感じさせるWAI反 応を少なく

とも1つ 以上記述 した被験者数を算出し，集団に

おけるパーセンテージも算出した。その結果が表

表3-5で ある。これを見 ると，達成動機を示す反

応をしている者は，全体で46.8%と なってお り，

半数以上の被験者は，WAI反 応において達成動

機を示 していないことがわかる。さらに，所属集

団，性別，年齢を要因として，度数法による分散

分析も行なった(表3-6)。

 分散分析では，平均得点を指標 とした場合 と同

様に，所属集団の主効果のみが有 意 とな って い

る。全体的にも平均得点を指標 とした場合 と同様
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表3-6達 成動機反応をしている被験

   者数の分散分析

 要   因

所属(放 送大・対照群)
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 図3-2 達 成 動 機 反 応 者 の 割 合

の傾 向 が 見 られ る 。放 送 大 学 の 全 体 で は65 .7%

の者 が ， 何 らか の達 成 動機 に 関 す る反 応 を して い

る のに 対 し， 対 照 群 では31.1%と な って い る。

また ， 男 女 別 に 見 る と， 放 送 大 学 で は 男 性 が

68・3%， 女性 が64.5%0で あ る のに 対 し，対 照 群 で

は 男性 が34.8%， 女性 が29.0%で あ った 。つ ま

り，所 属 集 団間 に お い て大 き な差 が 生 じてい る の

に対 し， 各 所 属 集 団 内 では 性 別 に よ る大 きな 差 は

認 め られ な い 。また ，図3-2に 示 され て い る よ う

に， 所 属 集 団 と性 別 ご とに ， 年 齢 に よ る推 移 を グ

ラフ化 して も同 様 の傾 向 が 認 め られ る。 放送 大 学

は ， 男 女 と も， い ず れ の 年 代 に お い て も対照 群 よ

りも高 い 割 合 を 示 し， 放送 大 学 の 女性 は年 齢 が 上

が るに 従 い 割 合 も上 昇 し，60才 以上 では88.5%

と，す べ て の年 代 ・性 別 ・所 属 グル ー プ を通 して

最 も高 い 割 合 を示 して い る。

4.考 察

 以上のように，WAI反 応に表れた達成動機を

評価 し，達成動機得点の平均を放送大学と対照群

との間で比較 したところ，2つ の集団間には大 き

な 差 が 認 め られ た 。放 送 大 学 では す べ て の性 別 ・

年 代 に お い て ，達 成 動 機 得 点 が 対 照 群 を 大 き く上

回 る とい う結 果 が 得 られ た 。 また ， 分 散 分 析 の結

果 に お い て も， 放 送 大 学 生 か 否 か とい う所 属 集 団

の要 因 のみ が ，有 意 な 効果 を持 つ こ とが 示 され た 。

この結 果 は， 放 送 大 学 に 所 属 す る者 は そ れ 以 外 の

人 々 に比 して， 高 い 達 成 動 機 を 持 つ とい う仮説 を

支 持 して い る 。そ して ，性 別 や 年 齢 の要 因 よ りも，

放 送 大 学 とい う集 団 に所 属 して い るか否 か が， 達

成 動 機 の強 さに 関連 して い る こ とを示 して い る。

 一・方 ， 高齢 の放 送 大 学 生 に お い て は， 達 成 動 機

に 男 女 差 が 認 め られ る。放 送 大 学 の女 性 は ， 特 に

40才 以 上 に お い て ， 年 齢 が 高 くな るに 従 っ て達

成 動機 が 強 くな る とい う傾 向 を示 してい る 。 この

よ うな 男 女差 を理 解 す る手 が か りの1つ は，放 送

大 学 へ の進 学 動 機 の違 い に あ る よ うに 思 わ れ る。

何 らか の調 査 結 果 に 基 づ くも ので は な い が ， 高 齢

者 の放 送 大 学 へ の進 学 の動 機 に は ， 大 き く分 け て

2種 類 の も のが あ る よ うに 思 わ れ る。1つ は ，「老

後 の時 間 で 以 前 か らや りた か った こ と を や り た

い 」 とか ， も っ と漠 然 と，「余生 を何 か有 意 義 な こ

とに 使 い た い」 とい う もの で あ る。 も う1つ は ，

「若 い 頃 に 受 け る こ との で きな か った 大 学 教 育 を

受 け た い」 とい う もの で あ る 。高 齢 に な っ てか ら

放 送 大 学 へ在 籍：す る と い うこ とは ， か な り強 い 意

欲 ， 体 力， 知 力 の持 ち主 で な け れ ば 難 しい 。AII・

port(1961)も 述 べ て い る よ うに， 能 力(compe・

tence)と い うの は ， か な り基 本 的 な 動 機 の1っ

と言 え る 。お そ ら く， 後 者 の よ うな進 学 動機 で放

送 大 学 へ 在 籍 して い る人 は ， 条 件 さえ 恵 まれ て い

れ ば ， 若 い 頃 に 大 学 へ進 学 して い た人 々 と考 え ら

れ ， この よ うな 人hは ， 資 質 と して は エ リー トで

あ り， 当 然， 高 い達 成 動 機 を持 っ て い る と言 え る

で あ ろ う。結 果 と して， 比 較 的 ゆ と りの感 じられ

る前 者 の よ うな進 学 動 機 の人hよ りも強 い 達 成 動

機 を示 す こ とに な るで あ ろ う。

 そ して， こ の よ うな 進 学 動 機 の 違 い が ， 高 齢 の

放 送 大 学 生 の男 女 の間 に もあ る よ うに 思 わ れ る。

男 性 の場 合 は ， 大 学 に 行 くこ とが 現 在 ほ ど一・般 的

で は な か った に して も， 高 等 教 育 を 受 け て か ら社

会 に 出 て 活 躍 す る とい うこ とが ，1つ の ライ フ ・

コ ー ス と して 確 立 して い た 。従 っ て ， 男性 の放 送



大学への進学動機は，大学教育を受けたいという

よりも，退職後の時間を有意義に使いたいとい う

ものが多 くなる。それに対 し女性は，特に現在40

才以上の人!lの場合，文化的，祉会的，経済的な

理由によって，若い頃に高等教育を受ける機会が

少なく， この傾向は年齢をさかのぼるほど強い。

そして，放送大学に在籍：する女性の中には，大学

教育を受けるだけの意欲，体力，知力に恵まれな

が ら，若い頃に高等教育を受けることができなか

った人hが 多 くいると考えられる。結果 として，

高齢の放送大学生の男女におけるこのような進学

動機の違いが，達成動機の強さの違いとして現れ

たと考えることもできるであろう。

 実際，そのように非常に強い達成動機を持った

女性の一・群が存在 していることは確かなように思

える。例えば，放送大学の学習センターにデータ

収集に出向いた折 りにも，各教室で…番前の席で

授業を熱心に聞 く中高年の女性の姿を多く見かけ

た。また，WAIへ の記入を依頼した場合に最 も

自発的に進んで応じてくれ るのも，熱心に自分が

理解するまで教示の意味などを質問するのも，中

高年の女性であった。このような印象は，放送大

学の中高年女性の，実際のWAI反 応を読んでい

る時点でもうなづけるものであった。そこで，事

例 として実際のWAI反 応を2つ ほど挙げてみ

たい。

事例1 59才 女性 放送大学

1

2

3

4

⑤

⑥

⑦

8

⑨

⑩

11

12

13

放 送 大 学 が 好 き

私 は生 け花 を教 え る のが 好 き

何 に で も興 味 が あ る 。

料 理 を す る のが 好 きだ が時 々手 抜 きをす る。

勉 強 が 楽 しい 。 だ が難 しい 。

面 接 授 業 が 好 き、直 接 先 生 に会 え るか ら。

暇 が あ る とボ ラ ンテ ィア をす る 。

自分 で健 康 の ため ヨガを 暇 を み て や る.

語 学 は 難 しい が 必 死 で が ん ば って い る.

読 書 が 好 き

水 泳 が 好 きだ が 、 時 間 が 無 い.

テ ニ ス も好 きだ が 、 時 間 が 無 い.

ワー プ ロを や っ と覚 え た面 白 い.
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14和 裁 を す るの が 好 きだ が卒 業 ま で は やめ て い

  る.

15植 木 の世 話 が 好 き、 だ が 、 暇 をみ てや る 。

16絵 画 を描 くのが 好 ぎだ が 今 は 時 間 が 無 い.

17 絵 画 を観 る の も好 き

⑱ ま じめ で あ る 。

⑲ 誠 実 で あ る.

⑳ せ っか ち で あ る 。

事例2 65才 女性 放送大学

1

2

3

4

5

6

7

只
)

⑨

10

⑪

⑫

13

14

「
Q

ρ
0

1

1

17

8

0
ゾ

ー
↓

-
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放 送 大 学 生 で あ る.

華 道 教 授 を してい る.

元 洋 裁 教 師.

日本 画 を 描 く.夢 中 に な れ る趣 味 で あ る.

団 体 の 役 員(会 長)を 受 け て い る。

来 春 卒 業 の 予 定 で あ る。 が ん ば る 考[注 ：
“積 ” の間 違 い1も りで あ る

。

学 ぶ こ とは楽 しいが 、 苦 しい こ とで も あ る 。

時 間 を2倍 欲 しい.少 々行 動 が トロ くな った

気 が す る.

何 に で も興 味 が あ る.

何 で も責 任 を 自分 が 一・人 で 背 負 って しま う.

責 任 感 が 強 い ■[注 ：被験 者 自身 の訂 正 部 分]

ま じめ で あ る.

子 ど も好 き.

卒 業 した ら種hや りた い こ とが あ る.

主 婦 で あ る.主 婦 とは 一・家 の プ ラ ンナ ーで も

あ っ て楽 し くもあ る.

主 人 は じめ 家 族 を 愛 して い る.

も し息 子 が 結 婚 した ら、 お 嫁 さん と仲 良 く楽

し くや りた い 。

相 手 の よい こ とだ け を見 て、 悪 い処 は許 す よ

うに心 掛 け た い

誰 と で も、 仲 良 くで き る.

「他 人{ひ と}[注 ：被 験 者 自身 が ル ビを ふ って

い る]は 皆 わ が 師 な り」誰 の言 葉 か 忘 れ た が .

好 きな 言葉 で あ る

粗t1か しい 、忙 しい為 もあ る。

 どちらの事例 も達成動機の高さを感 じさせる内

容であるが，特に生活空間の広さ，指向の範囲の
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広 さが 目を引く。これらは，放送大学の女性のケ

ースで目につ く特徴である。放送大学生は，放送

大学での学習に時間を費やすことはもちろんのこ

と，それぞれ別の趣味や所属団体を持っているこ

とが多い。 また，「何にでも興味がある」とい う

表現が両者に共通 しているのは非常に暗示的であ

る。また，1つ めの反応は，それぞれ 「放送大学

が好き」，「放送大学生である」と記述 してあ り，

両者とも放送大学に対するアイデンティティの強

さを感 じさせる。このように，放送大学の女性の

達成動機が中高年において強くなっていくという

今同の結果に関しては，経験的に非常に納得でき

るものであった。

 ところで，今回の研究では，反応に示 された達

成動機をその強弱により0点 ，1点 ，2点 とい う

得点に置き換えている。WAI技 法は自由回答法

であ り，得 られ る反応は千差万別である。それら

を段階のある得点に置き換えることについては，

評価基準を決めているとはいえ，評価者の主観に

も影響を受けやす く，基準もあいまいにな り易い

という問題があることも否定できない。しかし，

評価基準を作成する際により多 くの反応例を示す

ことに よって，このような問題はある程度解決で

きる。また，多 くの評価者に独立に評価を行なわ

せて，その結果がどのくらい一致するかを確認す

るとい う方法 も考えられる。今回の分析では，達

成動機についての反応を少な くとも1つ 以上し

た者の数を指標の1っ として用いた。このような

方法は，情報量が減るとい う意味ではデメリット

もあるが，評価の安定性をよくす るためには有効

な方法と言える。特に，評価対象に段階をつける

ことが難 しい場合には，評価の時点からこのよう

な評価方法をとることも考えられ る。このような

問題も含めて，今後，分析技法の検討が必要であ

ろ う。

 本章の研究の目的は，パーソナ リテ ィの特定の

側面の評価におけるWAI技 法の有効性を検討す

ることにある。今回は，放送大学の学生が一般の

人々に比 して強い達成動機を示すとい う予想通 り

の結果が得られた。今後，「達成動機」 と同様に，

パーソナリティの様hな 側面に焦点を絞って評価

を行な うことも可能と思わ れ る。それは，WAI

技法の1っ の活用方法と言えるであろ う。また，

それらの知見を積み重ねることによって，まだ未

発達と言えるWAI技 法の分析技法の発展に寄与

するものと期待される。

 しかしながら，WAI技 法があらゆる問題に対

して有効性を持つとは言えない。それは，WAI

技法が自由回答法であるため，研究者が知 りたい

側面についての反応を得られるとは限らないから

である。今回の分析では，約半数の被験者が達成

動機を示す反応をしたが，問題とする側面によっ

ては， このような 高い頻度 の反応 を得 られない

ことも予想される。WAI技 法では，パーソナ リ

ティのほとんどすべての側面についての記述が出

現 し得るが，その中でも出現 しやすい側面と出現

しに くい側面があることが知られている(岩 熊 ・

槇田，1991b)。 例えば，能力的な側面については

反応が少ないため，これらの分析に用いることは

難 しいように思われる。一方，指向的側面につい

ての反応は，WAI技 法において比較的出現しや

す く，バラエティもあるため，焦点を絞って評価

を行な う方法が有効性を持つと言えるであろう。

このように，WAI技 法の応用的な利用について

は，反応頻度を含めた反応特性をよく検討 した上

で用いる必要があるだろう。そして， このような

研究例を積み重ねることにより，様 々な知見が得

られるとともに，WAI技 法の特性 も明確になっ

てくるものと思われる。



ヨ4

おわ りに

1.研 究の総括

2. 今後の研究課題と展望

0
り

4

0
0

0
0

1.研 究の 総括

 本 モ ノ グラ フは ，rWAI技 法 を用 い た 自我 の実

証 的 研 究 」 の成 果 の一 部 を ま とめ た もの で あ る。

こ の モ ノ グ ラ フで は 特 に ， 最 終版 基 準 書 の作 成 過

程 とそ れ に よ る 反 応 頻 度 の分 析 ，WAI技 法 を用

い た 達 成 動 機 の分 析 に つ い て述 べ た 。 こ こで は，

こ の モ ノ グ ラ フ の研 究成 果 に つ い て概 観 す る。

 第1章 では ，研 究 プ ロ ジ ェ ク トの 目的 とこれ ま

で の 研 究 成果 に つ い て述 べ た 。 そ こで は ， プ ロジ

ェ ク トの 目的 と して5つ の 目的 が 挙 げ られ て い

る。特 に ，第1目 的 で あ る個 人 のself・imageの

内 容 と範 囲 の把 握 と，第2の 目的 で あ るそ の 反 応

頻 度 の把 握 は ， こ の プ ロジ ェ ク トの 中 心 的 な 課 題

で あ った 。これ に つ い て は ，第2章 に お い て 最 終

版 基 準 書 の作 成 とそ れ に 基 づ く反 応 頻度 の分 析 に

よ って 示 され て い る。 ま た， プ ロジ ェ ク トの 目的

の 中 に は まだ 十 分 に達 成 され て い な い も の もあ る

が ， それ に㌔r)いて は次 節 で さ らに検 討 を加 え る 。

 第2章 で は ， 上 に も述 べ た よ うに ， “基 準 書 ”

の最 終 版 の作 成 の過 程 と， そ れ に 基 づ く反 応 頻 度

の分 析 結 果 に つ い て述 べ た 。 基 準 書 は ，WAI反

応 を 分 類 す るた め の 反 応 カ テ ゴ リー で，WAI反

応 の 内容 分 析 の結 果 に 基 づ き帰 納 的 に 作成 され て

い る 。これ は ，1983年 に この プ ロ ジ ェ ク トが 開始

され て以 来 ， 改 訂 が 重 ね られ て お り， 今 回 ，最 終

的 な改 訂 を終 え た も ので あ る 。最：終版 基 準 書 は，

小 項 目と 呼 ば れ る168の カ テ ゴ リーで 構 成 され

てお り， これ らの 小 項 目は ，大 項 目 と呼 ばれ る9

つ の上 位 カ テ ゴ リーの も とに ま とめ られ て い る 。

最 終 版 基 準 書 を用 い た約4，000名 のWAI反 応 の

分 析 結 果 に よ る と，大 項 目 く指 向〉 は平 均 反 応 数

が 最 も多 く，self・imageや 自我 ・自己 と 指 向的

側 面 との 間 に 強 い 関 連 が あ るこ と を 示 唆 して い

る。 また ，名 前 ， 性 別 ， 年 齢 と い った 基本 的 な 属

性 が 年 少 者 に お い て 多 く， これ らがself-image

の発 達 的 な基 礎 に あ る と も考 え られ る 。小 項 目単

位 の分 析 で は， 〈112職 場 ・職 業 〉， 〈113学 校 〉，

〈201家 庭 内 の役 割 〉の言 及 率 が 特 に 高 か った 。こ

れ らは ， 社 会 生 活 や 人 間 関 係 の場 の 中心 で あ り，

これ らがself・imageの 重要 な要 素 で あ る こ とを

示 唆 して い る。 そ の 他 に ， 日常 生 活 や キ ャセ ク シ

ョンに 関 す る小 項 目の 言 及 率 が 比 較 的 高 い こ とが

示 され た 。 この結 果 は ， この よ うな 外 的 な 対 象 を

含 め た 個 人 の 心 理 的 な世 界 全 体 が ， 自我 ・自己 の
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領域であることを示唆 している。

 第3章 では，WAI技 法を用いた新 しい試みと

して，達成動機の分析を行なった。従来のわれわ

れの研究では，上記の基準書を中心とした帰納的

な分析が主であったが，ここでは，基準書を用い

ず，達成動機 という1っ の側面に狙いを絞って分

析を行なっている。具体的には，達成 動機 が 強

い と予想 され る放送大学の学生を被験者 として

WAI技 法を施行 し，それ以外の者のWAI反 応

との比較を行なった。その際，1つ1つ の反応が

どのくらい達成動機を示 しているかを判断するた

めの基準を実際の反応から作成 し，その基準に基

づいてすべての反応を評価するとい う手続きをと

った。このように して達成動機得点の平均を放送

大学 と対照群との間で比較 した。その結果，2つ

の集団の間には大きな差が認められ，放送大学で

はどの性別年代においても対照群を大きく上回る

とい う結果を得た。また，分散分析の結果におい

ても，放送大学か否かとい う所属集団の要因のみ

が，有意な効果を持つことが示 された。この結果

は，放送大学に所属す る者はそれ以外の人' に々比

して，高い達成動機を持つという仮説を支持 して

いる。そして，性別や年齢の要因 よりも，放送大

学 という集団に所属 しているか否かが，達成動機

の強さに関連 していることを示 している。このよ

うな結果は，WAI技 法が 「達成動機」を測る道

具 として有効であることを示 している。また，「達

成動機」 と同様に，パーソナリティの様々な側面

に焦点を絞って評価を行な うことも可能と思われ

る。このような知見を積み重ねることによって，

WAI技 法の分析技法の発展に寄与す るものと期

待される。

2.今 後の研究課題 と展望

 わ れ われ は，約10年 に わ た っ てWAI技 法 に

関す る実 証 的 な研 究 を 行 な っ て きた 。そ の中 で 得

られ た成 果 も少 な くな い が ， や り残 され た課 題 も

存 在 す る 。 そ の 中 で 特 に 重要 な の は ，WAI技 法

の パ ー ソナ リテ ィ診 断 へ の適用 の 問題 で あ る。 こ

こで は ， まず ， これ まで に 得 られ た 知 見 か ら，

WAI技 法 のパ ー ソナ リテ ィ診 断 へ の適 用 可能 性

に つ い て考 え てみ たい 。

 わ れ わ れ の研 究 プ ロジ ェ ク トが 最 も力 を 入 れ て

取 り組 ん で きた の が ，WAI反 応 に 現 れ る内 容 と

そ の頻 度 の把握 で あ る。 そ れ は ， つ ま り， 基 準 書

の作 成 と基 準 書 に よ る反 応 頻度 の分 析 とい う こ と

に な る。 わ れ わ れ が これ らに 力 を 入れ て き た理 由

は ， これ らがWAI技 法 を パ ー ソナ リテ ィ診 断 に

適 用 す る 際 の 前 提 とな る と考 え たか らで あ る。

WAI技 法 に よ って 個 人 の何 を知 る こ とが で き る

の かが 明確iに な って い な け れ ば ，WAI技 法 を

パ ー ソナ リテ ィ診 断 に 利 用 す る こ とは で きな い 。

そ うい う意 味 で は ， 基 準 書 の作 成 を 通 じて 得 られ

た知 見 は ， わ れ わ れ の期 待 以 上 の もの で あ った 。

そ れ は ，WAI反 応 の 帰納 的 な分 析 の結 果 ， WAI

反 応 が理 論 的 に 考 え られ た パ ー ソナ リテ ィの あ ら

ゆ る側 面 に 及 ぶ こ とが示 され た か らで あ る。 しか

も， 各 側 面 は ， 内 容 分 析 や 反 応 パ タ ー ンの結 果 ，

ま と ま りを 持 って現 れ て き た の で あ る。 これ は，

理 論 的 に 導 き 出 され た パ ー ソナ リテ ィ ・ス キ ー ム

を ，期 せ ず して実 証 した こ とに な る 。そ こ で， わ

れ われ は こ の結 果 に基 づ い て， パ ー ソナ リテ ィ ・

ス キ ー ム を整 理 しな お し， 実 証 的 な 知 見 を 反 映 し

た も の に した 。 こ の パ ー ソナ リテ ィ ・ス キ ー ム

は， パ ー ソナ リテ ィ診 断 を 行 な う上 で も枠 組 み と

な る も の で あ る 。 つ ま り，WAI技 法 は ， パ ー ソ

ナ リテ ィ ・ス キ ー ム と の対 応 関 係 を 持 つ とい う意

味 で ， パ ー ソナ リテ ィ診 断 に お い て有 効性 を 持 っ

て い る と言 え るで あ ろ う。

 こ の よ うに ， 得 られ る情 報 の範 囲 に つ い て は，

WAI技 法 の パ ー ソナ リテ ィ診 断 に対 す る有 効 性

が示 され た が ，情 報 の “質 ”， つ ま り，WAI反 応

が個 人 に と って どん な意 味 を持 つ のか とい うこ と

も検 討 して お く必 要 が あ る。わ れ わ れ は ， 残 念 な

が ら， 直 接 的 に こ の問 題 に 取 り組 ん だ 分 析 を 行 な

っ て いな いが ， い くつ か の分 析 の中 で ， 間 接 的 な

知 見 を 得 てい る 。そ の1つ は， 第3章 で 示 した

達 成 動 機 に 関 す る分 析 で あ る。 この 分 析 に お い て

は ， 放 送 大 学 の 学 生 を 被験 者 と して い る。 わ れ わ

れ は ， この 分 析 を 始 め る以 前 か ら， デ ー タ収 集 な

どの た め に 放送 大 学 を 訪 れ て お り，放 送 大 学 の学

生 が 強 い達 成 動機 を持 っ て い るこ と を， わ れ わ れ

の 自身 の 目で 見 て きた 。 もち ろ ん， これ は主 観 的



な 判 断 に 基 づ くもの で は あ るが ， 放送 大 学 を卒 業

す るた め の 要 件 を 考 慮 す れ ば ， 当 然 の こ と と も思

わ れ る 。 そ こで，WAI技 法 を用 い て放 送 大 学 の

学 生 とそ れ 以 外 の 者 を 比較 す る こ とを試 み たわ け

で あ るが ， そ の結 果 は ， わ れ われ の 予 測通 り， 放

送 大 学 の 学 生 が 強 い達 成 動機・を 持 つ こ と を 示 し

た 。 これ は，WAI反 応 が ， わ れ われ の見 て き た

放 送 大 学 生 の 姿 を 反映 して お り， 被 験 者 の幻 想 や

そ の場 限 りの い い 加減 な反 応 とは言 い切 れ な い も

の で あ る こ とを示 して い る と言 え る で あ ろ う。

 WAI反 応 の “質 ”に 関す る も う1っ の 知 見 は ，.

WAI反 応 の相 互 関 連 性 の分 析 で得 られ て い る 。

こ の分 析 で は，WAI技 法 を施 行 した後 で， そ れ

につ い て被 験 者 自身 に イ ンタ ビa.`一'を行 な っ てい

る 。そ の結 果 ， 被 験 者 が 自分 の反 応 内容 に つ い て

積 極 的 に コメ ン トを 述 べ る傾 向 が 示 され た 。そ し

て これ は ， 被 験 者 が 反 応 内 容 に 対 し強 い興 味 を 持

って い る こ とを 示 唆 して い る。 つ ま り，個 人 は 自

ら のWAI反 応 の 内 容 に 強 く 自我 関与 して お り，

見 方 を 変 え れ ば ，個 人 の 自我 関与 し て い る も の

が ，WAI反 応 に 現 れ て い る と 見 る こ と も可 能 で

あ ろ う。 この よ うに，WAI反 応 は， 個 人 の生 き

た姿 を反 映 し， 個 人 が 自我 関 与 して い る対 象 ， あ

るい は， そ の個 人 が “関 わ っ て い る”世 界 を も反

映 す る と言 え る で あ ろ う。

 この よ うな知 見 を考 慮 す る と，WAI技 法 は ，

反 応 の範 囲や そ の質 か ら， パ ー ソナ リテ ィ診 断 に

適 用 す る上 で の最 低 必 要 条 件 を 満 た して い る と言

え る。 しか し， 具 体 的 に パ ー ソナ リテ ィ診 断 に 用

い る際 の手 続 きに つ い て は ， 試 作 段 階 の もの は い

くつ か あ るが ， まだ 十 分 な検 討 は 為 さ れ て い な

い 。評 価 手 続 きの 作成 に あ た って は ，大 き く分 け

て2っ の方 向が 考 え られ る 。そ の1つ は， いわ

ゆ る標 準 的 な評 価 手続 き を確 立 す るこ とで あ る 。

標 準 的 な 手続 き の長 所 の1つ は ，誰 が 評 価 に あた

っ て も同 じ様 な 評 価結 果 が 得 られ ，WAI技 法 が

公 共 性 を 持 つ こ とにつ なが る こ とに あ る 。例 え

ば， あ る評 価 者 がWAI反 応 か ら導 き 出 した パ ー

ソナ リテ ィ評 価 は ， そ の結 果 を見 る別 の個 人 に と

っ て も信 頼 で き る も の とな る 。結 果 的 に は ，WAI

技 法 に よ っ て， パ ー ソナ リテ ィ診 断 を 行 な う人h

の 間 で の情 報 交換 が 可能 とな る。 も う1つ の方 向
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は，WAI技 法 を 使 用 す る評 価 者 が ， それ ぞれ の

目的 に あ わ せ て ， 自分 な りの評 価 方 法 を作 りだ し

て い く とい うもの で あ る。WAI技 法 で得 られ る

情 報 が 広範 囲 に わ た る こ とは既 に示 したが ， 必 ず

し もす べ て の 評価 者 が それ らす べ て を必 要 と して

い るわ け で は な い 。 パ ー ソナ リテ ィ診 断 と言 って

も， 臨 床 ，教 育， 人 事 ， 産 業 衛 生 な ど多 様 な 場 面

が 考 え られ ， そ の 目的 や それ を取 り巻 く状 況 もそ

れ ぞ れ に 異 な る。従 っ て， 必 要 とされ る情 報 も診

断 を 行 な う状 況 に よっ て異 な る ことに な る 。 この

よ うな場 合 ，個hの 評 価 者 が ，そ の場 面 に お い て

WAI技 法 の 施 行経 験 を 積 み 重 ね る こ とに よ っ

て， 自分 の必 要 とす る情 報 を 得 るた め の 評 価 手続

き を作 り出す こ とが 必 要 とな るで あ ろ う。

 WAI技 法 の評 価 手続 きに つ い て は， この よ う

な こ とが 考 え られ るが ， 現 在 最 も必要 な の は， 実

際 のパ ー ソナ リテ ィ診 断 の事 例 を積 み 重ね る こ と

で あ る 。 この よ うな 事 例 の蓄積 か ら， 標 準 的 な手

続 きが 確 立 して い くこ とに もな る し， ま た， 個 人

が 自 らの 評価 手続 きを作 成 す る上 で も 参 考 と な

る。 本 モ ノ グラ フに は ， 巻 末 に事 例 集 と して38

名 のWAI反 応 が 掲 載 され て い る。 事 例 集 は ，

「組 織 行 動 研 究 」 のNo.16(槇 田 ・岩 熊 ，1990)

とNo・19(岩 熊 ・槇 田 ，1991b)に 掲 載 され て い

る 分 を 併 せ る と， 小 学 生 か ら70才 以 上 の 老 人

ま で の133事 例 とな る。 これ らを 見 る こ と で ，

WAI反 応 の特 徴 や 感 触 もあ る程 度理 解 で き るの

で は な いか と思 う。

 以 上 の よ うに ， 今後 の 重 要 な 課 題 の1っ は，

WAI技 法 のパ ー ソナ リテ ィ診 断 へ の適 用 の問 題

で あ る 。 しか しそ の 他 に ， プ ロ ジ ェ ク トの 目的 と

して は 明 確 に 挙 げ られ て い な いが ， 解 決 してお く

べ き問題 や ，研 究 の過 程 で大 き な意 味 を持 っ て き

た 問題 もあ る。 そ の1つ は ，WAI反 応 の 出 現

順 序 ，即 ち， あ る反 応 が20の 回 答 の うち の何 答

目に現 れ るか とい う位 置 と， 反 応 内容 や 被 験 者 に

とっ て の それ に 対 す る意 味 づ け な ど との 関 係 で あ

る。 これ に つ い ては ， 他 の研 究 者 に よ って ， い く

つ か の研 究 結 果 も示 され て い るが ， わ れ わ れ は ，

正 面 か らは 扱 って い な い 問題 で あ る。 出 現順 序

は，WAI反 応 の 基 本 的 な性 質 の1つ と も考 え

られ るた め ， 分 析 す る必 要 のあ る課 題 と言 え るで



36

あ ろ う。同様 に， “自分 ら し さ”の ○ に つ い て の

分 析 も， まだ解 決 され て い な い課 題 で あ る。 これ

に つ い て は ，WAI技 法 施 行 の 際 に，○ を 付 け 忘

れ る被験 者 が 多 い た め， 分 析 され ず に きた 。 しか

し， これ が個 人 を理 解 す る上 で 重 要 な 手 が か りと

な る可能 性 もあ るの で， 分 析 を 行 な っ てお く必 要

が あ る よ うに思 わ れ る 。

 そ して， 最 後 に 残 され た 課 題 は ， “自我 ”，“自

己 ”，“パ ー ソナ リテ ィ” とい った 基 本 的 な概 念 に

関 す る問 題 で あ る 。 これ らの概 念 の 問題 は ， 多 く

の心 理 学 者 あ るい は 哲 学 者 を 悩 ませ て きた 問題 で

あ り， 簡 単 に 解 決 で き る課題 とは 思 わ れ な い 。 と

ころ が ， 先 に も述 べ た よ うに，WAI反 応 の帰 納

的 な 分 析 結 果 とパ ー ソナ リテ ィ ・ス キ ー ム との間

に は 対 応 が 認 め られ て い る。わ れ われ が もと もと

WAI技 法 を用 い た理 由 は， これ が 自我 あ る いは

自己 を理 解 す る上 で有 効 な技 法 と考 えた か らで あ

り， この よ うな結 果 を期 待 して い た わ け で は な

い 。 この結 果 は ，WAI技 法 の帰 納 的 な 分 析 に よ

って ， それ ま で実 証 的 に 示 され る とは 考 え られ て

い な か っ た パ ー ソナ リテ ィ ・ス キ ー ムを ， 実 証 的

な方 法 で示 した こ とを 意 味 す る 。 また ， 自我 や 自

己 の概 念 と パ ー ソナ リテ ィの概 念 が ， 何 らか の強

い関 連 を持 つ こ と も示 唆 して い る 。そ うい う意 味

では ， これ ら の概 念 を 実 証 的 に 明 確 に す る と まで

は いか な い まで も，WAI反 応 の分 析 か ら， 何 ら

か の手 が か りが 得 られ る可能 性 もあ る と考 え られ

る 。

 以上・WAI技 法のパーソナ リティ診断への適

用の問題を中心に，今後の展望や課題について述

べてきた。残 された課題は，必ず しも少な くない

し， また， 容易に解決できるものばか りで はな

い。 しか し，WAI技 法の潜在的な可能性も含め

て考慮すれば， これ らの課題の解決は，やがて何

らかの果実をもたらす ものと期待できる。このよ

うな期待のもとに，われわれだけでな く，多 くの

研究者や パーソナ リティ診断の専門家が，WAI

技法に関する研究を積み重ねていくことが望まれ

る。
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2.WAI事 例集
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1.最 終 版 基 準 書

 基準書は，WAI反 応のための評価カテゴリー

である。基準書は，WAI反 応の内容分析の結果

に基づいて帰納的に作成 されている。ここに掲載

した最終版基準書は，1983年 に初版が作成され

て以来，数回の改訂の結果得られたものである。

この基準書には，小項目と呼ぼれる168の カテゴ

リーがあ り，それらは大項 目と呼ばれ る9つ の上

位カテゴリーに分類されている。

 ここには，最終版基準書の全カテゴリーの小項

目名と例示を掲載 した。小項目名は，各カテゴリ

ーの全体を代表するように付けられてお り
，例示

は，実際どのような反応がそのカテゴリー一に分類

されるかを示 している。実際の分類評価において

は，小項 目名 と例示を総合的に見て，最 も近いと

思われるカテゴリーに反応を分類 す る こ とにな

る。なお，基準書の巻末には，小項 目名及び例示

の五十音順索引を掲載 してある。

 最終版基準書の構成は以下のよ うに な ってい

る。

大 項 目 名

1.社 会

庭家a

体個翫

力能4

5.情

力

}

意

一

6.力   動

7.指   向

8. そ の 他

9.無 回 答

小項目番号

101-r117

201 211

301～303

401～409

501～542

601～627

701～755

801～803

901

小項 目名 ・例示索引

ジ一ぺ

64

48

49

一

49

冖

50

54

56

60

60

61



46

社 会
一.一-τ 『㎜『 『}『 『… 一 

小項目名 例 示
   一一 一  冒一 一.- 一一 . 齟皿}一 一_” 闇_

101 ・山田太郎 です。

名前 ・鈴 木です。

・礼 子 です 。
・名 前は～ です

。
・旧 姓 ～ です 。

一 一

102 ・ニ ッ ク ネ ー ム は ～ です 。

ニ ックネーム ・～とい うあ だ名があ ります 。
・人 か ら～ と呼ばれ ています 。

一 一舮. 一

103 ・男 で あ る。

性別 ・女 で す 。

・男 ではあ りませ ん。
一   一一

1U4 ・～ 才 で す 。

年 令 ・世代 ・未 成 年 。 中年 。
・三 十 代 。

・思 春 期 。
・若 い で す 。

・大 人 。

・大 人 と 子 供 の 間 。
・お じさ ん 。 お ば さ ん 。

・私 はそ ろそ ろ還暦 を迎 える。
一.一_一_一 .皿 . 冖 一 【 一 一一

105 ・～ 年 ～ 月 ～ 日生 ま れ 。

生年月日 ・戦前派 。戦後派 。

・犬年生 まれ。
・昭 和.J桁

。

・天 秤 座 。

・団塊 の世 代。
皿{}}囲  

ユ，06
・東 洋 人 。

人種 ・国籍 ・日本 人 。

・国籍 はアメ リカ。
・ア ジ ア人 。

・黄色人種 。
・大和民族 。
・日系二世 であ る。

・ハ ー フ です 。
   τ下…TJ呂 兀E}冒r『 π冒皿 一一r一 }

107 ・東京都民 。

住所 ・～ 市 民 です 。
・杉 並区 に住 んでい る

。
・昔

、 ～ に住 ん で い た。
一    一 『 一r一 冒一一 一                                           7ら所 τT『}}一 一

 小項目名

108

暮し方

ios

出身 ・育 ち

110

家柄 ・

 家 の職業

111

結婚

     例 示

・アパー ト暮 し。
・寮生 。下宿人 。

・山の上に住 んでい る。
・一人 暮 し。

・単 身赴任中。

・～ 出 身 。

・～ で生 ま れ た
。

・本 籍 は ～ 。

・江 戸 っ 子 。 浜 っ 子 。

・～ で 育 っ た 。
・下 町 育 ち 。

・田舎 者 。

・上流 階級 。

・中流家庭 。

・家は八 百屋 をや っている。
・農家 に生 まれ た。

・～家の子 孫。
・祖先 は～

。

逸

l

l

1

8

9

0

 

業

 

職

2

・

1

場

1

職

・結婚 している。
・独身 である。

・新 婚 であ る。
・縞婚～年 。
・金婚式 を迎 えた。
・離 婚歴が ある。

・会 社員。 サ ラ リー マン。OL。

公 務員。教 師。歯科 医。
・社 会人。

・会社名。職種 。仕：事の 内容。 部

暑。
・自営業 を営 んでい る。

・仕 事が忙 しい。
・仕 事が好 き。

・仕 事に不熱心 。
・上 司 とうま く行 ってい る。

・上 司に恵 まれ ていない 。
・転職 を考 えている。

・～年働 い ています 。
・定年 聞近。

・無職 。



小項目名

113

学 校

1.14

学 歴 ・職 歴

11J

クラブ ・

所属 団体

       例 示
_1

  ・学校名 。学生。学 年。学部 。学

  籍番号 。

  ・高校生 。大学生 。浪人。受 験生。

  ・大学 で～を勉強 を して いる。

  ・学校が好 き。

  ・学校へ行 きた くない。

  ・先生が嫌 い。

  ・高校生活 は面 白かった。

二⊇.一.-一 一 一7一 ¶崩卜

116

友人 ・恋人

・学歴。
・出身校。
・職歴 。
・～社に勤め てい た。
・～高校のOB

。
・元 海軍申尉

。

・児童 文化研究 会に入 ってい る
。

・クラブに青春 をかけ ている
。

・サークルの部長 。
・学生 時代は ラグ ビー部 だった。
・会社 でサー クル に入 っている。
・近所 の茶道の サークルの代表

。
・早朝野 球のチ ームのエー ス。
・大学 で～ゼ ミに入 ってい る

。
・～ゼ ミのOB 。
・サー クルには入 っていない。
・町内会長 です。
・地元の消 防団員。
・PTAの 理 事。
・子 供会の役 員。
・老 人 クラブの会長。
・ライオ ンズク ラブの会 員

。

・～君 と友達。
・友人 を大切 に してい る

。
・友人 に感謝 してい る。
・友人 が多い、少 ない。
・友達 が欲 しい

。
・友人 は少 ないが

、深 くつ きあ う

方。
・恋人が いる。
・片思 い申。

・～さん は私 の恋人 です
。

・私 の彼女 は可 愛い。
・～さんが好 きです。
・～ 君に憧れ ています。

一一一=一 郷一陶軽亜ユ4。 、__“ 匸7一 τ三_3__ _=__冨_

一 一最終版基準書一  47

名 『i
  1一_一_L__

L

例 示

・年収。 月収。収入.ボ ーナ ス。
・年金 を～ 円も らっている

。
・仕 送 り。

・アルバ イ ト料
。

・お こづか い。お年玉 。
・初 任給 は～万円。
・経 済的に 自立 してい る。
・共 働き。
・その 日暮 し。
・年金 暮 しを している。
・アルバイ ト、 パー トを してい る。
・貯金 が～ 円あ る。
・へ そ く り を して い る 。
・株 主 。

・消 費 者 。

・納 税 者 。 青 色 申告 者 。

」
                                                                  『
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家 庭

小項目名

一 一}一 一一畠 隔一 邑『 』一一一一 一 一}

      例 示
__L一 一_一_.._.__    _ _

201 ・父0母 。 夫 。 妻 。 嫁 。

家庭内の役割 ・長 男 。 長 女 。 末 っ 子 。

・一 人 っ 子 。

・兄 。 姉 。 弟 。 妹 。

・～人兄 弟の～番 目。
・～ 家 の 一 員 。

・世 帯 主 。 当 主 。

・未 亡 人 。

・扶養家 族を持 ってい る。
・主婦(家 事 をす る人)。

・妊婦(も うす ぐ母親 にな る)。

『 一 一  丁一一}                  7一

202 ・両親 と うま くい ってい る。

両親 ・親 孝 行 。

・親 を大切 に しない 。
・両親健在 。
・親子喧嘩 が絶 えない。
・両親 と別居 しています 。
              馳『畔，

203 ・父親が好 き。

父親 ・父親 とうま くい っていな い。
・父はあ ま り家にい ませ ん。
・父親は公務 員。

・父親が いない。
・父は一年前 に亡 くなった。

一閏____，___.___し_顧.「_一 一 齟}

204 ・母親 を尊敬 してい る。

母親 ・母親 と仲 が悪 い。
・母親 は私 に厳 しい

。
・母は女手 一つ で私 を育て て くれ

た。

205 ・弟 思 い 。

兄弟姉妹 ・兄弟の ことがた まに気 にな る。
・兄弟 と仲 が悪 い。

・～ 入 兄 弟 。

・姉 が い る。

・兄は別居 してい る。
・兄は～ に勤 めてい る。
・妹 が欲 しい。
  冖 一 一一一 一 一一一繭.丁7一 一一『 '〒

戯 目名i
一____一 ユ

206

子供

20?

配偶者

208

祖父母

        例 示

  ・子供が …人い る。

  ・子煩悩 。

  ・子供に は甘い。

  ・自分の子供 が嫌 い。

  ・子供 に厳 しい。

  ・娘の結婚 が心配。

  ・子供達 はも うそれ ぞれ の家庭 を

   持 っ ている。

  ・子供が いない。

  ・子 どもが欲 しい。
一一一_■ ________一 一_.一___『_.__『____

209

孫

210

親 戚 ・親族

・良 妻賢母の妻 がい る。
・夫 とうま くいって いない。
・夫は教師 を してい る。

・夫 と死別。
・亭 主関 白。
。妻 の健康が気 がか り。
・今 の妻 とは再婚 。

 ・お ばあ ちゃん子。

 ・祖父 と仲が悪 い。

 ・祖 父母は健在 。

 ・お じい ちゃんに長生 き して欲 し

 い。

 ・祖 父は大阪の人 。
L一     一一一 一____.________一____一

_____F_」 一..

211

家族との関係

・孫 が10人 いる。

・孫 が可愛い。
・孫 は うるさい。
・孫 は元気 だ。
・孫 の顔 が早 く見たい。

・叔 父が好 き。

・姪 が可愛い。

・姑 と うま くいってい ない。
・子供 の頃、従兄 弟 とよ く遊 んだ。
・曾祖 父は軍人 だった。
・あ ま り親戚付 き合 いは してない。

・家族 を愛 している。

・～人家族 。
・家庭第 一。
・家庭 は安 らぎの場 。
・家族 に冷 たい。



個 体

小項目名

301

容 姿 ・体格

302

健康 ・体質

例 示

・身長 。 体 重 。

・や せ て い る。 太 っ て い る 。
・背 が 低 い 、 高 い 。

・中 肉 中 背 。

・体 格 が 良 い 、 悪 い 。

・筋 肉質 。

・手 足 が 短 い 。

・顔 が大きい。
・色黒 。

・眼鏡 をかけ ている。
・父親 に似て いる。
・～に似 てい る。
・男前 。ハ ンサム 。

・美人 。かわい い。
・容姿 は人並。

・実際 よ り若 く見 られ る。
・近 ごろめっき り白髪 が増 えた。

一尋一一一一一一一一一一一一 一一一 一一 一 一 一_唏 一 一 一 一__一 一一

303

身体的能力

・健 康 で あ る 。

・持 病 が あ る 。

・疲 れ や す い 。

・ひ 弱 。貧 血 。
・高 血 圧 。

・風 邪 を ひ き や す い 。

・血 液 型 。

・ア レル ギ ー 体 質 。

・汗 か き 。

・寒 が り。 暑 が り。
・左 利 き(利 き 手)

。

・酒 に弱 い 。

・寝 起 き が悪 い 。

・反射神経 が発達 してい る。
・走 るの が速い。
・器用。不 器用。
・目が良 い、悪 い。
・耳が良 い、 悪い。
・味覚が発達 して いる。
・声が良 い。ガ ラガラ声 。
・声が大 きい。
・腕力があ る。
・力持 ち。
・体 がい うことを きか な くなっ た。

一一一一最 終 版 基 準 書 一一一  49

魯旨力

小項目名 i      l
______.一_一 ⊥_

401

頭が良 い

402

頭が悪い

     例 示

・頭が きれ る.

・見通 しがき く。
・頭は まあ まあ賢 い。

・頭は悪 いわ けで はない。
・IQ(知 能指 数)が 高い。

・頭の 回転 は速い方 である。

.一_一一______P↓

403

個別の能力

 がある

・頭 が弱 い。
・知 能が低 い。

・頭 の回転 が遅 い。

・英 語が得意 。

・ピア ノが得意 。
・テニ スが得意 。
・経 営 ・営業能 力があ る。

・文才があ る。

・字 が上手 。
・ワープ ロが できるn
・円周率 を20桁 言 える。

・一 一 一一一 一 ・一一 一一← 一

404

個別の能力
 がない

405

適応力がある

 ・英 語が不得意 。

 ・経営 ・営業能 力が ない。

 ・数字 が苦手。

 ・歌 が下手。音 痴。

 ・楽器 は全 くできない。

 ・電話番 号が覚 え られ ない。

 ・3が 下 手。

 ・方 向音 痴。
1-n胛一 「'曹翫幽，一 一 一-噌 一一 ～}一 『 一一 一一    『

・指導 力があ る。
・組織 力があ る。
・説得 力があ る

。
・管理者 の能 力があ る。
・人 の扱 い方が うまい。
・要領 が良 い。

・世渡 りが うまい。
・物事 はて きぱき処理す る。
・調 子がよい。
・人 か ら好かれ る。
・もてる。
・柔軟性 があ る。
・適応性 がある。
・順応性 があ る。
・融通が き く。

・気分転換 が うまい。
・気持 ちのき りか えが速 い。
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      コ                              ア  

 小項目名i   例 示
     へ     ロ ユ  へ  ロコ    ヘヲヘ ロ       

406 ；・黼 力がない。

適応 力が ない ：・組織 力がな い。
      コ

      ：・説得 力がない。

      1・ 管理者 の能力が ない。       

      1・ 人の顔 をお ぼ えるのが苦 手。

      ：・要領が悪 い。
      ロ

      ：・世渡りが下手。

      i・時間配分が悪い。
      1・物事をてきぱき処理できない。

      i・切り替えが下手。
      1・猿が下手。
      コ

      1・ 人か ら嫌 われ る。

      1・ もて ない。
      ；.一 一一.一__一.一.____.___一_一'
      コ

407   1・ 美 的セ ンスがあ る。
      コー一ny一般 的 な  1・ 審 美 眼 が あ る

。

 能 力 が あ る1・ 記 憶 力 が あ る 。
      ら

      ；・創造 力が豊か。

      1・ 発想が 豊か。      る

      ：・勉強が得意。
      1・知識がある。      i

・博識。

      i・物知り。
      1・何でも知っているe

      i・雑学博士。
      1・ 運 動 神 経 が 発 達 して い る 。

一一一 一 一 ト ー 一 ・一一 一一一一一一 一 一一一 一 一一

408   1・ 美 的 セ ン ス が な い 。
一 般 的 な  i・ 企 画 力 が な い

。

 能 力 が な い ： ・記 憶 力 が な い 。
      ロ

      1・ 想 像力が貧 困。

      1・ 成績 が悪 い。
      ロ

      1・ 知識 がない。

      i・ 忘れ っぽい。      
1・ 忘れ ものばか りしてい る。，

 _一_._一 . 一!      一「 FTL .u-Lt一一一 、一L.一}-刷 ・一t一一 一一一一一一一 一 一__ 一一 _.__.一 ，

      ほ

409   1・ 運転免許 を持 っ ている。

資格 ・免許 i・ 運 転免許 がない。

      1・ 英検2級 を持 ってい る。
      コ

      1・ 剣道5段 。

      1・ 書道3段 。
      ロ

      1・ 資格 を何 一一Lっ持 っていな い。

・1青意

小項自名 i      l
_騨______ __遵

501

同調的

502

開放 的

503

明 るい

504

にぎや か

      例 示

・外 向的 。
・気 さ く

。
・愛想 が良 い。
・親 しみやす い。
・人 当た りがいい

。
・人 見知 りしない。
・誰 とでもす ぐ仲良 くなれ る

。
・気やす い。
・人付 き合いが よい

。
・社交的 。
。協 調性 がある。
・集 団 で何 かするのが好 き

。

・あ けっぴ ろげ
。

・何 でも人に話す
。

。秘密 を持 た ない 。

 ・明 朗 。

 ・陽 気 。

 ・快 活 。

 ・よ く笑 う。

 ・笑 い上 戸 。

 ・お ち や め 。

 ・い つ も ニ コニ コ して い る。
s一 一 一一}一 一 一 一 一 一・一一 声_

一._ _ア.__」 」

505

お しやべ り

 一 一 一 一，一.ニ}__.-_一

506

ユー モアが

 あ る

・騒 が しい 。
・宴 会 要 員 。

・口 が 軽 い 。

・口数 が 多 い 。
・話 し上 手

。・
・人 前 で話 す の が 得 意

。
・話 題 が 豊 富

。、

 こ とが な い 。
・話 し好 き

。

・人 と話 していて もネ タのつ きた

冗談 が好き。

面 白い。

ひ ようきん。

人 を笑わせ るのが好 き。
， 一靨一一}皿 一一望 冖 『冖 ニー 一曹

507

温厚

・寛 容 。

・鷹 揚 。

・お お らか 。
・お だ や か

。
・温 か い。

・あ ま りお こ らな い
。

・心 が 広 い
。

= 二二、 、〒一`耳一一 一丁7冒L一 、一



一 」 一一

小項目名       例 示
.」L一一

508

  一一

・思 いや りがあ る。

優しい ・親 切 。

・気 だてがよ い。
 -  一  一.『 疊 舮一 一咋

509 ・面倒見 が良 い。

世話好き ・人の相 談にの るのが好 き。
・お せ っ か い 。

・気 が 利 く。

・よ く気 が 付 く。

・困 っている人 を放 ってお けない。

・頼 りがいがあ る。

・人か ら頼 りに され る。
・相談役 ・調整役 になる

。
・包容 力があ る。
・親分肌 。姉 御肌。

L一_ 一_L一

510 ・情 に も ろ い 。

お人好し ・情 に 厚 い 。

・同情 しやす い。
・涙 も ろ い 。

・人 が い い 。

・人を信 じやす い。
 〒 一 一  一

J11 ・一人 でい るのが嫌 い。

寂しがりや ・人がい るとホ ッとす る。
L 皿-             .-一一

512 ・積 極 的 。

行動力がある ・物 事に率先 して取 り組む
。

・自分か らどん どん行 くタイプ。
・行 動 的 。

・実 行 型 。

・じっ と考 えるのは嫌い
。

・行動 しなが ら考 える。
・す ぐに行動 に移す 。
・活発 。
・活動 的。
・元気 。
・いつ も体 を動か してい る。
・わん ぱ く、 お てん ば。
・エ ネル ギーがあ る。

， .幽 一一

513 ・そ そ っ か しい 。

お っち よこ ・ ド ジ
。

ちよい ・軽 率 。

・早のみ こみ をす る。

・あ わ て もの 。

・失敗ばか りしてい る。

晒一富一       一 一 一一 ・■L. 一一=弱硴_一    一 一一一  一一一
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脚 一 罵 幅 一 一 『 ■ -一一 一                                                                w__      一 一

小項目名 例 示
一一 一 一一

514

   一   〒 一 一一 .  一}  .- 一

・気が はや い。

せっかち ・気 ぜ わ しい 。

・せ かせか してい る。

     ・落 ち着 きがない。
一 一一一 ・一 一 一 ・一=験r一 一一 一 噌冨一 一 一

515

        一                 宇一 一 一}一

・調 子 にの りや す い。

お調子者 ・おせ じによわ い。
・のせ られやす い。

一『 」 一.一 一 一π匿r，一 一 一 詈 一 一一 一 幽 一 一一一

516

          一一 一 一一一 一一

・詮 索 好 き 。

好奇心旺盛 ・野 次 馬 。

・何 事に も関心 を持つ。

一 一 』r囗               一 一一 一一一

517

・気 が 多 い 。
.一一一一.一 ・一 一幽一 幽『 『 一  『.         一  一 一「 閭 一  一一一一  一  .一    T一. 一

・従 順 。

素直 ・口答 え し な い 。
             }、 一一

518 ・ず ぼ ら。

おおざっぱ ・やや こしいことが嫌い 。
・几張面 で ない。

・繊細 さに欠 ける。
}一 一匸 一L一     一 一一    一一一一 一一一 一 一

519 ・のん び りしている。

のんき ・お っ と り し て い る 。

・気 が 長 い 。
一_.-__一_ 一一.・ ～ 一 一

520 ・わ けもな く落 ち込 む ことが あ る
。

抑欝的 ・時 々ふさぎ込む ことがあ るU
・一入 でいた くなることがあ る。

.  一一 」一 一  『   齟一一   .』 一一 一             一「一冒 一   .一. _ _

521 ・気 丈 。

度胸がある ・芯 が 強 い
。

・逆境 に強 い。
・動 揺 し な い 。

・大 胆 。

・あ が らな い 。

・勇 敢 。

・あ まりび くび くしな い。
L___一_.一 一_一 一 「一『 」一一 一 一一

522 ・意志 力があ る。

意志が強い ・自制心 が強 い
。

・自分 に 厳 し い 。
・口 が 堅 い 。

一          一      _ π』 「喞一一一一7一 冖 一 一一 一 一一一  ...   一  _
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『 一   一 〒 ち言一=詈 一  T--一r T .-  }--冖 一甲■ 申 一可丁一 『 那「竃蹴 「一一一一 ・・一  一 u一

小項目名
    一一

例 示
「7T .， 皿 畠慶・”

523 ・忍 耐 強 い 。

忍耐 ・根性 ・根 気があ る
。

・我 慢 強 い。

・粘 り強 い 。

・根性 があ る。
・や り通 す 。

・し ぶ と い 。
』，竚 冒--一}}聖 一 τ 一一-卩 ㎜ 一  .訥+『 『 ，.={                   一一

524 ・融通 がきかな い
。

強情 ・頑固
一 .-_.，_一____一______.一_._                 一『一

525 ・頑 張 り家 。

努 力家 ・勤勉 ・地 道 。

・働 き 者 。

・コ ツ コ ツや る 方 。
一曽一 葡 一 一一 一 ， 一 一一一一卩→一

一 『 呻 FL

526 ・しっ か り し て い る 。

主体性がある ・決断 力があ る。
・自立心 があ る。
・他人 をあてに しない。
・自分 をちゃん と持 ってい る

。
・人 に流 され ない。

冒   皿 丁一F  r--一 一言.一一  曹一r一}一 一  ・甲一 一7冊_司

527 ・正義感が強 い。

まじめ ・誠実 ・フ ェ ア 。

・公 正 。

・陰口をきか ない。
・正 直 者 。

・曲がった ことは嫌い。
一 一 -一 『 『 曹一 『 ヨ ～ 一.  一 一一 一_  _

528 ・義務 を果たす。

責任感がある ・義 理 堅 い 。
・律 儀 。

・約束 を守 る。
.一 一一 一 一__」.__ .____ 一

529 ・ 一一 途
。

凝り性 ・情 熱 家 。

・物 事に熱 中 しやすい
。

・物 事にのめ りこむ タイプ
。

・思 い込 ん だ ら命 がけ。
・一一嬬 ・一 一謙 一「・一・等r一晋一・・_一 一一__、______.耳_ア_

小項目名 例 示
      ↓____一_

530    ・やりかけたことを残すと気にな

几帳面    る。

       ・まめ。

       ・潔癖。

       ・完全主義。完璧主義。
       ・きれい好き。

       ・身の回りのものはきちんとして
        おく。

       ・いつも部屋のなかをきれいにし
        ている。
 一Fr.一 一一 ・一 一・一 一一一_■__.}_一 ，___._______，_、.一7.__デ.一__._一 一一._.__

531    ・じっ くり腰 を据 えて考 える。

慎重     ・用心 深い。

       ・無理 な ことは しない。

       ・石橋 をたた いて渡 る。

532    ・の ろい。

ぐず     ・とろい。

       ・ゆ っ くり。

       ・取 り掛か るのが遅 い。
      1「い 一 一'一 『}.冖 『 一『『「'㎜ 一 一.』 一一 一 一一一 一 一  一 一一一鴨

533

無神経

534

内 向的

 ・鈍感 。

 ・にぶい。

 ・図 々 しい。

 ・図太 い。

 ・ふ てぶて しい。

 ・あっ かま しい。

 ・面の皮 が厚い。
一.，一  T一.    『}一   『 .一 一一 一一r一・一・一一 一一 一一  __ 一.

 ・自分の 世界 に こも りがち。

 ・人 付き合 が嫌 い ・下手 。

 ・孤 独が好 き。

 ・大 勢でい るのが嫌い。

 ・一 人でい ても平気n

 ・無愛想 。

 ・とっつき に くいn

 ・愛敬 がない。

 ・ぶ っき らぼ う。

 ・非社 交的。
__.._.一 一 一一ｰ一 一ｰ_一 一ｰ一y

535

無 口 ・口下手

・聞き役 にまわ る。'
・口数が少 ない

。
・寡黙。
・無駄 口は たたかない。
・大勢 で話 しをす るの は苦 手

。
・人前 で話すの が苦手、下手 。
・自分 の考 えをス トレー トに表 せ

 ない。
・自分 自身を表現す る ことが苦手

。
i.冊 蕭 』7下一 一Ψ ・訐詔尸遺一一.



小項目名 例 示
_______，_■ 甲___一___ 一___一______一_一

536

暗い

 ・根 暗 。

 ・陰 気 。

塰

537    ・感情 的に な らない。

冷静 ・クール ・冷 たい。

       ・冷 めてい る。

       ・ニ ヒリス ト。

       ・非情 。

       ・どんな時 でも落ち着 いてい る。

       ・情 に溺れ ない。

       ・感情 を表 さない。

       ・無 表情 。

       ・喜怒 哀楽が顔 に出 ない。

       ・ポーカー フェ イス。
     ↓_.__.『 ，___一_鹽____.__          __、__舮 酬_

538

まわ りが気

 に な らない

539

執着心がない

540

もの ぐさ

541

繊細

・まわ りを気 に しな い
。

・世 聞体 を気 に しな い。
・世 事に無関心 。

・無頓 着。
・気 が利か ない。

・他 人に対す る気配 りに欠け る。

・淡 泊 。

・熱 中 す る こ と が な い。

・欲 が な い 。

・野 心 が な い 。

・物 欲 が な い 。

・淡 々 と し て い る 。

・怠 け者。

 ・面 倒 くさが り屋。

 ・出不精 、筆不精 。

 ・ぐうた ら しているのが 好き。

 ・じっ としているのが好 き。

 ・ぼ んや りしている。

 ・エネルギ ーがない。

 ・無気 力。

 ・ぼ 一っ としている。
L_，_._.一.___--__一________噺.__嚇_呷 卿一__一..， 一 圃一_一__

 ・敏感 。

 ・感 じや すい。
・デ リケrト

。

 ・傷つ きやす い。

 ・感受性 豊か。
_一_一_______」
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目名

性格

例 示
-

 ・典型的 な長女 タイプの性格 。

 ・典型 的なA型 人間 。

 ・や ぎ座 タイ プ。

 ・典型的 な～型の性格 。

 ・典型 的二重人格 。

 ・分裂 的。
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力 璽力
.                 -一=廁『冖 幽7=卿一ゴ』一一=一}一=一 一一 一一 一 昌一 一一

小項目名 例 示
，『胴・『.}  一 一一}  一”冖一-一 「 一 皿 }  一一  冖 一一

sol ・自分 勝 手 。

自己申心的 ・独 断 的 。

・思 いや りがな い
。

・わ が ま ま
。

・身 勝 手 。
・自己主張が強 い

。
・他人 の ことは考 え ない

。
・自意識 が強 い。
・自分 がかわ いい。

一        一 一 甼〒 ヤ.`                       __r

sae ・気分が変わ りやす い。

気分屋 ・気分に波 がある
。

・気 ま ぐれ
。

・今 泣いた烏が も う笑 った
。

・お 天 気 屋
。

『 冊幽』..一一.-・ 一 鱒齢一一 鬼・・争 ・一一一 一一.一_ .一一  一_            T 暫胴-一『 脚同「'一 一 留一一一 _一___

603 ・人の好 みはは っき りしている
。

好き嫌いが ・嫌 いな人 とは 口もきかな い
。

激 しい
一' 一一π「』一 一 』 一噂一一4一一一 一. 幽一 『 一附 _

604 ・移 り気
。

飽 きっぽ い ・浮 気 っ ぽ い 。
・熱 しやす く冷めや すい

。
・意志が弱 い

。
・根気が ない。
・諦 め が 早 い 。
・粘 りが な い

。
・忍 耐力が ない。
・持続性 が ない

。
・三 日坊 主

。
・す ぐ投 げる。

一〕  . .一 }鬯一一一 』一 一一一- ・一一 一唱一一一___.r

605 ・自制心 がない
。

感情的 ・衝 動 的 。
・感情 が激 しい

。
・感情 を抑 え られ ない

。
・うれ しが り屋

。
・泣 き 虫 。

・自分 を抑 え られ ない
。

『 一}一 『『'}國 畠噸 ヤ，'噌 一}一 』'」「r』 一 胴 一一一 一一一.一 一呷 ・ 一-

sos ・怒 り っぽ い 。

短気 ・け ん か 早 い
。

・カ ー ッ と な りや す い
。

卩■一一瞥}一 ㌣一 冖一?， 『尸 冒=一一一一齟舮一 一「孑ヨ「胃 「一一 一一一 一 一7一 ・ 一・f_一 一一____一 一               コ

 小項目名

soy

攻撃的

例 示

       ・けんかずき。

       ・競争心が強い。
       ・闘争本能が強い。
       ・強引。

       ・気が荒い。
       ・乱暴者。
一旧一__響________ 一L

608    ・他人に良く見せようとする。

見栄っぱり  ・ええかっこしい。

       ・人にかっこいいところをみせた
       がる。

       ・目だちたがり屋。
       ・派手好き。

       ・人の上に立つのが好き。
一_一_一 一_._騨._._一_._⊥ ，

609    ・自惚れや。

自信家    ・自信をもちすぎる。

       ・プライドが高い。

       ・自尊心が強い。
       ・自信過剰。

       ・人を見下す。
       ・人をばかにする。
       コロじへ   ヒへ  へ   ココ  リ コヘ コ     コ コね

610    ・高 望み。

野心的    ・理想 が高 い。
一 一・一r・一一一 一 一 一 ・一・一 ._」__.一__._-，__t.一 一.

611    ・勝気。

負 けず嫌い  ・くや しが りや。

       ・人 とは りあい たがる。

       ・意地 っぱ り。

       ・強 が り。

612

生意 気

613

子供 っぽ い

1

 ・かわ いげが ない。

 ・憎 た らしい。

 ・小憎 らしい。
r乳 畠囓『冖㎝ 一-  L` L一一罪 舶 一 一 一.ニー ”一 訛 ・・一 ，一一 一___.=_

 ・無 邪気 。

 ・幼稚 。

 ・考 えが幼稚 です 。

 ・甘 えんぼ う。

 ・家 にいる と親 に甘 えて しま う。
・世間知 らず。

 ・考 えが甘 い。
・大 人に なれ ない

。
・気 が若い

。



 小項目名

614

依存心が強い

615

感 傷的

616

いい加減

617

神経質

618

気 が小 さい

     例 示

・人 をす ぐ頼 りにする。
・す ぐ相 談す る。

・入 に左 右 されやす い。
・優柔 不断。

・ぐず ぐずす る傾 向があ る。

・ロ マ ンチ ス ト。

・ム ー ド派 。

・空 想 家 。

・夢 想 家 。

・感 情 移 入 しや す い 。

・自 己暗 示 に か か りや す い 。

・無 責 任 。

・投 げ や り
。

・ル ー ズ 。

・だ ら しな い 。

・責 任 転 嫁 しや す い 。

・神経 力弍糸田力>4、。

・いつも神経 が張 りつめ てい る。

・神経 が ピ リピ リしてい る。

一一 一 煽置ド屯一 一 一一 冖一r-9， 一屡

619

恥 しが り屋

 620

消極的

  一 一 一 一-      .

・気 が弱 い 。

・意 気 地 が な い 。

・は っ き り 「ノ ー 」 と言 え な い
。

・臆 病 。

・小 心 。
・度胸 が な い 。

・あ が りや す い 。

・緊張 しや す い 。

・焦 る 。

・照れ 屋。
・はにかみ屋 。

・人見 知 り。
・初対 面の人 とはあ ま り話 がで き

ない。

・お とな しい 。
・静 か。
・目だたない。

・地味 。
・我 が強 くな い。
・目立 ちた くない。

・積極性 に欠 ける。
・派手 な事 は嫌 い。

・自分 をあま り飾 りたて ない方。
・控 え目。
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 小項目名
_齟 一_.、一_、_⊥.__.

例 示

621 ・やき もちや き。

ひがみっぽい ・妬 み 深 い 。

・う らや ま しが り屋。
・い じ けや す い 。

・卑 屈 。

       ・疑い深 い。
__ 、，_._____〒 」一________一__『 ，一_.___

622 ・陰 険 。

意地悪 ・あ げ あ しと り。

・口が 悪 い 。

・皮 肉 屋 。

・辛 らつ なこ とを言 う。
・人 をす ぐに とがめ て しま う。
・批 判 癖 。

・人の足 を引っ張 る。
   一 『.

623 ・執 念 深 い 。

しつこい ・根 に も つ 。

・未練が ま しい。

・物事 にこだわる。
圏〔 一一}一 齢一』一'，}騨'一 … 』一z  一

624 ・素 直 で な い 。

あ まの じゃ く ・ひ ね くれ 者 。
・反発心 が強 い。
・す ぐ口答 え してしま う。

_1 匿 一 」一

625 ・か わ い 子 ぶ る。

～ ぶる ・ぶ りっ子 。

・真 面目ぶる。
・偽善的 、偽悪的。

 一一 一    一一 s一

626 ・劣等感 があ る。

コンプ レツ ・マ ザ コ ン 。

クス
圏____=_讐 」_一_._一_噌 矗._一__

62? ・高所恐怖 症。

恐怖症 ・赤面恐怖 症。
・強迫観念 的。

・自分の臭 いが気 になる病 だ。

・自虐 的 。
 __一___._」L____.__一______一一
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指 向
      1

 小項目名       例 示
 _一.________一__L

701    ・自分を成長させたい。

成長欲求   ・偉大な人間になりたい。

       ・自分の人生目標に向かって努力
        している。

       ・明日に向かって生きている。

       ・アイヂンティティを確立させて
        いきたい。

       ・仕事で成功したい。
       ・向上心がある。
}一 一『 皿   _____ri「    一，一 }冂 一 一 一 一・一一一 一

702    ・～という職業に就きたい。

就職の希望  ・～という職業に就きたくない。

       ・～社に入社したい。
       ・看護婦さんになりたい。

       ・水商売はしたくない。

       ・将来、パイロットになるつもり
        だ。

       ・子供の頃、軍人になりたかった。

703    ・結婚したい。

結婚に関する ・結婚生活に憧れる。

 願望    ・～と結婚したい。

       ・～才までに結婚したい。
       ・結婚したくない。

704    ・やせたい。
容姿に対する ・きれいになりたい。

 意識    ・もう少し身軽になりたい。
       ・格好は気にしない。

       ・髪をのばそうと思う。

       ・身だしなみを気にする。
       ・ファッションに興味がある。

       ・服なんかどうでもいい。

       ・年をとっても老けたくない。
       ・鏡を見るたび年を感じる。
      '一

705    ・健康になりたい。

健康に対する ・体力が欲しい。

 意識    ・健康を気にする。

       ・健康のためジョギングしている。

       ・食事に気を付けている。
       ・癌になりたくない。
      ⊥、

706    ・いつま でも若 くい たい。

年 齢に対す る ・年 はと りた くない。

 意識    ・最近 誕生 日が きても嬉 し くない。

       ・老 いを感 じる。

小項目名

707

能力に関する

 願望

Los

性格を変え
 たい

70s

逃避願望

Rio

非現実的願望

雪

…

，
，

い
7

将

…{ 啣
 
剛
↓

……
1

来

?12

現在の

 気分・状態

     例 示

・歌 が うま くな りたい
。

・スキーが うま くな りたい 。
・運転 が うま くな りたい

。
・ワー プロがで きるよ うに な りた

い。

・～な人間 に成 りたい。
・～ さんみ たいな人に な りたい

。
・機転 が利 く人間 にな りたい

。

・蒸発 したい。
・消 えたい。
・家出 したい。
・大人 にな りた くない

。
・でき るな ら逃 避 したい。
・死 にたい。

・翼 が欲 しい。
・猫 にな りたい

。
・戦国時代 に行 きたい

。
・男に生 まれ たか った

。

・将来 は外国 で暮 らしたい
。

・将来 の希望 はまだ ない
。

・10年 後は母親 にな っているだ

 ろ う。
・未来へ の明確 な ビジョンはまだ

 ない。
・老後 はのんび り暮 したい

。
・定年後 は～ した い

。
・進 学 したい

。
・～大学 に入 りたい。
・留学 したい

。

・気分良 好。
・気分 が安 定 している

。
・悩ん でいる。
・落 ち込 んでい る

。
・今 、眠 い。
・この頃 ど うもす っ き りしない

。
・今

、 ～が したい。
・今、欲 しい物 は～だ。
・ワー プ ロを買 いたい。
・車 を持 ってい る

。
・犬 を飼 ってい る。
・所有物。

多 趣味 であ る。

毎 日忙 しい。



小項目名

713

日課 ・習慣

一

一■一 一一 一一『 一 冖一 一一「r

714

生活 目標 ・

 心掛 け

715

自分 に満 足

His

自分に不満

717

私 は幸福

His

私は不幸

一 ，

例 示

・起床 は6時
。

・通勤 には私鉄 を使 っ ている。

・毎 日散 歩す る。
・電話 をよ くす る。

・ピアノを習っ ている。
・掃除、 洗濯に明 け暮 れて います 。
・よ く遊 ぶ。

・余暇 は有意 義に過 ごす べ きだ。
・毎 日が充 実す るよ うに生 きる。
・… 日を：大切 に したい

。
・もの を大切 にす る。
・～をモ ッ トー としている。

・自分の性格 に満足 している
。

・自分の性格 が好き
。

・自分 の生 き方 に満足 している。
・自分 の生 き方 は正 しい と確 信 し

ている。

・自分 に不満 を感 じる。
・自分 が嫌 い。
・自分 の性 格 に不満 。
・自分の性 格が嫌 い

。
・自分の生 き方に不満 があ る。
・私は 欠点 だ らけ です 。
・自分 はまだ未熟。
・現実の 自分 は理想 とは程 遠い

。
・自分 に自信 が持 てない。

私 は幸せ だ。

幸 福感 を感 じる。

自分は恵 まれ てい る。

人 間に生 まれ てよか った。

日本人で よか った。

毎 日が楽 しい。

現在 の生活に感謝 してい ます。

私 は不 幸せだ。

私の人生 は不幸の連続 だ った。

生 きているのは辛 い。

なぜ こんな時代に生 まれ たの だ

ろ う。

何 をや っても うま く行 かな い。

毎 日が嫌 なこ との連続 。
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小項目名

719

楽観的

720

悲観的

721

将来性がある

722

個性的

?23

平凡

724

マ イペース

725

率 直

例 示
L一___.__

 ・物事 にこだわ らない。

 ・くよ くよ しない。
・楽天家。

 ・先の ことは余 り考 えない。

 ・これ といった悩みが ない。

・何 事も悪 い方 に考 える傾 向があ

 る。
・後悔 ばか りしてい る。
・くよ くよ悩 む。

・す ぐ気に病む 。
・悩み が多い。
・心配性 。
・不安 を感 じやす い。
・物事 を気にす る。
・まわ りを気にす る

。
・相 手の顔 色を気 にす る。
・世間体 を気にす る。

 ・将 来性の ある人。

 ・可能性の ある人。

 ・将 来、必ず成 功す る。

 ・絶 対大 き くなる人。

 ・21世 紀 を背負 う人。
一「r }『 一一'}'}一 宀 「馳          一宀一一 一  7 一' 一          一  一

 ・個性 があ る。

 ・ユ ニー ク。

 ・人の 真似 が嫌 い。

 ・自分 は他の人 とは違 う。

 ・変 な人 間。
t

 ・平凡 な生活を送 ってい る。

 ・普通の 人間。

 ・人畜無害 。

 ・無 難 な人 聞。

 ・その他大勢 。

 ・一 般市民。

 ・独立 自尊。

 ・自分 のペー スを大切 に してい る。

 ・思 った ことをまっす ぐに言 う。

 ・物事 をはっ き りさせる。

 ・白黒 をはっ き りさせ る。

 ・言い たいこ とははっき り言 う。
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小項目名

I

l

●

・

L

726

男 らしさ ・

 女 らしさ

727

自他の評価
 のズレ

728
理論指向

例 示

729

経済指向

730

審美指向

・男 ら しい 。

・男 っぽ い 。

・女 ら しい 。

・大 和 撫 子 。
・女 々 し い 。

・男 ま さ り。

・本 当の 自分は人 にはわか らない。
・誤解 されや す い。
・他人 に本 当よ り良 く思われ てい

る。

軈 謙 のが好き・
・頭脳労働 向き。

・行動す るよ り頭 で考 える タイプ。

・一人 で考 えるのが好 き。
・思考的 。

・江戸の 文化 につ いて調べ ている。
・生物学 に興 味があ る。
・哲学が好 き。
・勉強が好 き。

・毎 日必ず経 済新聞 を読む。
・株に興味 があ る。

・世の 中すべ て金。
・節約的 。

・や り くり上手。
・お金の使 い方が うまい。
・経済観念 があ る。

・け ち。
・金 に汚 い。
・浪費的 。
・衝動買 いを して しま う。 ・

・貯金が下手 。

・美 しいものを求め る。
・美 しいものに憧れ る。
・絵 をか くのが好 き。
・音楽が好 き。

・文学に興味 があ る。
・星 を見 るの が好き。
・骨 董品 などに心 を魅 かれ，る。
・茶道が趣味 。
・華道に興味 がある。

・書道 が好 き。
・盆栽が好 き。

                  }--『 「一一一

小囎 名i  例 示
__.____』._一_一__一 」__._._一 』__  『 鷹一 一 一一

731 ・社会 問題に興 味があ る。

社会指向 ・社会 の役に立 ちたい。

・ボラ ンテ ィアを して いる。
・世 のため人の ために何か したい。

            一一曽

732

               『

・政治 に関心 がある二

政治指向 ・支持 政党。

・政治 家の～ さんが好 き
、嫌 い。

・選挙 は欠か さず に行 く。

・権 力指向。

・世 の申すべ て力。

    「一一胃一一 

733 ・信仰 は重んず るべ き だ。

宗教指向 ・キ リス ト教の信者 であ る。
・浄土 真宗 であ る。
・～ 教 を 信 じ な い 。

・神 は存在す る。

__一_鹵 一一 一一

734 ・食べ るのが好 き。

飲食への指向 ・辛 いものが好 き。
・甘 党 。
・酒 好 き 。

・タ バ コ が 好 き 。

・辛 いものは謙 い。

・納豆 は食べ られ ない。
一一一 ㎜T一. 一一  7一 一 幽  一 一  一一 ' 一                  一    一 一

735 ・好 き な ス ポー ツ 。

スポー ツ ・運動 をす るの が好き。

への指向 ・野球 を観 るの が好き。

・ゴル フ をや る 。

・ボー リングは面 白い と思わ ない。
             『一

?36 ・旅行 す るの が好 き。

旅行への指向 ・趣 味は旅行。
・団体 で旅行す るのは簾 い。

一一 『 皿-・ 一 一 一

737 ・賭事 が好 き。

ギヤンブル ・麻雀 はつ きあい程度。

への指向 ・パ チ ン コ をや る 。

・時 々競馬に行 く。

一. 一一 「 「}     .}一.冖}一 一  一 }“ . 7     一

738 ・エ ツ チ
。

男 好き ・ ・好 色 家 。

女好き ・軟 派 。

一 一一 一一  一}冒 



        .一一一 『π一 一 一=一 『 一 一.7 『 『一一一 一一一一.・ 一  一

     3
小項目名 1     例 示

一一   一 一 一 }        - 一一一一 … 弊一、，一

739 ・～ な 人 が 好 き 、 嫌 い 。

好きなタイプ ・タバコを吸 う人 とはつ き合 いた

・搬 いな くな い 。

タイプ ・背の高 い人が好 き。
・厚化粧 の女は嫌 い

。
・京都(東 京)の 人 が好 き

。
・都会の人(田 舎者)が 好 き

。
・貧 乏ゆす りをす る人 は嫌 い

。
_一___.___一___r」L       一一 一一 『 一 一-}『 「』』一 一.r一 詈一一・_ _一__曽__一  _

740 ・革 新 的 。

新しいもの ・常 に流行の先端 を行 っている
。

好き ・変化 を好む。

・新製 品にす ぐ飛 びつ く
。

 }「}L一 一 一_     一  } 『   ・皿 『一 一一 一_=一 一

?41 ・保 守 的 。

古いもの好き ・流行 を追 うのが嫌 い
。

・伝 統 を重ん じる
。

・古い考 え方の 方が好 き
。

「『 一 一.一 一3一   皿一 一一 _  _       一『 一P  }「一 一」一一一 一一 一 一}   一=一 一 圃一 一_  __ _

742 ・ドライブが趣味。

趣味 ・読書が趣 味
。

・映画 をよ く見 る。
・囲碁(将 棋)を よ くや る

。
・手芸、洋裁 が趣 味。
・オーデ ィオ が好 き。
・カラオケが趣味

。
・料理 が趣 味。
・機械 い じりが趣 味

。
'}一 一幽『}皿 一一 一 一 一 一_ 一丁一 _        一

743 ・赤よ り白が好き。

好み ・山 が 好 き 。
・子 供が好 き

。
・人 混みが簾 い。
・自然 が好 き。
・テ レビを見 るの が好 き

。
・～ の フ ァ ン。

『}」 一 一 町               〒一 「 一 『.       一.一 一一皿 『}▼ 一.一 一屯_

744 ・生命 は尊 い
。

生死に対する ・生 き ることは素晴 らしい
。

意識 ・長 寿であ りたい。
・100ま で生 きたい

。
・死 は美 しい 。
・死 を受 け入れ る

。
・死ぬの も運 命です

。
・死につ いてよ く考 える

。

死 は生の一部 。
一 丁=L「 一 二 一「一冫石一 「『 」幽一 一 一 一 一一 一一一  __一__.
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小項目名

745

運命観

     例 示

・運命 を信 じる
。

・運命 を信 じな い。
・運命は受 け入れ る

。
・運 の善 し悪 しで人生 は決 まる

。
・占いを信 じる

。
・占いを信 じない

。

746    ・自然の力は偉大。

自然観    ・自然は大きい。

       ・海は偉大。

       ・山は偉大。
       ・地震が怖い。

       ・天災からは逃れられない。
一 一幽一豐」.『π7-7一一㎜ 一 一 』 一 一一一一一 一一.一一 一 一一一 一=一_ .=_._.______一 一..

747    ・時の流れは止められない。

超自然    ・四次元の世界はあると思う。

       ・未知の物体に興味がある。
       ・宇宙の起源が知りたい。

748

過去について

 の記述

749

帰属意識

・よ く昔の思 い出にふ ける
。

・過去 を省み るこ とが多 い
。

・昔 は良か ったと思 う
。

・若 い頃に戻 りたい
。

・故郷 が懐 か しい。
・故郷の ～はいい所 だった

n
・戦争の時 の ことをよ く思 い出す

。
・経 験 したこと。
・入 院 した ことがあ る

。
・陸 軍に召集 され た。
・大戦 申は勤労動 員に参加 した

。
・戦時 中の記憶 がある

。
・戦後の 食糧難 を体験 した

。

・愛校心 が強 い
。

・愛 社心があ る。
・郷土 愛が強 い

。
・愛国心 があ る。

     一 「r一一一一}一

750    ・私は私以外の誰でもない。

私は私    ・自分は自分でしかない。
 _一.一._一_____↓

751

私は誰

・自分は本 当は何者 なん だろ う
。

・どこか らきて どこにい くのだ ろ

う。
・何の ために生 きてい るの だろ う

。
・自分 がわか らない

。
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そ の 他

小項目名i
_一一____ ___一__」_______

752

実存的記述

     峠

753

生物学的・

 文化的規定

?54

隠喩的な表現

     例 示

・生 きている。
・存在す る個体。

・私一人 しかい ない。
・自分 は世 界で たった一人。

・人 間 。 ヒ ト。 ホモ ・サ ピエ ン ス 。

・宇 宙 人 。地 球 人 。
・生 物 。 動 物 。 哺 乳 類 。

・手 が2本 。 足 が2本 。

亅

 

る

心

 

す

関

 

対

・

5

に

味

5

己

興

7

自

・私 は花。
・私 は風。

・私 は重 くて四角い物体 であ る
。

・私 は ジヤンヌ ・ダル ク。

・自分につ いてもっ と知 りたい。
・自分 に興味 がある。

一 一 一_T一 τr「 一 一一一⊥7___.__.；

小項目名

801

WAIに

 関する記述

例 示

・このテ ス トはおも しろい。
・このテ ス トはつま らない。
・こんなテ ス トで私はわ か らな い。
・質 間の意図 がよ くわか らない

。

802

無効回答

ロ

1・ ふ ざけてい る回答 。
コ

1・ 見 当違いの 回答 。
1

803

その他

無 回答

1-

1・ 無効 回答で はないが、該 当す る
1 小項 目のない回答 。
-

匿 纏撫酪
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         小 項 目 名 ・例 示 索 引

(数字は小項目番号を示す。番号の前に*の 付いたものは小項目名である)

IQが 高い

愛敬がない

あ

愛校心が強い

愛国心がある
愛社心がある

愛想が良い

401

534

749

749

749

501

甘党

あ まの じゃ く

734  犬年 生 まれ

X624

相 手 の顔色 を気 にす る ・・… ・・720

アイデ ンテ イテ イを確立 させ

 て いき たい       701

青色申告者

赤より白が好き
明るい

あがらない

弓
」

り
0

1
↓

4

1
亠

ワ
」

あがりやすい
飽きっぽい

諦めが早い

あまりおこらない     507

あまり親戚付き合いはしてな

 い            210

あ ま りび くび くしな い … … ・521

アル バ イ ト料      117

アル バ イ トを して い る・・・・… 11?

ア レル ギ ー体質      302

あわてもの

セ、

513

    い い加 減         X616

*503 言 いた い こ とは は っき り言 う・725

521    家柄          *110

    家 出 した い        709618

X604 家 にい る と親 に甘 えて しま う ・613

あけっぴろげ

あげあしとり
足が2本
アジア人

604

502

622

753

106

明 日に向 か って生 きて い る…701

汗 か き

焦る
302

618

54?

401

家の 職業         *110

家 は八百 屋 をや って いる ・・…110

生 きて いる        752

生 きて いるの は辛 い    718

生 き る こと は素 晴 らしい ・・…744

意 気地 が ない       618

囲 碁 をよ くや る      742

温かい

頭がきれる

頭が良い
頭が弱い

頭が悪い

X401

402

意志が強い
意志が弱い

X522

石橋をたたいて渡る

意志力がある
いじけやすい

*402  意地 っぱ り

頭の 回転 が遅 い       402

頭の 回転 は速 い方 であ る ・… ・401

頭 はまあ まあ賢 い     401

頭 は 悪 いわ けでは な い… ・…401

新 しい もの好 き      X740

あつ か ま しい       533

暑がり

厚化粧の女は嫌い

兄

兄 は～ に勤 め てい る

兄は別居している

604

531

522

621

611

302

ass

201

205

205

201

205

509

ias

613

意地悪         *622
依存心が強い       *614

偉大な人間になりたい・… …701
一途

一 日を大 切 に した い
529

?14

723

マ ヤ

今の妻とは再婚

今、

             ia5

犬 を飼 っ ている      712

今、 ～ が したい      712

今泣 い た鳥 がも う笑 った … ・・602
ム 眠 い

妹
欲しい物は～だ

妹が欲しい

黒
気

険

色

陰

陰

飲食への指向

隠喩的な表現

712

2U7

712

201

205

sol

53F

s2z

      う

WAIに 関する記述

4

4

3

に
」

ワ
」

り
～

*

*

嘘が下手

疑い深い

*81》1

歌が うま くな りたい

歌が下手

宇宙人

Los

ezl

707

4U4

753

宇 宙 の起 源が知 りたい … … ・747

美 しい もの に憧 れ る    730

美 しい もの を求 め る    730

移り気

自惚れや

海は偉大

占い を信 じない

占いを信じる

う らや ま しが り屋1

うれしがり屋

浮気っぽい

一般市民

姉

姉がいる

姉御肌

アパ ー ト暮 し

甘えんぼう

一 般的 な能 力が あ る    *407

… 般的 な能 力が な い    *408

い つ まで も若 くい たい ・… …706

い つ も体 を動か してい る・… ・512

い つ も神経 が張 りつ めて い る ・617

いつ も ニ コニ コ して いる ・・… 503

いつ も部 屋 のなか を きれ いに

 して い る

田舎者

田舎者が好き

530

109

739

soa

609

746

795

745

6?1

605

604

運 転 が うま くな りた い … … ・707

運 転 免許 が ない      409

運 転 免許 を持 っ てい る・・… ・・409

運 動 神経 が発達 してい る ・… ・407

運 動 をす るのが 好 き    735

運 の善 し悪 しで人 生 は決 まる ・745

運 命観         *745

運命は受け入れる

運命を信じない
運命を信じる

え

映画をよく見る

745

745

?45

742



G2

営業能力がある      403

営業能力がない       404

英検2級 を持っている… … ・409

英語が得意        403

英語が不得意       404

ええかっこしい      608
エッチ           738

江戸っ子         109
江戸の文化について調べてい

 る            728
エネルギーがある     512

エネルギーがない     540

絵をかくのが好き     730

宴会要員         504

円周率を20桁 言える… … ・403

      お

OL

オーデ ィオが好 き

老 い を感 じる

112

?42

70s

]06

507

*518

534

507

618

117

606

弟

弟思い
男好き

男っぽい

男である
男ではありません

男に生まれたかった

男前

男 ま さ り

男 らしい

男 らしさ

お年玉

大人

おとなしい

黄色人種
鷹揚
おおざっぱ
大勢 で いる のが嫌 い

大勢 で話 しをす るの は苦手 …535

おお らか

お 金 の使 い方 が うま い ・… …729

大人と子供の間

大人になりたくない

大人になれない
おばあちやん子

おばさん

お人好し

思い込んだら命がけ

臆病
お こづか い

怒 りっぽ い

お しやべ り

おじいちゃんに長生きして欲

 しい

*505

叔父が好き

おじさん
おせじによわい

おせっかい

おだやか

落ち込んでいる

落ち着きがない

思いやりがある

思いやりがない

面白い

親孝行

親分肌

思 った こ とを まっす ぐに言 う・725

親子喧嘩が絶えない

親を大切にしない
音楽が好き

鑑

驪

鵬
鵬

暢
驪

糊
職

驪

糊

珊
硼
驪
糴

驪
驪

208

210
104
515

509

50?

712

514

503

厚
痴

温
音

おちやめ

お調子者

お っ ち ょこち ょい

夫

女好き

女です

730

*507

404

零738

103

726

*72B

に
U

り
0

1
置
一
-
■
●

匚
0

匚
0

*

*

201

zoo

Zoo

519

sot

512

過去を省みることが多い… ・・748

家事をする人       201

風邪をひきやすい     302

家族との関係       *211

家族に冷たい       211
家族を愛している     211

片思い中         116

勝気          611

格好は気にしない     704
活発           512

活動的         512

家庭第         211

家庭内の役割       X201

家庭は安らぎの場     211

華道に興味がある     730

金に汚い         729

可能性のある人      721

株に興味がある      729

株主          117

神は存在する       733

髪をのばそうと思う    704
寡黙          535

辛いものが好き      734

辛いものは嫌い      734

カラオケが趣味      742

体がいうことをきかなくなっ

 た           303
かわいい         301

かわいげがない       612

かわい子ぶる       625

考えが甘い        613

考えが幼稚です      613

看護婦ざんになりたい・・・・…702

女らしい
女らしさ

      カ 、

カ ー ッと な りやす い

快活
606

503

112

112

×502

301

?40

73?

527

感傷的
感じやすい
感受性豊か

X615

感情移入しやすい

感情が激しい

感情的

会社員

会社名
開放的

会 社 でサ ー クル に入 ってい る ・115

夫 と うま くいっ てい ない … ・・207 顔 が大 き い

夫 と死別

夫 は教師 を して いる

お っ と りしてい る

お天気屋

おてんば

鏡 を見 る たび年 を感 じる・・…704

感情的にならない

感情を表さない

感情を抑えられない

革新的
賭事が好き

陰口をきかない

過去についての記述

完全主義
完璧主義
寛容
管理者の能力がある

管理者の能力がない

外向的

我が強くない
*748 学生

1

1

5

5

5

7

7

5

0

0

7

5

6

1

0

3

4

4

1

0

0

3

3

0

3

3

0

0

0

0

2

1

5

5

6

6

6

5

5

6

5

5

5

4

4

5

6

1

0
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学生時代はラグビー部だった・115  気まぐれ

学籍番号

年
部

歴

学
学
学

113

113

113

楽器は全くできない

             602

気 持 ちの き りか えが速 い … ・・405

気やすい
旧姓～です

*114 教 師

学校
404    競 争+L、ヵ{強4、

学校が好き

501

101

112

60?

クラブに青春をかけている…115

車を持っている      712

*113 兄弟 姉妹

学校へ行きたくない
学校名

113

113

113

523

303

兄弟と仲が悪い

X205

協調性がある

我慢強い

ガラガラ声

頑固
癌 に な りた くない

頑張り家

消えたい

き

京都の人が好き

郷土愛が強い

強迫観念的
*524 恐怖症

    器用

205

501

739

749

627

X62?

～君と友達         116

～君に憧れています    116

ぐうたらしているのが好き…540
ぐず          *532

ぐず ぐずする傾向がある・… ・614

      `ナ

経営能力がある      403

経営能力がない       404

経験したこと       748

経済観念がある      729
705  ～教を信じない      733  経済指向

525 兄弟のことがたまに気になる・205 経済状態

記憶力がある

記憶力がない

機械いじりが趣味
企画力がない

気が荒い

気が多い

気が利かない

気が利く
気が小さい

709
4a7

408

742

408

607

516

538
sae

気が長い

Q
u

ワ
5

り
4

ー

ワ
」

-

*

*

303  経 済的 に 自立 して いる … … ・117

             530
きれいになりたい     704

金婚式を迎えた      111

近所の茶道のサークルの代表・115
緊張しやすい       618

嫌 いな タイプ     *739

嫌 いな人 とは 口も きか ない …603

切 り替 えが 下手      406

キ リス ト教 の信 者 であ る … ・・733

きれ い好 き

    筋肉質
X618 勤勉

気がはやい

気が弱い

気が若い

利き手

聞き役にまわる

気さく

起床は6時
気丈

傷つきやすい

気ぜわしい

519

514

618

613

302

535

501

713

521

541

514

率

ち
婚

軽

け
結

結婚したい

ら
0

∩
σ

I

l

つ
』

ー

匚
0

ワ
6

1
↓

・
 
。

*

結婚したくない

結婚している

絡婚生活に憧れる

鰆婚に関する願望

703

703

]11

703

結婚～年

偽悪的
偽善的

X703

301 潔癖

X525  血液 型

義務を果たす

逆境に強い

ギャンブルへの指向

義理堅い

帰属意識

気だてがよい

sz5

625

528

521

X737

く

決断力がある

ル
家

巴
想

ク
空

～家の一員

～家の子孫

けんかずき

けんか早い
528 健 康

X537

    口数が多い
歌749  口数が少ない

508

几帳面         *530

几張面でない       518

機転が利 く人間になりたい…708

喜怒哀楽が顔に出ない… … ・537

気分が安定している    712

気分が変わりやすい    602

気分転換がうまい     405

気分に波がある      602

気分屋         象602

気分良好         712

口が堅い

口が軽い

口が悪い

口答えしない

口下手

615

505

535

522
505

622

517

くや しが りや

*535

くよ くよ しない

くよ くよ悩 む

暗い

611

719

720

暮し方

クラブ

*536

*108

*115

111

530

30`Z

526

201

110

607

sas

            *302

健康である        302
健康に対する意識     *?Q5

健康になりたい      705

健康のためジョギングしてい
 る

健康を気にする

見当違いの回答

剣道5段

権力指向

下宿人

収

気

月

元

705

?05

802

4d9

732

108

117

512
現 在 の気 分 ・状 態     *712

現 在 の生 活 に感 謝 して い ます ・717

現 実の 自分 は理 想 とは程 遠 い ・716



f4

恋人

こ

恋人がいる

X116

後悔ばかりしている

好奇心旺盛

O
Q

O

-
↓

り
ん

ー
↓

ワ
」

高血圧

攻撃的

高校生

X516

302

小憎らしい 612 資 格 を何 一っ持 っ て いな い …409

この 頃 ど うもす っ き り しない ・712

この テ ス トはお も しろ い … ・・801

この テ ス トはつ ま らな い ・・…801

好み
個別の能力がある

個別の能力がない
X607 子 煩悩

高 校生 活 は面 白か った … … ・113
～ 高校 のOB        114

高所恐怖症

*?43

×403

×404

113  困 っ て いる人 を放 っ てお けな
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302

536

71U

621

熱 しやす く冷めや す い … ・…604

熱 中 す る ことが ない    539

根にもつ

720 粘 りがな い

何をやってもうまく行かない・718
～な人間に成りたい    708

～な人が療い       739

粘り強い
～ 年～ 月 ～ 日生 まれ

年 金暮 しを してい る

623

604

523

105

11?
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年 金 を～ 円 も らって いる ・・…117  非 現 実的 願望

年収
～年働 い て います

年令

ワ
」

り
ム

ー

1

1

1

年齢に対する意識

の

農家に生まれた

非社交的

X710 秘密 を持 た ない

4

0
U

O

O

-
↓

ウ
」

*

*

納税者
能力に関する願望

A
U

ワ
～

1

11
凸

-
1
囀
-

のせられやすい

X707

～ の フ ァ ン

515

743

532

非情
534

537

302

753

poi

406

405

509

100ま で生 き たい

左利き

ヒ ト

の ろい

のん き

のんびりしている

      `ま

X519

ハー フ です

519

106

人当たりがいい

入から嫌われる

人から好かれる

人から頼りにされる
人から～と呼ばれています…102

人がいい         510

配偶者

博識

X207

走るのが速い

恥しがり屋

ワ
」

3

0

0

4

3

働き者

X619

5`L5

は っ き り 「ノー 」 と 言 え な い ・618

発想が豊か 407

sos

6'LO

5U5

505

619

2a1

人 が いる とホ ッとす る ・… …511

人混 み が嫌 い       743

人付 き合 が嫌 い      534

人付 き合 が 下手      534

人付 き合 い がよ い     501

人 と話 して いて もネ タのつ き

 た こ とが ない       505

人 とは りあ いたが る    611

人 に かっ こ いい とこ ろをみせ

派手好き
派手な事は嫌い

話し上手

話し好き

はにかみ屋

母

母親          *204
母親と仲が悪い       204

母親は私に厳しい     204

母親を尊敬している    204
母は女 _，つで私を育ててく

れた

浜 っ 了

早のみこみをする

204

1Q9

513

301

 たが る         608

人 に左 右 されやす い    614

人 に流 され ない      526

人 の足 を 引っ張 る     622

人の 扱 い方 が うまい    405

人 の上 に立 つの が好 き ・… …608

人の 顔 をお ぼ えるのが 苦手 …406

人の 好 みは はっ き り して い る・603

人の 相談 に のるの が好 き ・・…509

人 の 真似 が嫌 い      722

人 前 で話 すの が得意    505

人 前 で話 すの が苦手    535

入 前 で話す の が下手    535

ひ ょ うきん

人見知り

人見知りしない
一 人暮 し

一 人 っ子

ハ ンサ ム

反射 神経 が発達 して いる ・・…303

反 発心 が強 い       624

パ ー トを して い る      117

パ チ ン コをや る      737

控え目

悲観的

ひ

619

501

108

Zoi
一人 でい た くなる ことが あ る ・520

一人 でい ても平気     534

一人 で い るのが嫌 い    511

一一人 で考 えるのが 好 き ・・… ・・728

人 を信 じやす い      510

人 をす ぐ頼 りにす る    614

人 をす ぐに とがめ て しま う …622

人 をばか にす る  .    609

弱

血

人

ひ

貧

美

美的センスがある

美的センスがない

敏感

502

744

506

302

302

301

40?

408

541

貧乏ゆすりをする人は嫌い…739
PT'Aの 理事       115
ピアノが得意       403

ピアノを習っている     713

      ふ

フ ア ッシ ョンに興 味が あ る …704

不 安 を感 じやす い     720

フ ェア           527

不 完全 で意 味 を成 さ ない 回答 ・901

服 な んか どうでも いい ・… …704

ふ ざ け てい る回答     802

普通の人間

ふてぶてしい

筆不精
太 っ てい る

723

a33

540

301

扶養 家族 を持っ てい る ・… …201

古 い考 え方 の方が 好 き ・・・・…741

古 い もの好 き      *741

無愛想

不器用

部暑
ぶ っき らぼ う

物欲がない

無難な人間
ぶ りっ子

～ぶ る

534

303

11'1

534

539

723

625

文学に興味がある

X625

文才がある
分裂的

プライドが高い

平凡

へ

730

403

542

soy

*723

平 凡 な生活 を送 っ てい る … ・・723

へ そ くりを してい る    117

   人を見下す        609 変化を好む
620  人を笑わせるのが好き・… …506  変な人間

ひがみっぽい

卑屈

ハ
U

-
■

り
6

り
乙

ワ
J

a
U

*

★
Ψ

皮肉屋
ひね くれ者

621 批判 癖

szz

624

622

勉強が好き

勉強が得意

746

722

728

407
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方向音痴

弓ま

包容力がある
保守的

星を見るのが好き

404

509

741

?30

753

753

109

未 成年         104

身だ しなみ を気 にす る・… …704

未 知 の物 体 に興 味 があ る ・… ・747

三日坊主

哺 乳類 。

ホモ ・サ ピエ ン ス

本 籍 は～

本当の自分は人にはわからな
 い

ぼ 一 っ と して いる

727

540

117

見通しがきく

身の 回 りの もの は きち ん と し

てお く

4

1
↓

0

0

n
O

4
慢

未亡人

530

ZO1

303

303

      も

も うす ぐ母親 にな る    201

も う少 し身軽 に な りたい ・… ・704

も てな い

も てる

元海軍中尉

耳が良い

耳が悪い

ボー ナ ス

ボー リングは面 白い と思 わ な

 い 735

未来への明確なビジョンはま

だない

未練がましい

ボ ラ ン テ ィ ア を し て い る ・… ・731 ム ー ド派

盆栽 が好 き

ぼ んや りしてい る

ポし カー フェ イス

      ま

麻雀はつきあい程度

730

540

537

毎日忙しい

ワ
ー

り
乙

3

1
」

弓
～

7

毎 日必 ず 経済新 聞 を読 む ・・…729

毎 日が嫌 な ことの 連続 ・… …718

毎 日が充 実す る よ うに生 き る・714

毎 日が楽 しい       717

毎 日散 歩 す る       713

マ イ ペ ー ス

曲が っ たこ とは嫌 い

む

-
↓

リ
リ

ー
工

り
乙

7

ρ
∪

無回答

615

昔、・～ に住 んで い た

昔 は良 か った と思 う

*901

無気力
無口

107

748

540
尸
0

り
4

3

0

5

8

*

*

物事にこだわる

406

40a

114

623

もの ぐさ        *544

物 事 に こだわ らな い    719

物 事 に熱 中 しや す い    529

物 事 にの め りこむ タイプ ・・…529

物 事 はて きぱ き処 理 す る ・・…405

物 事 を気 にす る      720

物 事 に率先 して取 り組む ・… ・512

物事 をて きぱ き処 理 で きな い ・406

物 事 をは っき りさせ る … … ・725

物知 り

無効回答

無効 回答 で はな いが、 該 当す

 る小項 目のな い回答 … … ・803

無職

ものを大切にする

やきもちやき

や

勹
～

4

(
)

-
且

4

ワ
」

野球を観るのが好き

やぎ座タイプ

無神経
無邪気

112 約 束 を守る

*533 優 しい

娘の結婚が心配
X724  水 商 売 は した くな い

孫 は うるさ い

負けず嫌い

527 無責任

209 夢想家

孫

孫が可愛い

-
↓

Q
U

-
↓

O

n
O

2

零

*

孫が10入 いる

孫の顔が早く見たい
孫は元気だ
マザコン

ま じめ

zas

209
zos

209

sZs

真面目ぶる

無駄口はたたかない

613

20s

702

616

615

535

538

537

531

6`Ll

73Ci

542

528

野心がない

X508

野心的

野次馬

539

*610

やせたい

無頓着
無表情
無理なことはしない

姪が可愛い

め

*527 明 朗

625 眼鏡 をか けてい る

全 く書 かれ てい な い回答 ・・…sai

まめ           530

まわ りが気 にな らな い」・… ・X538

まわ りを気 に しない    538

まわ りを気 にす る     720

見栄っぱり

み

味覚が発達している

zoo

503

301

303

303
620
608

s20

726

やせている

山が好き

山田太郎です

大和撫子

大和民族
山の上に住んでいる

山は偉大

目が良い

目が悪い
目だたない

目だちたがり屋

目立ちたくない
女 々 しい

    免許
X608  面倒くさがり屋

身勝手

0
り

ー
よ

0

0

り
0

食
U

51E3

7(14

301

743

101

7`L6

106

ユ08

'746

や や こ しい ことが嫌 い ・・・・… 518

や りか け た ことを残す と気 に

 な る

や り くり上手

やり通す

ゆ

ユ ーモ アが ある

530

729

523

勇敢

X506

X409  優 柔 不断

面倒見が良い

0

0
σ

4

0

【
U

仁
り

友人

-
↓

4

り
4

1

匚
0

0
U

友人が多い

X116

友人が少ない

0
0

R

U

1
1

ー
工

-
■
∩

-
1
呷
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             116

友人 を大 切 に してい る ・… …116

融 通 が きか ない      524

融通 が き く

友人に感謝している    116

友人は少ないが、深くつきあ

 う方

405

532

722

良妻賢母の妻がいる

両親

ゆっ く り

ユ ニ ー ク

陽気

よ

洋裁が趣味

207 私は不幸
X202  私 は不 幸せ だ

3

り
4

ハ
U

4

に
》

ワ
」

両親 健在

両親 と うま くい って いる ・… ・202

両親 と別 居 して います ・・… ・・202

寮生

*718

202 私 は私

料理が趣味

旅行するのが好き

旅行への指向
理論家

容姿

容姿に対する意識

容姿は人並

-
↓

4

0

ハ
U

O
O

弓
「

*

潔

用心深い

幼稚
要領が良い

要領が悪い

301
531

613
405

406
余暇は有意義に過ごすべきだ・714
よく遊ぶ         713

抑欝的         *520

欲 が な い         539

よ く気 が付 く       509

よ く昔 の思 い 出に ふけ る ・・…748

よ く笑 う

108

742

736

718

             X750

私 は私 以外 の誰 で もない … ・・750

私一・入 しか いな い     752

話 題 が豊 富

笑い上戸

わんぱく

理論指向

X736 腕 力 があ る

728

ルー ズ

る

X728

才し

616

礼子です         101

冷静          X53?

劣等感がある       626

      ろ

老後はのんびり暮したい・・…lll

老人クラブの会長     ll5

浪人 113

729

615

505

5Q3

512

sa3

      を

～ をモ ッ トー と して い る・… ・714

浪費的
503  ロマ ンチ ス ト

四次 元 の世 界は あ る と思 う…747

世 のた め人 のた めに何 か した

 い

世の申すべて金

世の中すべて力

嫁

世 渡 りが うまい

世 渡 りが下 手

      ら

ライオ ン ズ クラブの 会員 ・・…115

?31

729

732

201

405

406

      ミb

ワープロができる     403

ワープロができるようになり

 たい

楽天家

楽観的

乱暴者

ワrrプ ロを買 い たい

若い頃に戻りたい
若いです

わがまま
わけもなく落ち込むことがあ

 る

XO7

712

748

104

soi

719  忘れ っぽ い

X719

      り

陸軍に召集された

so7

理屈っぽい

8

Ω
り

4

り
6

ワ
σ

ワ
」

理屈をこねるのが好き… … ・728
離婚歴がある        111

理想が高い

律儀
留学したい

流行を追うのが簾い

sio

528

711

741

0

0
0

り
乙

0

【
0

4

忘れ も の ばか り して いる ・・…408

私の 彼女 は可 愛 い     116

私 の 入生 は不幸 の連 続 だ った ・718

私 は重 くて 四角 い物 体 であ る ・754

私 は風

私は欠点だらけです

4
毯

ρ
0

【
り

哩⊥

ワ
σ

ワ
」

私 は幸福        X717

私 は幸せ だ        717

私 は ジャ ンヌ ・ダル ク ・・・・…754

私 はそ ろそ ろ還 暦 を迎 え る…104

私は誰

私は花

*751

754
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2.WAI事 例 集

 この事例集 には，50代 か ら70才 以上 までの

38事 例 を掲載 した。 掲載 され た事 例には， その

年齢 におい て一般的 な ものと特殊例の両老が含 ま

れ るよ う努めたが，適切な事例がない場合 もあ り，

年齢 ・性別 ごとの事例数には偏 りがあ る。なお，

小学生か ら高校生 までの事例(事 例1～ 事 例48)

は 厂組織行動研究，No.16」 に， 大学生 か ら40

代 までの事例(事 例49～ 事：例95)は 「組織 行動

研究，No.19」 に掲載 され てい るので参照 された

い。

 事例の構成は以下の ようにな っている。

事 例96～111 50代  P.71～77

事 例112～124 60代   P.78～83

事 例125～133 70才 以上 P.83～87

 各事例は，被験 者の反応 を忠実 に掲載 しよ うと

極 力努 めた。各回答は， 回答番号をつけて1つ ず

つ掲 載 してあ り， その回答 に自分 ら しい ものと し

て○が付け られ ている場合， 回答番号を○で囲ん

である。 また， 最終版基準書で 分類 した 際 の 小

項 目番号 を，各回答の最：後の()内 に示 してあ

る。被験老 の回答 の中には， プライバ シーの保護

や 印刷 の都合か らその まま掲載で きなか った部分

もある。それについては以下の よ うな変更を加え

て掲載 した。

50イ ー弋

：事例96 男性 54才(会 社 員》

1私 はサ ラ リー マンです.(112)

2私 は家族 を幸せ にす るため に働 きます.(211.

 1121

3私 は スポーツが好 きです.(735)

④ 私 は酒宴 が苦手 です.(534)

5私 は人 との付合が下 手です.(534)

6私 は健康 です.(302)

7私 は少 し位 の病気 では病 院に行 きません.

 (713)

8私 は政治 に関心があ ります.(732)

9私 は気前 が良い方 です.(509)

⑩ 私 は年 よ りも若い方 です.(301》

11私 は音楽 が好 きです.(730)

12私 は話す事 が下手 です.(535)

13私 は、貧■{乏}で す.(117)

⑭ 私 は煙 草 を吸 ひます.(734)

15私 はオ ジタ リア ン髄 圏{で は}な い.(542)

16私 は ゴル フが下手です.(404)

⑰ 私 は縁起 をかつぎ ません.(745)

18私 は無 神論者 です.(733)

19私 は積極的 に意 見を言 いません.(620)

20，私 は戦 中、戦後 をよ く知 って ます.(748)

① プライバ シー保護の立場か ら，その まま掲載す

 ることがで きない 固有名詞は，〈 〉 の中に 説

 明を入れて省略を行な った。

②被験者 自身が反応内容の削除を行な ってい る部

 分は， ■を用いてあ る。

③文字や文章が，各行の上 や下か ら挿入 され てい

 るものは，{}の 中に入れて印刷 してあ る。

④ その他説 明が必 要な ものにつ いては，※ を用 い

 て回答 の後で 説 明 す るか， あ るいは， 【注 ：】

 として反応 の中で説 明を加 えた。

 職業、 家庭、 身体、能 力、性 格、趣味 、態度 な

どの幅広 い内容 が含まれ ている。中年の男 性 では、

この よ うに広範 な内容が含 まれ る傾 向が ある。

事例97 男性 54才

① 真面 目な人柄 である (527)

② 日常生 活に於 てはマ イペ ース型であ る (724)

3人 情味 が厚 い方 である (510)

④ 神経質 であ る (617)

5衝 動買 をす る時が ある (729)

⑥ 時聞的 には規則正 しい方 であ る (530)

⑦ 見栄 をはる タイプでな く けんそんす る タイプ
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 であ る (620)

8一 一寸 した事 でも場合 によっ ては何 時迄 も気 にす

 る (623)

⑨ 食べ 物 に対 して好 き.き らいがほ とん どない.

 {734)

10流 行 の商品 にと らわれ ない.(741)

11ど ち らか と言 うと口数が少 ない方 である

 (535)

⑫ 几帳面 な性格 であ る.(530)

⑬ 喜怒哀楽 が表情 に出る方 であ る. (605)

⑭ おお らかな気持 を半面 持っ ている.(507)

15茶 、グ レー系統の落付 いた色が好 き (743)

16休 日の朝 は平 日(出 勤)よ り早 く眼が覚め る方

 であ る (713)

17，他 人にはや さ しい方 であ る (508)

18短 気 の方であ る (606)

※19～20は 無回答(901)

 社会属性 や家族 につい ての記述 が な く、性 格に

つい ての記述 がほ とん どを 占め ている。特 に、真

面 目で几帳面 な性格が反 応に よ くあ られ ている。

事例98 男性 54才4ヶ 月(会 社員)

1私 は 日本人 である.(106)

2私 は男であ る.(103)

3私 は横 浜 に住 んでい る.(107)

4私 は東 京に通勤 してい る.(713)

⑤ 私 は電 気の技術者 であ る.(112)

6私 は電 気機械製造 会社に勤務 して いる.(112)

7私 はお酒 が好 きである.(734)

8私 は眼鏡 をか けている.(301)

9私 は 自動車 を運転す るこ とが 出来 る.(403)

10私 は旅行 が好 きであ る.(736)

11私 は海が好 きである.(743)

12私 は集 合住宅 に住 ん でいる.(108)

13私 は緑 の多 い所 に住ん でいる.(108)

14私 は自然 が好 きである.(743)

15私 は犬 を飼 っ ている.(712)

16私 は少 々肥満 体 であ る.(301)

※17～20は 無 回答(901)

 前半はデモグラフィック属性を中心に述べられ

ており、後半は好みや身体などについての言及が

見られる。中年の男性では、社会的な属性につい

ての記述が多い傾向がある。

事例99 男性 54才5ヶ 月(自 営業)

1自 分 (750)

2本 人 (750)

3あ るじ (201)

4男 (103)

5主 人 (201)

6世 帯 主 (201)

7オ レ (750)

8長 男 (201)

9お じさん (104)

⑩ 大黒柱 (201)

11父(201)

12パ パ (201)

13親 方 (112)

14亭 主関 白 (207)

15じ いち ゃん (201)

16営 業主 (112)

⑰ おや じ (201)

18勝 気 (611)

19変 人 (722)

20の んべ 一 (734)

 すべての回答が単語になっているが、性絡につ
いての記述はほとんどない。家庭内における役割

についての記述が多く、被験者にとっての家庭の

重要性を示唆しているが、内面性は感じられない。

事例100 男性 55才1ケ 月

①166cm，80kg， 超肥満 体人間 です 。(301)

2減 量 に挑戦中、5kgカ ッ ト実現 、 ウォー!。

 (704)

③ 真面 目人 間、今 どき存在感低 い。(527)

4家 庭 では尊 敬 され る父親 と自負す る。(201)

5昭 和1ケ タ生 まれの戦 中派 オ ジンです。

 (105，104)



6昭 和 とともに生 きた入間です。(748)

7昭 和天皇の崩 御は心 が痛 み ます。(803)

8美 空ひば りの 死去、 またひ とつ昭和 が終 った、

9            との感 が強 いです。

※9，10で1回 答(748)

10自 民党 、 リクル ー ト事件の 反省不足 を痛感!。

  1732)

11 「政治不 在」 でも、 日本丸 は順 風航海 。(732)

⑫ ニ コ.一タイプの 政治 家誕生 を願 望。(732)

13経 済記者30年 を経 験。(112)

⑭ 「生 きた経 済亅 を経験 でき て満足 。(729，715)

15新 職場 での 再出発 に燃 える。(112)

16趣 味は ゴル フ とサ ツキです。(735，730)

⑰ ゴルフ、 《ゴルフ場名》 の理事長杯 に優勝

18      その勝利 を大 切に生 きる。

※17，18で1回 答(735)

19サ ツキ、手入れ の結果が、 正直に出 るか ら好 き

20              です。(730)

 経 済記者 を してい ただけあっ て、 社会的 な視点

か らの記述 が 目につ く。 それ 以外 にも身体、性格 、

趣味 な どにつ いての記述 もあ り、多様 な内容が含

まれ てい る。

事例101 男性 55才7ケ 月(会 社員)

① 規則正 しい生活 を しよ うと心 掛け ている

 (714)

② 夢 を追 う男で もある (701，103)

3酒 が好 きであ る (734)

④ 小説、特 に歴 史物 を読 むのが好 きであ る

 (747)

5仏 教 の教義 を知 ることも好 き であ る (733)

⑥ たまには創作 を書 くの も好 きであ る (730)

7一 つ の ことに専念 す ることがあ る (529)

8女 房 を今 もっ て好 いてい るとい う不思議 な男 で

 もあ る (207，103)

9娘 を嫁 にや る ときあ んなに泣 けるもの かと 自分

 でも驚 いてい る (206)

⑩ 会 社の仕事 にも熱心 である (112)

11い まだかつ て遅 刻 したこ とが ない.人 と逢 うと

 きは30分 前 である (530)
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12帽 巾は似合 わないの であま り好 きでな いの で、

 かぶ らない (704)

13ネ クタイは好 きな もの は、何 日もや ってい る.

  (704)

14人 と話 しをす るときは言葉 を選ん で話 そ うと思

 っている (714)

15周 囲 の人の意見 は極力き くよ うに している

 (714.)

⑯ 吾れ なが ら我の強 いと ころが ある と思 ってい る

 (601)

17意 外 と料理 が好 きなの か もしれ ない (742)

18お い しい物 は遠い所 までいっ ても喰べに い く

 (734)

19清 けっな着物 、清けつ な部 屋が好 きであ るがや

 ることは駄 目な男 (530，540)

⑳ 常 に 自分 自身に負 け まいと心 掛け ている男 で

 もあ る (701)

 好 み、趣 味、心掛 けといっ た指 向的な側 面につ

いての記述 が多 く見 られ る。 また、家 族につ いて

の 記述 には、妻 や娘に対す る感情が よ く表現 され

て いる。

事例102 男性 55才7ケ 月(会 社員)

① 母 に似 てお人好 しで 嘘 が云 えな い 人 柄の よ う

 だ(204，527)

② 情 に もろい性格 で芝居や映画 を見て涙す る こと

 がよ くあ る (510)

3粗 忽 もの で度々失敗 をす るが後悔 しな いよ うに

  してい る.(513，714)

④ 人 に裏切 られ て も私 は人 を裏切 るこ とが できな

 い (527)

⑤ 私 は誠 実の二文字 を座右の銘 に している.

 (?14)

⑥ 争い ごとは好 まないが、正 当な ことでは敢 然 と

 立ち向か う。(507，527)

⑦ 喜 怒哀楽 が姿や顔 に出て修行の 足 りな さを感 ず

 る.(605，716)

⑧ 優柔 不断 な面 も有 し自 己の歯痒 さを感 ず ること

 が ある.(614，716)

9趣 味、 嗜好が多 く、極め手 に欠け る.(712)
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⑩ 大雑 把 な性 格 と繊細 な面が 同層 しているよ う

  だ.(518，541)

⑪ 思 慮分別 は 比較的 わ きま えている方 である と

 ，思 う  (527)

12女 家 族の 申に一人男の意 地 を出 しても所詮 は女

 に操 られ ている.(211)

13}家の 者は私 を信 頼 しきっている だけに軽はず み

 な真似 ができ ない (211，201)

⑳ 家 では明るい家庭 づ く りをモ ッ トー に して互 に

 協力 しあ って いる (211)

⑮ 交友関係 は割合 と広 いが、時 には煩わ しくな

 る.(405，534)

⑯ 性格 は厳 しい方であ ると思 うが第三 者 に与 える

 印象はマ イル ドらしい (522，507)

17静 寂 と 情緒 には心ひ かれ る もの がある.

 (730)

⑱ 二年前 の大腸 ポ リープの手術 か ら生 きるこ とえ

 の執着 が強 くなった.(302，744)

⑲ 思 った ことを必ず実行 でき る人 を私は羨 ま しく

 、思 う  (708)

⑳ 会社 では常 に明るい雰囲気 づ く りに心 が けてい

 る・(112)

 性格 についての記述 が大部分 であ るが、 それに

対す る 自分 の態度 も含 めた掘 り下げた表現 がなさ

れ てい る。一 方、デモ グ ラフ ィ ック属 性 につ いて

はほ とん ど言及 され て いない。

事例103 男性 55才9ヶ 月(会 社役員)

1人 間 (753)

2東 洋人 (106)

3日 本人 (106)

4中 年男性 (104，103)

5会 社人間 (749)

6会 社代 表 (112)

7基 本的 に勤勉 (525)

8典 型的昭和 一・・ケタ代人 間 (542)

⑨ 理 論型人間 (728)

11搬 塙(542)X542，

12実 行型 人間 (512)

⑬ 引率、指導 型人間 (405>

⑭ 国際型人 聞 (542)

15自 己中・己・型 (601)

16狩 人型 (542)

17集 中努力型 (522，525)

18気 まa、 ム ラ気 (604)

19同 時 に長{距}離 ランナ ー (523)

⑳ 可成 りムツ カシイ人間(754)

※自分らしさのOは 、番号に付けられておらず戛

回答の先頭 に書 かれ ている。

 好みや願望などに触れず、デモグラフィック属

性と性格を中心に記述した反応は、中年男性でよ

く見られる。この事例の場合、 「～型」という表

現を多用して自己を規定しようとしている点が特

徴的である。

事例104 女性 51才5ケ 月(公 務員)

1日 本 人(106)

251才 (104)

3女 性(103)

4男 と女 の子供が いる (206)

5生 まれ は山 口県 (109)

6住 ん でいる所 は神奈 川県 (107)

7思 いや りはある方 だと思 う。(508)

⑧ 短 足 (301)

⑨ 健康 であ る.(302)

⑩ 気 が小 さ い (618)

11血 液型A型 (302)

12歌 を歌 うのが好 き (742)

⑬ 口うるさい (622)

14お しゃべ り (505)

⑮ 花 が好き (730)

16短 気 (606)

17不 公平 が嫌 い (527)

18動 物が好 き (743)

⑲ 編 物が好 き (742)

20水 泳が好 き (735)

 デモ グラ フィ ック属性、家族 、身体、性 格、好

み と、幅広 い 内容 が記述 され ている。 それ ぞれの



内容 を見 ると、 この 年齢の女性 と して標準 的な事

例 と言 える。

事例105 女性 52才(放 送大学生)

1私 は 女性 です (103)

2私 は 主婦 です (201)

⑧ 私 は放 送大学 で勉 強 しています (113)

④ 私 はどち らか と云えば 内気 です (619)

5私 は運動 神経 はにぶい方 です (408)

6私 は体 がかた いです (303)

7私 は水泳 をや っています (735)

8私 は創造性 に欠け ます (408)

⑨ 私 は 勉強 は大好 きです (728)

⑩ 私 は カ ウンセ リングの勉強 を しています

 {728)

11私 は文章 を書 くのが下手 です (404)

⑫ 私 は真 面 目す ぎると思い ます (527)

13私 は人 の話 を聞 くの は上手 だと思 い ます

 (：405)

14私 はす ぐに人 を信 じます (510)

15私 は今の所 健 康だ と思 ってい ます (302)

16私 は お料理 は得意 の方 です (403)

17私 は一応絵 を習 ってい ます (730)

18私 は老 後は海の見 える所 で暮 らしたいと思 っ て

 い ます (711)

1.9私 は目立 つ事が大嫌 いです (620)

⑳ 私 は是非 とも卒業 したいです (711)

 これ は放送大 学生の事例 であ る。 「主婦」 とい

う記述 は見 られ るが家庭 に関す る記述 はほ とん ど

な い。一 方、勉強や 趣味な どについ ての 記述が多

く、前 向きの姿勢が うかが える。

事例106 女 性 50才11ヶ 月(主 婦)

1私 は家庭の主婦 です.(201)

② 私 は旅 行が大好 きです 。(736)

3私 は食 べ物 で好 き嫌 いがあ りません.(?34)

4私 は太 ってお ります.(301)

5私 は髪 が白 くなってきてい ます.(301)

⑥ 私 は子供の 頃か ら運動 が苦手 です.(408)
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7私 は テ レビを見 るのが好 きです.(743)

8私 は甘 いものが大好 き です.(734)

9私 は動物 が大好 きです.(743)

⑩ 私 は 上手 に うそ をつ くことが 出来 ませ ん.

 (406)

11私 は 手芸 が好きです.(742)

12私 は デパ ー トへ 行 くことが好 きです.(743)

13私 は 会社勤 めを した ことがあ りませ ん.(114)

14私 は 最近 よ く ね む くな ります.(712)

15私 は最近 何 をや るにも根気が な くな ってき た.

 (.712)

⑯ 私 は家 で一 人で いるよ りも友人 と話 を してい る

 方 が好 きです.(116，501)

17私 は ハ イキン グを しなが ら野草 をみ るの が好

 きです.(730)

18私 は 茨城県 出身です.(109)

19私 圏には二人の娘 がお ります.(206)

20私 は 文 章を書 くことが苦手 です.(404)

 デモ グラフ ィック属性 や身体 につい ての記述 も

含 まれ てい るが、好み につい ての記 述が特 に多 い。

これ は女性全般 に見 られ る特 徴 であ る。 また、 こ

の事例 の場舎、老 いに対す る意 識 も現れ てい る。

事 例107 女 性 51才5ケ 月(主 婦)

1私 は結婚 してい ます ・(111)

2私 は身長 が高い方 です.(301)

3私 は内攻性格 です (534)

④ 私 は人の前 に出 る事 が極 端に苦手 です.(620)

⑤ 私 は仕 事 をや り始め ると、完全 に しない と気 が

 すみ ません.(529)

6私 は泣 き虫 です.(605)

7私 はよ く、 ぐず ぐず して時 間を無駄 に して しま

 い ます.(532)

8私 は他人の 目を気 にす る方 です.(720)

9私 は読書が好 き です.(742)

10私 は ピア ノを弾 くのが好 きです.し か し下手 で

 す.(730，404)

⑪ 私は 自分 の仕事 をほっ といても、人の事 はよ く

 してあ げたい (509)

12{↓}そ の くせ に人 に振 り回され る と後 でい ら
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 い らす る.(601)

⑬ 私 は “べっ た りη は好 きではな い。実 際に は距

 離 を置 く。(534)

14人 の き らう事 ■{は}し ない方です.(508)

151夜更 し 朝 寝型.(と は いっても、家族 に迷 惑 を

 かけ ない程 度) (713，211)

16き ま り、はよ く守 る.(528)

17買 物 大好 き.お 金 がない時 は見 て歩 くだけ.

 (743)

⑱ とても人見知 りす る方 です.(619)

19私 はす ご くお とな しいの に、人 には明朗だ と思

 われ る努力 をす る.(620，708)

20手 先 が器用 で、 そ うい う面 では女 らしい仕事 が

 得意. (303，407)

 性格や好みについて日常生活との関連で具体的

に記述している。そのため反応から被験者の人柄

を感じ取ることができる。なお、日常生活に即し

た記述は主婦の反応に多い。

事例108 女性 54才11ヶ 月(主 婦)

① 世界 中をゆっ くり歩 いてみ たい。(736)

2飛 行機 よ り船旅が いい.(736)

3新 開地 よ り厂 史のあ る ところへ ゆきた い。

 X736)

4自 然 の多 く残 ってい る口へゆ きたい。(736)

⑤ 小 さい生 命 も大切に したい。(744)

⑥ 束縛 され るの はいや。(724)

7月 に はゆき た くない。(743)

⑧ 春 が好 き。(743)

⑨ 美味 しいものが食べ たい。(734)

⑩ 上 等 な香水 がほ しい。(712)

⑪ 翼 がある といい。(710)

⑫ 戦争 は絶対 いや 。(731)

13材 料 をそろ えて御料 理 を したい。(712)

14友 人知人 を招待 したい。(116)

⑮ 花がい っぱいあ るといい。(730)

⑬ 御 金があ るとい いな。(729)

17好 きな課 目を勉強 したい。(728)

⑱ いろんな才能 があっ た ら幸せ。(707)

19人 生 が何回か ある とい い。(710)

⑳ 魔女 にな りたい。(710)

 すべ てが指 向的側 面につ いての記述 で、特 に願

望が多 く記述 され ている。全体 的に現実感 があ ま

りな く、 ロマ ンチ ックな印象 を受 け る。 このよ う

な反応 は、成 人 では比 較的稀 である。

事例109 女性 57才5ヶ 月(主 婦)

1私 は 昭和 ひ と桁生れ です.(105)

2私 は、 五人兄 妹の真 中です.(201)

3私 は、 県立 高等 女学校 三 年生の時 に終 戦 を迎

 えま した.(748)

4私 は、 学 徒動員 の経験が あ ります.(748)

5私 は、 三人の子供 の母親 です.(206，201)

6私 は、 末 の子供 が 満二歳 の時に教員 を辞 め

 ま した.(206，114)

⑦ 私 は、 現在 、お茶 を楽 しみ なが ら教 えていま

 す.(730，112)

⑧ 私 は、 もっと勉強 しなければ いけない と思 っ

 ています.(701)

・9)私 は 、

qPl私 は 、

⑪ 私 は 、

 (535)

12私 は 、

積極性 に乏 しいです.(620)

行動 力に欠けて います.(540)

あま り、お しゃべ りではあ りませ ん.

ユーモ アの ある人に な りたい と思 っ て

 います.(708)

13私 は、 小 さい頃か ら運動 が苦手 で好きであ り

 ませ ん.(40$，735)

14私 は、

15私 は、

16私 は

⑰ 私 は

18私 は、

 (534)

⑲ 私 は、

20私 は

手先の仕事 が好 きです.(742)

偏食の傾 向が強 いです.(734)

甘 いもの が好 き です.(734)

秋 が好 きです.(743)

人の 中にな かなか溶 けこめません.

ひ と りで くよ くよ します.(720)

文章 を書 くの は 好 きです.(742)

 デモグラフィック属性と生活史が前半に書かれ

ているが、その中に戦争についての記述が含まれ

ている。50代 以上の反応には戦争に関する記述

が含まれることが多く、戦争体験が個人に強い心
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理的影響を及ぼしていることが理解できる。 る。また、趣味や交友関係などについての記述は、

子供が自立した後の女性に多く現れる傾向がある。

事例110 女性 57才7ケ 月(主 婦)

事例111 女性 57才5ヶ 月(主 婦)

lS.5年.9月12日 生れの主 婦 です (105，

  201)

2生 れ は神奈川県、小学 校は 山形 県、女学校 は宮城

  県、父 の転 勤 で各地へ (109，203)

32!才 で結婚.(111)

4一 男、一女 の母 (206，201)

5結 婚後 も神奈 川、新潟、 宮城、 又神 奈川 に戻っ

  て来る (107)

624才 で長男、30才 で長女 を出産.(206)

7子 供 達はそれ ぞれ独立 し、今 は主人 と二人暮

  し.(206，207)

8つ ね に子供達の 幸せのみ を考 へ ている.(206)

9自 分達 も健康 で老後 を暮 らしな るべ く子 供達の

 世話 にはな りた くない (712，206)

10い ろい ろ趣 味に も手 を出 しま したが、今 は 手

 編 だけ しています ，(742)

⑪ 食 事はな るべ く手作 りす るよ う心 がけ る

 {714)

12バ ス旅 行やお 芝居 を観 る友 達が近所 に居る

 (736，742，116)

33近 所 の友達 とはあま り深入 りしな いが、お互 い

 な にか あ ると力 にな り合 う.(116)

14お 産以 来初 め て入 院.手 術 を受 けた(胆 石 病)

 (302)

15犬 を飼 ってい るの で犬 好きの友達 も出来 ま した

 (712，116)

ユ6人 に どう思われ よ うと自分で正 しい と思 えばそ

 れ でよい (724)

⑰ やせ たい と思 うのに運動 は長 続 き しない

 {704)

18甘 いものもひか えなけれ ばと思 い乍 ら又食 べ て

 しまう.(704)

19や は り意志 が弱いの かも しれ ない (604)

20考 え る事が だんだんお っ くうになって来 た.

 (?12)

 生活史、家族、老いに対する意識など、この年

齢の女性においてはかなり一般的な反応内容であ

1私 は 家 庭の主婦 です。(201)

② 私 は 友人 と レク ダンスをす る時が 一番 楽 し

  L、。 (116，742)

③ 私 は 庭 い じりが好 きです.(742)

4私 は バ ランスの とれ た食事 を心 掛け ています。

  (705}

5私 は、旧制女学 校出身 です 。(114)

⑥ 私 は 小 さい事も 気 にな ります (720)

7私 は 人 を気 に します.(720)

8私 は、色 白で 日焼 け は、あ ま り しませ んが 皮

 膚が弱 いよ うです.(301，302)

9私 は 運動 は好 きで じっと してい るよ り 動 い

  た方が好 きです。(735，512)

10私 は、■寝 るの は好 きですが 今 は神経の使 いす

 ぎで眠 るの に満足 してい ま{せ ん}(743，712)

11私 は 旅行 が好き です が、あ ま り出来な いので

 不満 です。(736，718)

12私 は 内向的 にな りやす い。(534)

13私 は 上 手 にうそをつ く事 がで きませ ん.(406)

14私 は プ ライ ドが高い方 かも しれ ませ ん。

 4609)

15私 は 表面 はそ うは見 えない様 ですが 、負 けず嫌

 い と思 います。(611)

16私 は、健康 に関心 があるの で 何 で も よ く食べ

 ます。(705)

17私 は や さ しくて 家 にばか りいる様に見 られ が

 ちです。(508，540)

18私 は テ レビ 映画 で す ぐ涙を流 して しまいま

 す。(615)

19私 は ぐうた らに してい る面 と几帳面 両極 端の

 処があ ります.(540，530)

⑳ 私は 文章 を書 くの が苦手 です 。(404)

 性格や日常生活を中心に記述されているが、健

康への配慮が記述されている。健康に対する意識

も中年から老人にかけてよく現れる内容である。
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事例112 男性 61才

 1健 康 が気 になる (いつまで 元気 で働 け るか心

  配 だ) (705，112)

2怪 我 を した.(先 日転ん で打 っ た肩 が いつ治 る

  か 心配 だ) (712，705)

3も の忘れ が進 ん だ (字を どんどん忘れ て しま

  う)(408)

4記 憶 力が減退 した (ワープ ロが なかなか覚 え

  られ ない) (408，404)

5 “セ ールス” ホイホ イ (「ものみの塔」 「共

  産党」各種 セ ール スな ど 我 が家へ きた ら 徹底

  的に喋 りま くって 困 らせ る)(803)

6け ち (故障 した もの は業者 に頼 まず 自分 で修

  理す る) (729)

7鬼 籍 の人 と話 したい (亡父母、姉 、兄 がお盆 に

  この世 に帰 ってほ しい)(710，202，205)

8石 持 ち (胆石が あるの で 今度 の検査 の結果が

  心 配だ) (302，705)

⑨ 庭木 の希望 (果物の できる樹木 を た くさん植

  えたい) (730，714)

10白 髪 がふ えた (染め ても す ぐ 白いのが出 て

  きて 面倒 だ) (301，704)

11ペ ッ トが可愛 い (犬 も 小鳥 も 金魚 も ひたす

  ら い とお しい) (712)

12庭 木の手入れ(よ その家 のよ うに うま く でき

 ず くや しい)(404)

13購 入 自動車の車検(次 に買 う車 を 何 にす るか

 あれ これ 考 えるのが たの しい) (712)

14行 き たい所 (田舎へ 行 きたいが “今 日” とい

  う日が ない) (736)

15気 にな ること (姉の所 に しば らく行 ってない

 の が 気にな る) (205)

16ほ しい物  (ビデ オカ メラの 編集機)(712)

⑰ 誠実(こ れ だけ は 自信 を持 って 主張 できる)

 (.527，715)

18下 戸(酒 の飲 める人生 は どん なに楽 しいだろ

 うな) (302，710)

19声 が悪 い (声の よい人が 羨 ま しい)

 (343，747)

20字 が下手だ (上手に な りたい) (404
，707)

 すべての反応の後ろに()で 補足が行なわれ
ている珍しい事例である。内容的には、身体的な

衰えについての記述が目につくが、これは、60

代以降においてはよく見られる反応である。

事例113 男性 61才5ヶ 月(会 社員)

① 実 年男性 (104，103)

② 昔 を追憶 時代 小説が好 きだっ た (748)

③ 小供 の頃 時計 い じ りがす き但 し復元 す る事 な

  し (742)

④ 投網 ・魚 釣 りが好 き (742)

⑤ マー ジヤン，パ チンコ等の賭 を好 む (737)

⑥ 芸 術的 な写真の追求 そ して よ り高級 な機器へ の

  欲 求 (730，?12)

⑦ 囲碁 ，将 棋 上達 への努力 をい とわ ない (742)

⑧ 切手 ，レコー ドの 蒐集欲 (742)

⑨ 書道 でも槽書 よ りも草書 (730)

⑩ 盆栽 ，庭作 り大工 ，彫刻 も したい現在の職 を間違

 へ た感 (730，112)

⑪ 作 文が苦手 文法が特 に (404)

⑫ 夏 の熱 さよ り冬 の寒 さが堪 えうれ ない (302)

⑬ 人の前 に立 って話す 事が苦 手，挨拶等 (535)

⑭ 勉強 が大嫌 い 特 に外 国語 (728)

⑮ 音楽 も高度 な音質へ の欲求 (730)

⑯ 機 械い じ りが好 き コン ピュー タ等.(742)

⑰ 無 神論 ではないが宗派 にこだわ らない (733)

⑱ 万事経 済的合理 主義(405)

⑲ 旅行 ドライ ブ とその地方 の美味 な食事

 (736，734)

⑳ 第3の 家 を 日本列島の 中央位 に建てた い 株 で?

 (711，729)

 デモグラフィック属性や性格についての記述は
ほとんどない。しかし、趣味についての記述が自

由な文体で示されており、そこから被験者の人柄

もうかがえる。
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事例114 男性 63才

① 私 の故郷 は浦和 です.(109)

② 私 は現住所 で生 まれ ま した.(109)

③ 現住 所は祖 父の代 か らで明治38年 か ら住ん で

  います.(208，107)

④ 私の生 まれたの は昭和の は じめです.(105)

5市 内の小学 校はそ の頃5校 で した.(113)

⑥ 中学2年 生 の とき、大 東亜戦争 が始 ま りま し

  た.(748)

⑦ 申学4年 、5年 は勤労動員 で勉強 など殆 ど しま

  せ んで した.(113)

⑧ 徴兵検 査を受 けたのは私 たちが最後 です.

  (?48)

⑨ 中学5年 卒 業 も私 たちが最後 です.(114)

⑩ 戦後は教員 とな り、40年 あ ま り勤 め ま した.

  (112)

⑪ 音楽 は苦手 で、オル ガンも ピア ノ もひけ ませ

 ん.(404)

⑫ 植木 い じりが大好 きです.(730)

⑬ 旅行や動物 を飼 うのも好 きです.(736，742)

⑭ 子供 も成人 しましたが、老後が不安 です.

 (206，711)

⑮ 入 院生 活 は一度 だけ です.(748)

⑯ 薬 はどんな薬 でも平気 で のみ ます.(705)

⑰ 世話好 きで、人 の面倒 をよ くみ ます.(509)

⑱ 食べ物 は好き 嫌 いがあ ってなお りませ ん.

 (734)

⑲ 切 手、コイン、な どの蒐集 が好 きです.(742)

⑳ 現在 も元気 で勤めて います.(302，112)

 前半 は、生 活史、特 に戦時 中の体験が語 られ て

いる。生活 史の記述 は、 高齢者 に多 く見 られ る。

また、⑭ には老後の不安 も示 され ているが、 これ

は、 申年以降 の反応に よ く見 られ る。

事例115 男性 66才1ヶ 月(無 職)

1陽 気 であ る反 面、短気 。(503，606)

2大 体率直 に話 す。(725)

③ 口で話す ことよ りも書 く方を好む 。(535)

4人 か ら金品 を借 りる ことは好まな い。(530)

5大 勢の前 に出る ことは好 まない。(620)

6議 論好 き。(728)

7親 切に他人 に接す る。お 人好 し。(508，510)

8向 う見ず で、失 敗す ることがあ る。(607)

9他 人 に鈍感 だと言われ る。(533》

10動 作 が若 い人 よ り鈍 くなってきて いる。反応 が

 おそ い。(303)

⑪ 自分 では筋 金が通 ってい ると思 ってい る。

 (522)

12独 りを好む 。(534)

13先 を讀んで行動 を起 こす 。(405)

⑭ 事物 を最後 まで追 求せず にはい られ ない。

 (523)

15記 憶 力 が鈍 り、忘れ る ことが多 い。(408)

16賭 事 は好 まない。(737)

17人 前 で話す こ とに抑制 を感 じる。(535)

18趣 味(写 真)に 生 き 甲斐 を感 じている。(730)

19夢 は時々見 るがす ぐ忘れ て しまう。(712)

20想 像 力は強 い方 。(407)

 老人の場合、文章が冗長になりがちであるが、
この事例では非常に簡潔な文章で性格が記述され

ている。また、生活史に関する言及がないのもこ

の事例の特徴である。

事例116 男性 68才2ヶ 月(医 師)

① 日本人 (106)

2医 師 (112)

3子 供 (201)

④ 祖 父 (201)

⑤ 父(201)

6世 帯主 (201)

7医 療人 (112)

8 兄 (201)

9従 兄弟 (201)

10叔 父 (201)

⑪ 卒業生(114)

12運 動部OB (114)

⑬ 産業 医 (112)

14名 誉 院長 (112)

⑮ 学会評 議員 (112)
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i6市 民 (107)

17県 民 (107)

18読 者 (713)

⑲ 整形外科 医 (112)

⑳ リハ ビリテー シ ョン医 (ll2)

 す べ ての 回答が役割や 肩書 になって いる事例 で

ある。 この よ うな反応 が含 まれ る ことは一般 的で

あるが、すべ てがそ うなっ ているもの は珍 しい。

内容 を見 ると、 被験者 にとっ て家族 や医師 とい う

職業 が大 きな意 味 を持 ってい ることが うかが える。

事例117 男性 69才11ケ 月(無 職)

ユ 私 は、子 どもの頃わん 白で した。(512)

2 〃 スポー一ツは何 でも好 き でした。(735)

3 〃 陸上 は選 手、す も うも選手 で した.

 X403)

4

5

6

7

8

〃 

〃

 

 

 

〃

 

 

 

 

〃

が}記 憶 していて涙 した

〃 入 院生 活 中祖 母が田舎料理 を送 って くれ た

事が忘れ られ ない (208)

〃友達の世 話 をよ くす る (509)

優 しい人 と云われ る.(508)

中肉 中背 です.(301)

農 業 を していて牛 を大 変愛 した.(112)

四年 間牛 と離 れてい て再 会 した折 り{牛

         (112)

9

10〃 兵隊 に行 く前、兄 弟に洋服 を{そ れ ぞれ に}

 作 っ た事 を今だに感謝 され ている (205)

11〃 庭 い じ りをよ くす る.(713)

12〃 食物 に好 きき らいはない (734)

13〃 テ レビではニ ュー ス、 スポー ツが好 きであ

 る.(743)

14〃 旅 行には義理 で行 く.(736)

15〃 映画劇 等 き らい (743)

16〃 子供 と同居 して仲 良 くしてい る.(206)

※17～20は 無 回答(SO1)

 生活史と現在の日常生活が中心に語られている。

生活史を記述した反応は時間的な順序に従って記

述したものが多いが、この事例では、ところどこ

ろに現在の記述が現れるという点で特徴的である。

事例118 女性 60才

1地 味 なもの よ り 派 手 なものを好み ます(608)

② まる顔 で あ ま り 化粧は しません (301，704)

⑧ 主人 と二人き りで 生活 しています (207)

4身 長 と体 重は バラン スが とれ てい ます (301)

⑤ 神経質 で小 さ な事 ■{が}気 ■にな ります

 (617，720)

6歩 くことが好 きで よ く歩 きます (742)

7老 眼鏡 はあ ります が な くても大丈 夫 です

 (303)

⑧ ささい な事 でもす ぐ病 院へい きます (705)

⑨ 小 学一葎生 の孫が ひ と り お ります (209)

10歌 を うた うこ とが大好 きで どこでも歌い たい

 です (742)

⑪ 和服 よ り洋服 をよ く着 ています (704)

⑫ 今 血圧 をさげる薬 を毎 日のん でいます

 (705)

13人 に物 をさしあげ ることが好き です (509)

⑭ 人 に何 かも らうと2倍 か3倍 に してお返 し し

 ます (528)

15友 だち と集 って 食べた り のんだ りす る{の}

 がす きです (501，734)

⑯ 洋服 を 買 うの が好 きで高 くても買 って しまい

 ます (704，729)

※17～20は 無 回答(901)

 高齢の女性の反応には、日常生活についての記

述の多い傾向がある。しかも、家事や仕事よりも、

健康や趣味などについての記述が多い。この事例

でも、散歩や服装などの趣味と、健康状態に対す

る関心が示されている。

事例119 女性 60才(放 送大学生)

① 私 は女性 であ る (103)

② 私 は二子 の母親 である (206，201)

3私 は 専業 主婦 であ る (201)

④ 私は、協調性 があ る (501)

⑤ 私 は、友情 をだい じに してい る (116)

⑥ 私 は 整理整 頓が好 きであ る (530)

⑦ 私 は 日本 人であ る (106)



⑧ 私は 負 ケず 嫌 いである (611)

9私 は、涙 もろ くて、す ぐ感動す る (510，605)

⑩ 私 は 向上心 があ る (701)

⑪ 私 は、放送大 学の学生 であ る (113》

12私 は 内 向的であ る (534)

13私 は、同年配 の中の平均 的体型 である (301)

⑭ 私 は、必ず卒業 する (711)

15私 は、短気 である.(606)

⑬ 私 は、失敗す ると いつ までも悩む(720)

⑰ 私 は 努力象 である(ら25)

⑱ 私 は 、お しゃべ りである(505)

19私 は、ロマン チス トであ る(615)

⑳ 私 は、頑固 であ る(524)

 初めにデモグラフィック属性が示され、それ以

降はほとんどは性格についての記述で占められて

いる。回顧的な記述は全くなく、むしろ前向きな

姿勢が感じられる。

事例120 女性 60才7ケ 月

1私 は人間 です (753)

2バ カがつ く程 正直な人聞 です.(527)

3相 手が泣 く様 な ことは した くない私.(508)

4こ の人の為 と思 った ら自分 を ギセ イにで もす る

 私 (509)

⑤ 先ず兄 妹のため な ら自分の 身を削 ってでも して

 や る (205)

6親 様の側 を離れ きれず とうと う一生独 身となっ

 た(202，111)

⑦ それで も悔 いては いない私 (715)

⑧ これ か ら先 も生 活が 出来れ ば余裕 は兄妹に して

 や りたい.(205)

9現 在六 人兄妹の長女 (201)

10兄 妹 弟の多い ことは雑 用の いる ことだけど

 1205)

11又 たの も しい ことである と思 う私 (205)

12独 身の_.人 住 いで他か ら、うらや ま しが られ る

 自分.(111，108)

⑬ しか し何 でもかんでも一人 で片付 けてゆかね ば

 な らない私 (712)

14他 人様 に一人者の弱 い ところをみせ た くない私
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 (611)

⑮ 今 迄は健康 であ ったが、寝込ん だ時は寂 しさを

 感 じた.(302，712)

16こ れ か ら先私 も独居 老人 とな ってゆ くことは碗

 ヵ、. (711)

⑰ 現在健 康な時 に少 しでも社 会の為 にと民生委員

 として奉仕 中.(302，731，112)

⑱ 自分 の健 康 を保 ち乍 ら出来 るだ け社会 につ くし

 た い私 (705，731)

⑲ 金だ けではな く健康第 … とつ くづ く思 う私

 (729，705)

⑳ 周 囲の人 ■に喜ん で頂 ける ことが 自分の喜 び と

 思 う私.(731)

 家族 のために献 身的につ くしてき た生 活史 を振

り返 り、 さ らに、社 会につ くしてい きたい とい う

姿勢が示 されて いる。 しか し、独 身 で老 いを迎 え

る ことに対す る寂 しさも現れ ている。

事例121 女性 66才3ヶ 月(主 婦)

1主 婦 (201)

2二 人 の子供の 母 (206，201)

3三 人 φ孫 の 祖 母：(209，201)

4目 黒 区民 (107)

5日 本国民 (106)

6元 民生委 員 (ll4)

7元 町会委 員 (114)

8老 人 クラブ元役員 (114)

9老 人 クラブ会 員 (115)

⑩ 会 社員の妻(207，201)

※11～20ほ 無 回答(901)

 これもデモグラフィック属性と血縁的な役割に

ついて記述だけで構成されている事例である。反

応数も少なく、どちらかと言えば、WAIに 対し

て消極的に反応しているものと思われる。

事例122 女性 66才7ヶ 月(無 職)

1私 は一人 暮 しの 自由 を楽 しんでい ます.(108，

 n7)
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2ぼ け ない様に週4回 もお稽古事 を しています

 (?05，713)

3自 分 の好 き な事 を してい るときは最高 に楽 しい

 (717)

4若 い時は子育 と姑 さん で何 にも できなかっ たが

 お けい こ事 は早 い方が良 いと思 う (206，210，

 803)

53人 の息子 が身を案 じて くれて幸福 ですが甘 え

 ない様気 をつけてい ます (206，717，714)

6今 の若い方の 自由 さは想像 外 です然 し楽 し くや

 っておれ ば良 い と思 っています.(803)

7小 さい なが ら庭 があ り花 も作れ るのです

 (712)

8私 は細 々と した物 を作 りお友達 にあげ てよろこ

 ばれ てお ります.(712，116)

9時 々友 を呼 ん で食事す るの も好 きです (116，

 734)

10年 と共 に食 事の仕度 が煩 わ し くな ります ，生き

 る為に頑張 っ ています (712，714)

11出 来れ ば死 ぬ迄一人暮 しが した く、仏の 力に時

 にはす が ります.(lll，733)

12ま だ まだ若いつ も りでい ます が老人間題 は身に

 つま され ます (706)

13若 い等 とお だ て られ ますが 物忘 れは 、か くせ ま

 せ ん (706，408)

14私 は じっ としている事が大 き らい です.テ レビ

 を見 なが らせ っせ と編ん でいます (512，713)

15… 人暮 しとい っても■そ ばに息子 夫婦 孫がい る

 良 い条 件に住 んでい ます (108，206，209，717)

16私 は頭 が悪い ので考 える事俳 句等進歩 しません

 の でかっ く りしてい ます (402，404，716)

17友 達 ■に は恵 まれ てい ます ，何事 も良い方 に考

 える事で楽 し く{交}際 してい ます (116，

 719，717)

18亡 き夫は異常 な程 潔癖 で家具 の曲 がったのが嫌

 いで したか ら 随分神経 を使 いま した (207)

19そ の 反動か この頃のルー ズさは 自分 なが ら驚

 く程 です 疲れ て出来 ない事 もあ ります(616)

20わ けのわか らない事 書 いて来 て私 は恵 まれ て

 いるのだ と知 りま した.貧 乏を除 けば (717，

 11?)

 日常生活を申心に記述されているが、老いの意

識や将来の展望、そして自分の境遇に対する肯定

的な評価などが現れている。性格やデモグラブィ

ック属性には触れられていないが、被験者の生き

方がよくあらわれた事例と言える。

事例123 女性 69才3ヶ 月(会 社員)

1私 は、 大正7年 生 まれの老 婦人 です 。(105，

 104，103)

2戦 争(前)(中)(後)を 生 きて来 た 厂 史の

3人 です。(748)い ろいろの女の意識 ・行動等

4に 、大変化 ■に過 ごして来ま した。(748)

5但 し、 この 世の中 を、健 康で、一一生 懸命

6に 経 て来 た事 を、私 な りに、

7麟 ■■ 圏■[注 ： 「昔 と違い、」 と書い てある]

 満 足 に思 ひます。(302，715)

8主 人の病気 ・会社の倒産 子供6人 と

9共 の年 月で した。(207，206)但 し、や りがい

 を感 じ

10て ゐ ます 。(715)

11ま だ余命 のあ る事 を思 ひ、せ い一杯生 き

.12て 行 く考へ です。(711，701)

13子 供の頃 政治等 が 好 きで した。(732)

14今 も好 ぎです。(732)大 正 の女 は、強 く

15生 まれ て来 ました。(105，521)

※16～20は 無 回答(901)

※行 を無視 して回答 が書かれ ているため、 各文の

 終わ りに評価 コー ドを示 した。

 自分の生 活史 を振 り返 り、 自己を肯定的 に評価

している。 この よ うな回顧的 な反応は老人 によ く

見 られ る。また、行 を無視 して回答を書 いたもの

も老人 の反 応に時 々見 られ る。

事例124 女性 69才5ヶ 月(家 事調停委員)

1 私は5入{女4人 男一人の}き ょうだいの長

 女です.す ぐ下の妹は5才 ちがい次の弟■は

 10才 下です (201，205)

2小 学校入学の時から祖父母に預けられ{小 学}

 5年 生の時に母が弟を連れ教員をやめて同居。
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  (208，204，205)

3昔 、村長 を した祖父 は、 きび しい人で したが読

  書好 き で私 も本 が好 きにな り本ば か り読ん だ。

  {208，742)

4両 親 が教育者 だったの で毎 月讀む本 は限定 され

  ていたが 日本以外 の国の珍 しい もの 》ある事 を

  知 った.(202，803)

⑤ 小学校1年 生 の担 任は女の新 卒の先生 で最初 に

  姓名 を呼ばれ た時{《 名》 さん と呼 ばれ}マ ゴ

  マゴ して返事 を しなかっ た ら他 の子 が代 返 して

  い た。(113)

⑥ 小4の 時は じめ て裁縫 の運針 を教わ ったが ノロ

  ノロ してとて もノロマだっ た実技 は不得意 だっ

  た。(113，404)

7村 か ら女 の子5人 が 女学 校へ、男 の子2人 が申

 学校へ入学 したが開校 以来の大 勢 とい う事 だっ

  た。(114)

8女 学 校時代 は英語が得意 で津田塾 での先生 の答

 案 はいつ もvery good[注 ：筆記体]と 書 いて

 あった事 を思 い出す。(113，403)

9母 の 兄が大蔵省 の理財局長 を していて私の保証

 人兼 身柄 引受 を して くれ る事 とな り親 の意 向で

 家政科 へ。(210，202，114)

10家 政科1年 生 の終 わ り頃の学 芸会 で 「アル ト、

 ハ イデルベル ビ」 を一員 と して出演 した事が青

 春時代 の思い 出。(113)

ll在 学 中に校 長 《姓 名》 先生の御 逝去、2、26

 事件等忘 れ られ ない事 が いろいろあ ります.

 (113，748)

12昭 和15年11月23日 女学校 の同級生 の兄で

 もあ った現 在の夫 と見合結婚 した.(207)

13昭 和16年11月 夫が新聞社の特 派員 となって

 満 州へ行 っている留守 申、長男 出生2年 後次男

 出生.(207，206)

14昭 和20年5月 、空襲 で 自宅焼失、家 族4人 が

 揃 って生活 したのは昭和26年3月 か らだ った.

 (211)

15太 平 洋戦 争 中、疎 開中の無理 が たaり 結 核 とな

 り信州 の実家 に丸2年6ケ 月{S.23～S.26.3}

 療養生活 を した.(748)

⑲ 長男、次 男共大学生 となっ たので何か 自分 と社

 会のつ なが りがほ しく調停委員 を希望 した.

 (206，731，742)

⑰3年 間の療養生 活中夫の 裏切 り行為 があ り離婚

 を思 い とどまった経験が役 に立 った.(207，

 112)

⑱ 人間 は誰で も経験 が無 い事 には本 当の 理解は 出

 来 ないか も知れ ないがその点 運命 に感謝.

 1112，745)

19S.47.1.26裁 判所へ の 出勤途 中交通事故 に遭 い

 6ケ 月の入院生活 を送っ た.(748}

⑳ 実母 は95才 で現在 も健在 です.健 康 な体 に恵 ま

 れた事 は何 よ りの 財産 と思 っています.(204，

 302，717)

 自己の生活 史を克明 に記述 した事例 であ る。 こ

の よ うな反応 が老人 に時々 見られ る。老年期 に至

ると、 “私 とは私の歴 史その もの だ” とい うよ う

な個人 も多 いとい うことであろ う。

70才 以.王 二

事例125 男性 72才8ヶ 月

1私 は大 正4年 兎 の年 で次男 と して生 まれ た.

  (105，201)

2姉 、兄、 弟、の順 で4人 姉 と弟はす でに他界

  した.(205)

3伊 那谷 南アル プスの麓谷間の村 で育 った.

 (109)

4生 家 は農家 で 当時村 では養蚕 もや っ て居 たが現

 在で は何処 でもや って居な い (110)

⑤ 私 しはほ が らか な性格 で 若 い頃 か ら唄好 きで

 親 に も叱 られ る程 唄ばか り口ず さんだ

 (503，742?

6私 しが20才 の時父 は44才 の短 命で亡 くなっ

 た.(203)

7昭 和13年11月 上京、品川 区に在住 採用 を待

 った ，(107)

8昭 和14年3月24日 国鉄 、《工場名》 就職.

 64名 中4名 採用 となる.(114)

⑨ 職場代表 の芸能大会 で梅 と兵 隊を唄 った.当 時

 24才 (112)

⑩ 木村岳風流 詩吟 をや り 日比谷 公会堂 等 あち
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  こち養生 所生徒 に教 えに行 く (730，713)

11大 東亜戦 争の為 妻子 を親元伊 那谷へ疎 開させ

  た 。1年 間 (207，206，202)

12戦 時 中出征 兵士 を送 る度毎 に大 神宮前 で詩 を吟

  じる役 をや った (748)

13《 工場名》 に学徒動員 で小、中 、女 、学校生徒 が

  来 たので指導 員 とな った.(748，112)

14当 時任 官制度 が有っ て邇輸 技官 とな り 部下40

 名 を持 った.(112)

15昭 和44年30年 勤続効績 章授与表 彰 となる.

  (114)

16昭 和46年3月 末定年退職 とな る.当 時，55才

  (114)

1?昭 和46年4月 《会社名》 就職 (ll4)

18《 会 名》 々長.《 会名》副会 長.《 会 名》副議

 長.等 (115，112)

19昭 和56年 《会社名》 退職 (114)

20現 在老人 ク ラブ総務 健康に てゲー トボール

 に活 躍中 (115，302，735)

 反応 が履 歴書の よ うに記述 され ている。 この よ

うな反応 は、 老人の男性 に比較 的多 く見 られ る。

特 に職歴 は男性 に とって重要 なself-imageの 要 素

と言 えるであろ う。

事例126 男性 77才7ケ 月(無 職)

1日 本 国籍 であ る (106)

2平 凡 なる小市民 である (723)

3書 籍 と友人 を大切 に思 う人間 であ る (742，

 116)

4無 駄 使 いの 習癖があ る (729)

5ギ ヤ ンブル は嫌 い であ る (737)

6宗 教 層に関心あ るが 一一定の 宗教 を持 たぬ

 (?33)

7好 奇心 は、年 齢9に 比 して旺盛 の方 であ る.

 (516)

8政 治に批判的 であ り、支持 政党 な し (732)

9現 在 の社会情勢 に対 しては、悲観 も楽 観 もせず

 (731)

10対 人関係 に対す る好 き嫌 いは、はっ き りしてい

 るが表面 に出さぬ.(603，537)

⑪ 人生の終 局に近 づい ているので、アイデ ンテ ィ

  テ ィを確 立 して人生 を終 えたい.(706，701)

※12～20は 無 回答(901)

  これ は、生活 史 を中心 に記述 したもの ではない

事例 の1つ であ る。回答数 が少 な く、 それぞれ の

回答 も短 いが、 内容 を見 ると被験者の社 会や人生

に対す る態 度が表 明され ている。

事例127 男 性77才9ケ 月(無 職)

1末 子 であ まや か され た せいか わが まま

  (201，601)

② 物事 に 飽 きやす い (604)

3悪 を  憎む (527)

4■ 内弁 慶(う ちべ んけ い) (619)

5子 供 は女 の子3人 、 男の子が無 いのが くや まれ

  る (206)

⑥ 子 煩 悩(こ ぼんの う) (206)

{コ) 刈、 ，心、  (618)

⑧ 読 書 が 好 き (742)

9視 力 が劣 えて 読 書量極 く少 ない (303，713)

10物 事忘 れ っぽ い のに 腹が立 っ (408，718)

11老 衰 が 気 にな る (706)

⑫ 特 に ボケて長 く生 きる?の を忌 む(744)

13物 欲 が少 い(539)

14家 を継 ぐものは誰 も居 ない が絶家 を厭 わぬ

  (211)

15悔 い多 い 人生 であっ た が さ りげ な く 振舞

  って いる (716)

16短 歌 を作 り、人の短歌 を ■読 むのが好 き

  (730)

11欝 獣 謙 繊1(7。5，4。4，
19妻 も今 は亡髫一人 ぐらし(炊 事な どできない た

 め もあ り)飽 き た (207，108，718)

⑳ 人生の侘 しさ を しみ じみ 知 った(718)

 老 いに対 す る意 識が よ く現 れてい る事 例 であ る。

日常生活 につい ての評価 も肯定 的な もの ではな い。

老人 で はこのよ うな反応 も よ く見 られ る。
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事例128 男性 91才11ケ 月(無 職)

1年 を重ねるにつれて自然の恩恵の如何に広大無

  辺であるかを痛感する 殊に温帯地域の日本に

  生を得た事を有難く思う.(746)

② 人生行路の終点について老化に非ずして老花を

  咲かせたいと願ふ人がいる.之 も結構であるが

  自分は性格上静かに世を世を去りたいと思って

  いる (744)

3現 代に於ける時代の流れは極めて急激である

  この流れに乗る為には、新聞、週刊誌、新刊書等

  を読み 変化に遅れないことである(731，714)

4人 それぞれに性格も異なり環境も相違がある

 ので お互い自分に適合した仕事と趣味に生き

  甲斐を見出して残された人生を明るく楽しく送

  りませう (714)

5近 頃は古い象が毀され 赤青の文化住宅が次々

  とたてられるのは致し方ないが小供の遊び場さ

  えも無くなって行くことは淋しいことである

 (731)

⑥ 僕は小学校時代を球磨川に沿ふた人吉町の郊外

 で育った 人吉は山紫水明の地である 僕の第二

 の故郷である (109)

7文 化が進むにつれて川は汚濁し死の川となって

 いる 小供の頃小川で遊んだ当時が懐かしい 自

 然を大切にしなければならぬ (748，746)
8自 分は13才で熊本陸軍幼年学校に入校し49才

 で敗戦を迎えたが 国を挙げての戦争に参加し

 思いきり御奉公が出来て 負けはしたが今でも

 軍人になった人生を誇りに思っている (114，

 715)

9 「老い」は現在社会間題として種々話題になっ

 ているが吾々は此事実を素直に認め明るく語り、

 美しく老いる心がまえがなければならぬ

 (731)

10健 康に恵まれた高令者は 世界最長寿国の一員

 として 進んで活動の場を求め自己の経験を生

 かして後進の指導に当たる気持ちが肝要である

 (731)

11健 康は人生の原動力である 特に老人は健康に

 注意して死ぬまで人手を煩わせず 世の為人の

 為に盡す心がけが 大切である (705)

12風 雪に堪えてきた人間的な深み{と 温み}の あ

  る老人が顔面に笑みをたaえ た枯淡の風魏は尊

  いものである 自分もかくありたいと思ふ

  (701)

⑬ r負ふた子に教えられて浅瀬を渡る」と言ふ句

 がある 老人はお互いに頑固のみでなく若い人

 の意見を聞く雅量が なければならぬ.(714)

⑭ 「老化は足からはじまる」と言はれる 老人は

 毎日歩く運動をしなければならぬ.然 し市街は

 危険である.自 分は室内歩行器を利用している

 (705)

15昔 の川の堤防は石垣で築かれ魚の住処であった

 現在はコンクリートを使用する為 魚の住処も

 制限される 我々は動植物の愛護に努め自然を

 生かすべく心がけねばならぬ (746)

16自 分は恍惚の人にならぬよう心がけている 即

 ち健康に注意すると共に新聞、週刊誌などを詳

 細に読むことに勉めている (706，714)

17囲 碁や トランプ等は若い時は或る程度興味をも

 ったがプロになろうと思ったことはない

 (742)

⑱ 乗馬は好きだったので乗るのが楽しみで辛いと

 思った事はない (735)

19運 動競技の能力は普通程度である 然し若い時

 水泳と乗馬の競技で一番になったことがある

 (403)

⑳ 自動車其他の事故により植物人間になる人が案

 外多い 本人はともかくとし看護する身内の人

 の長期にわたる看護や精神的疲労に対し 深甚

 の同情と敬意を表する (731)

 被験者 は91才 であるが、 回答 もか な り長 く、

身体的 ・精神 的な衰 えを全 く感 じさせな い。また、

社 会的な視点 か らの考察 、他者 に対す る気遣 いな

ど、人 間的 な成熟 を感 じさせ る反応 であ る。 これ

は、``人 間は いかに老 いるべ きかη とい う問 いに

対す る1つ の 回答 を示す事例 とも言 えるであ ろ う。

事例129 女性 72才11ケ 月

1(901)

2私 は私6で す (750)
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3私 わ お金 です (802)

4私 わ 私 の心 です (754)

5私 わ 心 の心がわ かる (405)

6私 わ ベツ ト (802)

7私 わ ウ タ (802)

8私 自分 が好 き(715)

9私 生 きる(752)

※10～20は 無 回答(901)

 回答数が少なく、意味内容を理解できない反応

や誤宇もある。おそらくこれは、拒否の反応では

なく、知的能力に問題のある事例であろう。老人

では、このような反応が時たま見られる。

事例130 女性 76才8ヶ 月(無 職)

1明 治44.9.6 横浜市 にて出生 (105，109)

2大 正12.9.1関 東大震 災にて 父を失 う.(203)

3大 正13.女 学校 入学.箏 曲を習 ひ始 め る

  (114，730)

4昭 和4.4《 学校 名》卒 (114)

5昭 和4-8迄 華道 茶道 和 裁 手藝 箏 曲等

 稽古事.(730，742)

6昭 和8，4緒 婚 京 都に住む (111，107)

7昭 和9、3長 男 出生 (206)

8続 いて、 11年 、13年 、16年 、4人 の男

 子 出生 (206)

⑨ 昭 和17，8甲 府にて姑死 去.(10年 同居.)

  {210)

10昭 和20.3月 東京 、6月 東京 ，8月 水戸 にて空襲

 焼 け出され る (748)

⑪ 昭和`L9，10月8日4男 を 修学 旅行の事 故で失

 う.(206)

⑫38年 家庭裁 判所調停委 員任命 さる (114)

⑬44年12月 主人 死去.(207)

1445年3月 よ り52年3月 迄長 男家族 と同居

 (206)

1545年4月 よ り 習字 を始め る60の 手習 ひ 筝 曲

 を又始 める (730)

⑯52年4月 よ り長男転任 の ため 独 り住 ひとな る

 (206，108)

1753年2月 よ り俳画 を始 める(70の 手習ひ)

 {730)

1858年3月 現住所 へ転居(結 婚以来26軒 目の家)

 {748)

1958年10月 藍綬褒賞 授賞 (ll4)

2059年3月 家裁定年 退職.(114)

 履歴書型の反応例の典型である。しかし女性の

ためか、職歴というよりも家庭史のニュアンスの

方が強い。また、高齢になると趣味が顕在化する

ことも興味深い。

事例131 女性 78才3ヶ 月(無 職)

1老 女 (104，103)

2明 治末期 生れ でよかっ た (105，717)

3エ イプ リルフール で 時 々だまされ る (406)

4大 正時代 の ことをよ く知っ ている よき時代 で

 あっ た (748)

5歌 曲が好 きです (730)

6小 唄、 三味線 をた しなんでい る (730)

7謡 曲も 三十年位 続 いている (730)

8仕 舞 もやっ た  発表会 にも出た (730》

9鼓 も や った    〃 (730)

10日 本舞踊 もや った  〃 (730)

11お 茶の けい こをや ってい る (730)

12お し絵 をや ってい る (730)

13旅 行が好 きです (736)

14外 国旅行へ も行 き ま した (736)

15料 理 はにが手 で下手 (404)

16テ レビは暇があれ ば見 ている (713)

17主 人 と二人の生 活がいつ まで も続 け られ るよ う

 祈 っている (209，711)

18孫 の結婚 が心配 である (209)

19読 書 はあ ま りしない (713)

20経 を 読ん でいる (733)

 大部分 の反応 が趣 味に ついての記述 とな ってい

る。被験者 の趣味 の広さ が理解 でき る …方 で、大

正 時代へ の ノス タル ジー も感 じられ る。



事例132 女性 80才(無 職)

1私 は 日本入(106)

2私 は 女性.(103)

3私 は 編物 が 好 き です (742)

4私 は 裁縫 が 好 きです (742)

5私 は犬は{好 きです}猫 がき らいです.

 (743)

6私 は甘 いものが好 き です.(734)

7私 は芝居 が好 きです.(742)

8私 は男 の子を 一一入持っ ています.(206)

9私 は このま まで良 い と思 ってい ます.(717)

10私 は満足 してい ます.(717)

11近 い所 に旅 行 した いと思 っ ています.(736)

12女 の子 を 生 めば良 かった と思 います.(206)

i3孫 は女の子 が好 き です ，(209)

14テ レビは ドラマがす きです.(743)

15ニ コ，一ス も好 きです.(743)

16映 画 もすき です.(743)

17民 謡 がす き です ，(743)

18お 野菜 の煮 たの がすき です.(734)

19好 き き らいあ りません.(734)

20お 風 呂 は大好 きです.(743)

 日常的な記述で反応が構成されている、老年期

の女性における典型的な反応である。特にこの事

例では好みについての記述が多くを占めている。

事例133 女性 86才8ヶ 月(無 職)

iサ ラー マンの長女 で5名 の弟妹 が居 たの で姉 さ

 ん気質がぬ けない (203，201，205，509)

2役 に立つが強情 が欠点 だと母に よ く叱 られ る

 1：405，524，204)

3負 けず ぎ らい で頼まれ ても欠席は しない 小学

 校 は皆 出席 (611，114)

4大 変 な偏 食が小学校 の時の 「かい血病」 で苦 し

 み、食物 の好、嫌 はな くな った (740，302)

5学 校が好 きで家事 にお はれ ても徹 夜 で机 に向っ

 た事もあ る (113)

6卒 業後間 もな く三夫婦、 二弟、二 同居人、女 中

 の大 家族に嫁 ぐ (211，111)
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7大 正 時代の嫁 〃すべ てが服従の毎 日 (211)

8生 家 での姉 さん気質の通 じない ことを知 る

 {509，211)

9親 戚 間の交流 もあ り、複雑 な家族構成 の申 で 和

 の大切 さ を知 る (210，211)

10娘 時代 の強情 さ、 負けず ぎ らいは次第 に うす ら

  ぐ(524，611)

⑪ 嫁 として20年 、 姑 として35年 今 日は感謝 の

 日々6 (201，717)

⑫ 時代の流 れ をよそに未だ に着物 の生活 (741，

 704)

⑬ 美 容院 を知 らな い、洗 髪、結髪 は 自分 の手 で

 {704)

14時 々損 を した と、反省 もす るがむ しろ心 は釈然

 と して明 るい.(718，717)

15嫁 と して60年 、狂 はない起床時 間，朝食前 の仕

 事 はつaけ てい る.(201，713)

⑯ 食事 も楽 しみ 、まだ独 り歩 きも 出来 て健康 を感

 謝 してい る (734，705，717)

⑰2つ ばか り外 での仕事 にめ ぐまれ生 き甲斐 とす

 る(112，715)

⑱ 起床 時に1日 の 予定 をたて 丶、消化 してい くの

 が たの しみ.(713)

⑲ 今迄 は経 済的 にはめ ぐまれ なかったが心 の豊か

 さ をよろ こぶ (117，717)

⑳ 若い頃決意 した継続 は力 な りを 目標 (714)

 生活史が家族との関連から記述されており、現

状に対する肯定的な評価が反応に現れている。全

体的に見てしっかりした反応で、人生に対する前

向きな姿勢がうかがえる。




